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第1章　従来の研究と本研究の目的

　第1節　近年のチューネン圏からみた農業の地域構造研究の動向

　　第1項近年のチューネン圏からみた農業の地域構造研究の動向の分類

　農業の地域溝造の地理学的研究の基本的性格を，従来の研究から大別すると，二っに

分けることができる。一一つは農業の地域的特性を，帰納的ないしは経験主義的な接近方

法によって，記述的に体系づけようと考察していく研究である。他の一つは，農業の地

域的特性について，理論的モデルを構築して，既成資料や新しく調査した結果の統計数

値を，これにあてはめて計測し，その特性に関する法則を追求していく研究である。

　チューネソが1826年に『孤立国』という著書において研究して得た，いわゆるチュー

ネソ圏（THtiNENSCHEN　Ringe）は，後者に属する古典的なものである。

　チューネン圏からみた農業の地域構造の従来の研究動向をうかがう必要上，最初にチ

ュー
lン圏そのものについて要点だけ述べておきたい。

　チュ．一一ネソは，周知のように，自分の耕作するテロー（Tellow）農場を実験場にして・

1単強面積当り純収益＝地代と，都市からの距離との関係を分析ヤな鞘果，．墨業の土地

利用パターソ＝農業立地形態＝農業生産組織が，都市守ζ？窒≦即や甲璽解帯をヲ1多成す

る。しかも，この同心円的圏状の農業立地秩序は，都市からうける影響力の強さにした

がって，内潔湊ら外蔀人，索緬酌生産ふら癒放白b生産労武へと生産方向が向けられるこ

とがわかった。具体的には，第1圏自由式農業，第2圏林業，第3圏輪栽式農業，第4

圏穀草式農業，第5圏三圃式農業，第6圏畜産というパターンで同心円的形状をなすと，

＊T前NEN，」．H．　von：Der　lsolierte　Staat　in　Beziehting　au∫　Landwirtschaft　t‘nd　Natio・

nalb’konomie．　Jena，　Verlag　von　GusTAv　FlscHER，1910，　S・426・近藤康男『近藤康男著作

集悌1巻・チa一ネソ孤立国の研究1チューネソ孤立酢翻Pt・＝』農山漁村文イtta会，昭・49・

p．321．
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チューネンほ結論を導出した1）。

いうまでもなく，各圏域の農産物の種類は，場所と時により異なってくるはずである。

　さて，このような内容をもつチューネン圏による農業の地域構造にっいて，従来の研

究動向をみると，一つは純理論的研究と，他は実証的研究とに分けられる。もっとも，

これら両者の研究はともに依存し合ってこそ，チュ　一一ネン圏の基本的性格や論理構造を

深く追求できることは十分認められる。

　前者の純理論的研究では，ダン（DUNN，　S．）の『農業立地論』（The　Location　of

Agricultural　Prodorction・1954・），レヅシュ（LO　SCH；A）の『経済の空間的秩序』（1）ie

rdiumliche　Ordnung　der　VPrirtschaft・1943・），フー一ヴァー（HOovER，　E　M．）の『経

済活動の立地』（The　Location　o／Economic　Activity．1948．）およびその他内外の研

究者が，チューネン圏の基礎理論の改良や精緻化を行ない，優れた成果をあげている。

しかし，本論文での性格上，このような純理論的研究の動向にっいては触れないでお

く。

　チューネン圏からみた農業の地域構造の内外の実証的研究の動向こそが，本論文の導

入に必要な考察といえる。そこで，まず外国での実証的研究の動向から考察していく。

1）T前NEN・J・H・・。n：D・r　is・lierte　Staat　in　Bezi・httng　atlf　Landwirtschaft　und

　Nationalb’leonomie．　Harnburg，　Perthes，1826，　Erster　Abschnitt．§3，§19，§21，§22，

　§23，　§26a．

　（a）グレゴー（GREGOR，　Howard　F．）のつぎの叙述参照。

　　「農業者も市場からの距離が増加するにつれて運賃がかさむので，投資を縮少することによっ

　てそれを補うため啓磐押聯ゆ1僧獅騨韓鱒ζ、磨怖．またそれゆえ，
　その結果生まれる土地利用パターンが，市場をとりまくいくつかの同心円の地帯を形成するこ

　　とになる。」（由本正三・朝野洋一・－t斎藤功共訳『H．グレゴー：農業地理学一その課題と展

　望一』大明堂，1963・P・89・GREGoR，　H・F・・ibid．，　PP．57－58源書名は注2）。

　（b〕ブリソクマソ（BRINKMANN，　Th，）の叙述も参照。

　　「武器が不同であれば・すなわち，運搬費節約の利益が，Aの生産物の場合が，　Bの生産物の

　揚合よりもヨリ大きければ，AはBよりもヨリ強く〔市場〕に引きつけられる。そしてAは，
　絶対的にヨリ良好なる立場を獲得し，または少なくとも，経営部門から互いに結合される全体

　の枠内において優位白肱地位を互禦し，競争生産物をそ纏応じて排lt，kし，または競争生産物

　にあてられた経営部門の縮少を招かせる。

　　．脅唇鰹セヨは，．争脚牛摩方1魍㍉．市麺・披分るととろあ翻1カあ強きたむ漏ミうそ，

　内部から外部へと，順次に連続する生産のある地域一『孤立国』の観照装農においては，圏状

　をなすところの一配序が生ずる。」（BRINKMANN，Th，：1）ie　Oekonomile　des　landwirtsch、

錨贈、罷欝゜19贈洗‘θアS°z’a’tile°n°mile・　VII　Abt・・V・・1・g　U　q・・

　　大槻正男訳『Th・ブリンクマソ儂羅営経済学』改訳版く注鮒》，地球出版株式会社，
　1969，p．75．

　（e）チサム（CHISHoLM，　Michae1）のつぎの叙述も参照。

　　「説明の便宜上，チューネンは他の都市との接触をもたない単一都市の存在を仮定した。しか

ヒ塾驚犠鶴短購錨嚢難妻蓋総讐齢蝶濃欝源譲謡品，
　Mi・hae1・Rural　S・ttl・m・nt　and　Landσ・・；A・　Essay　in　L・cati。n，　H。t，hi。，。。＆

　Co　Ltd・・London・1962・P・3g村田喜代治監訳『M．チサム：農業集落と土地利用』大明堂，

　1971，p．30．）
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　　　　　　　　　第2項外国での研究動向

　　　　　　　（1）世界的・大陸的スケール

　　　　　　　　主要なものとして，世界的スケールではラウル（LAUR，　E）2）がヨー一　pッパおよびその

　　　　　　　他の地域をも含めて，1920年，農業経営のタイプから7大農業圏域をつぎのように設定

　　　　　　　した。

　　　　　　　　①居住地帯型（大都市型）

　　　　　　　　②地方型

　　　　　　　　③工業地帯型

　　　　　　　　④プランテーション地帯型

　　　　　　　　⑤農業地帯型

L　　　　　　　⑥牧場地帯型

　　　　　　　　⑦遊牧地帯型

　　　　　　　　これを基礎にしながら，さらに農業生産組織を分析の結果細分した成果をあげた。

　　　　　　　　っいで大陸的スケールでもって，ジョナサソ（JoNAssoN・0・）3）が1925年・ヨーロッ

　　　　　　　パを対象にし，つぎの6圏域に区分している。

　　　　　　　　①ヨーロッパ北西部の諸都市に最も近い部分では温室や花きをともなう園芸が卓越

　　　　　　　　し，これを第1圏とする。

　　　　　　　　②第2圏域では，果物，ジャガイモ，タバコが卓越する。

　　　　　　　　③集約農業と集約酪農が第3，第4圏域としてつぎに位置する。すなわち，第3圏

　　　　　　　　域は酪農製品，肉牛，肉用羊，肉用コウシ，飼料作物，えんばく，繊維用亜麻が優越

　　　　　　　　している。

　　　　　　　　④第4圏域は一般農業，穀物，乾草，家畜が含まれる。

　　　　　　　　⑤第5圏域は粗放農業で，パン用穀物と油用亜麻に集中している。この外側は粗放

　　　　　　　　牧場で，肉牛，馬，羊が放牧されている。

　　　　　　　　⑥第6圏域は最も辺鄙な地域であって，森林である。

　　　　　　　（2）局地的スケール
〆　　　　　　　局地的には，最も古いのはロッシャー（ROSCHER，　W．）4）が実証的研究を行なった，

　　　　　　　1845年のロンドソ周辺の農業地帯，1859年のケープタウン周辺の地帯の研究は，チ＝一

　　　　　　　ネンの著作を念頭において行なわれたものといわれている。その後，最近に至って，っ

　　　　　　　ぎつぎと同様なチューネン圏パターン類似の研究成果があらわれた。

2）G・・G・R，H．　F．・Ge・graphy・f　Ag・i・ult・・re；Th・mes　in　Resear・h・’Prentice－Hall・

　Inc，，　Englewood　Cliffs，　New　Jersey，1970，　p．60。

　山本正三・朝野洋一・斎藤功共訳『H．F．グレゴー：農業地理学一その課題と展望一』大明

　堂，1973．p．91。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　LAuR，　E，：EinfZahntng　in　die　Wirtschaftslehre　der　Landbaus．　Berlln，　Parey，1920．

3）J・NA…N，0・Ag・i・・1t・・a1　R・gi。…fE…P・・（E・・n・mic　G・・gl‘aphY・V・1・1・

　1925．　pp。277－314．）

4）　GREGOR，　H。　F．：ibid．，　pp．59－60．

　山本正三。朝野洋一・斎藤功共訳『H．F。グレゴー：前掲書』pp．89－90．
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　スター？’　・一（STAMER，　H，）5）は，1950年，ドイツのハンブルグ市周辺の土地利用に，不

規則な同心円的地帯構造が存在することを認めた。すなわち，都市の最も近い部分に家

庭菜園，その外側に商業的に園芸，果樹，ニツ柳，養蚕，さらに遠くなると耕種作物と

養畜が行なわれるという圏域構造である。

　ブキャナン（BucHANAN，　K．）とフルウィッツ（HuRwlTz，　N）6）は1951年，南アフ

リカの港湾都市ダーバンから内陸に向かって，園芸一ン酪農→穀作→肉生産の4圏域に，

地域を区分できるとした。

　アンドレー（ANDREAE，　B．）7）は1958年，シカゴ市から南方に向かって農場の集約度

が低下する形での5圏域に区分した。すなわち，

　①　果物，野菜，生乳，農産加工

　②換金穀作（トウモロコシ，大豆，えんばく）

　③加工乳，穀作→養豚

　④　穀作→養豚と穀作→牧牛

　⑤　牧畜

　キュ　一一ソ（KtiHN，　F．　H．）8）は1959年，ブエノスアイレス市の南方で，5圏域の地帯形

成を観察している。すなわち，

　①ブエノスアイレス市の周辺は園芸

　②市から中位の距離地域は，小麦とトウモロコシと亜麻の輪作

　③　集約的な養畜

　④市からさらに遠方の地域は，粗放的な耕種農業

　⑤　パタゴニアにおいては，粗放的な牧羊

（3）集落的スケール

　オトレンバー（OTREMBA，　E）9）が，かれの著書『一般農業工業地理学』（Allgθmeine

Agrar．und　lndustriegeographie．　Stuttgart，1960．）の中で，引用した1936年研究のミュ

ーラー一・一一一ワィル（MVLLER・WILLE）の成果はつぎのように述べられている。ドイツの1

農業集落とそのまわりの土地を示した地図上に，等時線図（肥料を車で耕地に運ぶのに

要する時間を記した図）を重ね合わせると，農民が行なっていた2つの主要な農業様式

のうちで，最も粗放的なものは，集落から最も離れたところにあるとわかったという。

　　第2項　日本での研究動向

（1）　世界的スケール

5）　GREGoR，　H．　F．：ibid．，pp．　59－60．

　山本正三・朝野洋一・斎藤功共訳『H．F．グレゴー：前掲書』p．90．

6）BucHANAN・K・・nd・HuRwlT・，　H・：L・・d　Use　i・N。t・1．（Ec・n・micσe・9・aphy，

　Vo1．72，1951，　p．236．

7）　GREGOR，　H．　F．　ibid．，p，60

LLt柾三・朝野洋一・斎藤功共訳rH．　F．グレゴー前掲書』P．90．
8）　GREGOR，　H，　F．：ibid．，　P．60．

　山本正三・朝野洋一一・・斎藤功共訳『H．F，グレゴー：前掲書』p．90．

9）OTREMBA・E・・Allg・n・ei・・　Ag・ar・－t・nd　1・d・・st・i・ge・9・aphi・．　St・ttg・・t，1960，　S．130．
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　　　　　　　　除野信道氏は，米州から8力国，欧州（ソ連を含めて）から9力国，アジアから7力

　　　　　　　国，アフリカと大洋州から3力国を含めて，世界の農業の地域構造の特微を研究された

　　　　　　　結果つぎのようである。すなおち，

　　　　　　　　「各国の農業の部門別構成をみると，中国や日本における穀物の決定的な重要性，あるいはオラ

　　　　　　　　ソダやイギリスなどにおける酪農業の高い比率，マレイやブラジルにおける工業原料叢林作物の

　　　　　　　　大きな役割が分かる。そしてヨー・Ptッパにおいては工業原料叢林作物の比率が低い。ここでチ＝

　　　　　　　　一ネンの理論を想起しなければならない。農作物の形態の観点で世界はチューネソの示した農業

　　　　　　　　地域構造をとっている。」le）という。

　　　　　　　（2）日本全国的スケール

　　　　　　　　松井勇氏11）は1938年の農業経営方式を指標として，1948年つぎの5圏域に区分されて

　　　　　　　いる。それぞれの圏域の主要地域もあげよう。

　　　　　　　　①耕種地域・・…………・……奥羽北西部・近畿中央部

　　　　　　　　②耕種養蚕地域・…………・西北部関東より中部地方の東半一帯

　　　　　　　　③耕種養畜地域……・……団ヒ海道・西南諸島

　　　　　　　　④耕種養蚕一養畜地域……関東北東部

　　　　　　　　⑤耕種養蚕養畜地域………山陰一帯より山陽の一部

　　　　　　　　尾留川正平氏12）は，1950年，耕作農と換金作物の組合せにより，日本の農業地域を6

　　　　　　　区分に分けた。すなわち，

　　　　　　　　①北海道東部………………えん麦・畜産地域

　　　　　　　　②北海道西部……・…・……・大豆・じゃがいも地域

　　　　　　　　③東北・北陸・……・………水禾騨作地域

　　　　　　　　④中央高地・………………・・養蚕地域

　　　　　　　　⑤関東・東海・南海………麦・さつまいも・たばこ地域

　　　　　　　　⑥瀬戸内近縁………………水稲・疏菜・畜産地域

　　　　　　　　除野信道氏13）は，1956年，主要農産物と農地収益を指標として，全国を，主要農産物

　　　　　　　では7圏域，農地収益では5圏域に区分した。

1　　　　　　㈲　主要農産物

　　　　　　　　①　主要穀物………………・・奥羽北西部

　　　　　　　　②雑穀………………・・…・…北海道

　　　　　　　　③疏菜………………・・……・関東南部・近畿中央部

　　　　　　　　④工芸農作物………………rP国中央部

　　　　　　　　⑤樹木…・…………一・……近畿南部

　　　　　　　　⑥繭…・……………・………・中部中央部・東北中南部

10）険野信道『経済地理学の一般体系』古今書院，1967，P・163・
11）松井勇：農業経営によるわが内地の地域区分一昭和13年農家調査の分布解析一（r地理学評

　論』Vol．19，　pp．293－－314，396－414，451－469。）

12）尾留川正平：新基準による日本農業地域区分の体系（r田中啓爾先生記念大塚地理学会論文

、3墾』尭。蹴3儲謡1。、、。。。，S、，。、、ure　in・h，　A、，・、u1・ure．・J・p・n．　B・ll・・in

　of　loyochi　Economics．　Vo1．3－1．1956，　pp．14－23．
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　⑦　畜産食料品………………中部南部・近畿西部

CB）農地収益（円／ha）

　①最高1200～……一…・…近畿中央部

　②高1060～1199……………関東中央部

　③中870～1059……………中部南部・近畿南部

　④低700～869………・一・東北・中国・四国・九州北部

　⑤最低1～699…………・一一北海道・九州南部

　尾留川正平氏は，1960年，山本正三氏14）と共同で，農地収益を指標にして5圏域に区

分した。

　①粗放的土地利用…………北海道

　②　低位集約的土地利用……東北北部・中国・九州

　③中位集約的土地利用……中部・北陸・近畿

　④　高位集約的土地利用……四国北部・九州北部

　⑤高度集約的土地利用……近畿中央部・関東中央部

　さらに・両氏15）はウィ・・一バー法による作物結合型を指標にして次の圏域を分けた。

　①穀物…・……・……・………奥羽北西部・北陸・中国

　②豆類・イモ類……………奥羽北東部・九州南部

　③　野菜・花卉……・・……・…関東中央部・近畿中央部

　④　工芸作物………・……・…・中国南部

　⑤　飼料・緑肥作物…………北海道南東部

　⑥　果樹・…・…………・………近畿南西部・四国北西部

　⑦桑樹……………・・…・……関東北部

（3）局地的スケール

　小田内通敏氏が，1918年，わが国ではじめて東京周辺地域について研究し，ついで同

じ東京周辺を，1935年青鹿四郎氏が詳細な実証的研究をなし，チュ　一“ネン圏的農業地域

構造の存在を明らかにした。

　戦後になって，1949年，除野信道氏がさらに同じ東京都の農業地域構i造を研究し，「東

京という世界屈指の大都市を囲む郊外に於ける各種の耕作様式の分布は，以上の如く，

チューネンの孤立国の再現と見ても良い位である。」18）と述べ戦前の小田内通敏氏や青鹿

四郎氏の結論を再確認されておられる。

　さら1こ，白浜兵三氏は，1960年，京葉地帯の農業地域構造を研究し，その結果，「都

市に近い所に集約的園芸や市乳生産が行なわれ，外側に向かうほど粗放的な穀作農業が

卓越するという理解は，青鹿がチ＝　一一ネン理論を武蔵野台地その他の農業地域の配置に

適用して以来，地理学や農学の学習者にとっていわば常識化した観がある。しかし，こ

のような配置構造を，東京大都市圏の全域について詳細に明示した研究は，私見の限り

14），15）尾留川正平『農業地域形成の研究』二宮書店，1979，PP．261－265．

16）小田内通敏r帝都と近郊』大倉研究所，1918，

17）青鹿四郎『農業経済地理』叢文閣，1935，

18）除野信道『世界経済の地域構造』有斐閣，1949，p．61，



J．H．　vonチューネソ（J．　H．　von　Thifnen）研究（IV）　　　　　　　　7

　　　　　　では見当らない。」19）として，つぎのように成果を述べている。すなわち，都市市場によ

　　　　　　　る食料品の需要増大にともなってそれらの生産地の拡大する過程では，まず農業地域は

　　　　　　都市をとりまく近接地帯一帯にひろがり，やがてその範囲を四方におしひろげていくと

　　　　　　　いう円環状構造と，中央都市からでる放射鉄道に沿って農業地域が拡大する指状構造と，

　　　　　　　地形的・気候的要因等に基づく東関東と西関東，北関東と南関東との農業地域に分けら

　　　　　　　れる十字構造の三つの構造の結合であると特異な結論を示しておられる20）。

　　　　　　　　以上，チューネン圏構造の実証的研究の内外の動向を簡述したが，ほとんどが実地踏

　　　　　　　査あるいは経験を通して独自のデータ，あるいは既存の農林統計資料をたんねんに統計

　　　　　　　的操作をされ，農業地域区分をなされたものである。しかもこれらの研究成果は，いわ

　　　　　　　ゆるチューネン圏のように，都市あるいは市場を「核」として，たしかに同心門，もし

　　　　　　　くは若干の歪みのある同心円的形態をもつ農業の地域構造をもっことを明白にされたと

　　　　　　　いう業綴は高く評価されてよい。

　　　　　　　　第2節　従来のチューネソ圏からみた農業の地域構造研究の問題点

　　　　　　　　近年のチューネソ圏構造に関する内外の研究動向をながめてきたところ，高く評価す

　　　　　　　べき点も前節に指摘したように多々ある。しかし，これらの研究は問題点を包摂してい

　　　　　　　ることも決して見逃すことができず，この問題点を今後は修正し，是正し解明していくと

　　　　　　　ころにチ＝一ネソ圏構造研究の意義がある。この間題点の若干をかかげることとしよう。

　　　　　　　（1）農産物の市場への近接性は輸送費との関係のみではなく，むしろ市場が農産物を牽

　　　　　　　　引する総合力，換言すれば荷引力を考えなければならぬと思われるが，従来の研究に

　　　　　　　　は，この点の強調がない。
　　　　　　　　〃ゴー一一（GREG・R，　H．　F．）は，「輸送機関が発達し，また改良されて輸送費が低下し，

　　　　　　　したがって，気候・土壌・地形といった立地要因にくらべて，市場への近接性の経済利

　　　　　　　点が減少するにつれて，地域的専門化がチューネンパターン形成のますます大きな障害

　　　　　　　になってきた。」21）といわれる。チュ・・一ネンは周知のように，純収益＝：地代は都市＝市場

　　　　　　　からの距離，換言すれば輸送費に反比例することを強調したが，このグレゴーの主張す

・　　　　　るように，いまや輸送費が低下し，輸送費如何の市場への近接性の価値は低下している

　　　　　　　といわなければならぬ。

　　　　　　　　それに対し，市場自体のもつ農産物に対する荷引カー農産物をひきつける引カー，す

　　　　　　　なわち，市場の需要量，惰報量，信用力，市場と生産地との距離市場の担当者の経営能

　　　　　　　力をすべて融合した力は，時と場所の如何を問わず，市場への近接性の経済利点できわ

　　　　　　　めて大きいはずである。この市場の総合力としての荷引力を今後は考え研究していかな

　　　　　　　くてはならぬ。

　　　　　　　　しかも，この市場の荷引力は，もし市場が多く存在する場合には，市場間の荷引力の

　　　　　　　競争関係・依存関係・補完関係をも考慮に入れてチューネソ圏構造を明らかにしていか

19）．20）　白浜兵三「京業地帯の農業地域構造一大都市圏の農業地域に関する研究一」（『干葉大学

　教育学部研究紀要』Vol．13，1964。　pp．127－202．）

21）　GREGOR，　H，　F。：ibid．，p．64．

　山本正三・朝野洋一。斉藤功共訳『H．F．グレゴー：前掲書』p．97。



8　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　坂　正　治

なくてはならぬ。

（2）従来の研究は，チューネン圏構造を明らかにしながら，農業地域区分の体係づくり

　に終っているきらいがある。

　実態調査による資料，既成の統計資料によって農業経営方式，面積当り農業生産額も

しくは農地利益あるいはその他種々の方法によって，農業の地域構造を研究して，チa

一ネン圏的形態の農業生産組織が存在していることが理解され，このチューネン圏が一

つの基準となって，農業地域区分の体系づくりがなされている。

　農業地域区分の体系づくりは農業地理学にとって一つのきわめて重要な研究にはちが

いないが，この農業地域区分の体系づくりに終らずして，これが農業にとってあるいは

農民にとってどのような意味をもつかの探索も今後は必要なのではなかろうか。

（3）地道な統計操作の積み重ねの研究も重要ではあるが，研究方法の一一つとしてモデル

　を設定して研究する必要性の認識を深めるべきである。

　チューネン圏導出には，純収益＝地代と，市場からの距離が重視されているが，いま

や他の立地要因をも考慮しての「数学的モデル」を策定してチューネン圏を研究すべき

である。このような考え方での研究の推進には，「数学的モデルは仮設のどの独立変数

の変動の彩響をも，たとえ変数間の関係が極端に複雑であっても，評価可能にする用具

である。」22）といわれているメリットがある。今後のチェ　一一ネソ圏研究はこうしたメリッ

トを深く認識して取組むべきである。

（4）チューネン圏の従来の研究は農業の生産の側面に重点が置かれてきたが，今後は需

　et　一消費の側面も同時に深く考察して研究すべきである。

（5）現実の市場は多核的存在であり，市場問相互が競争すると同時に，市場の荷引力の

　態様によって，一市場へ他の多くの市場の荷引力が集積することもある。換言すれ

　ば，市場間では排他的，遠心力的に作用する場合もあれば，市場聞によっては集積

　的・求心力的に作用する点もあることを念頭に入れて今後は研究すべきである。

第2節本研究の目的と方法

　　第1項　本研究の目的

　従来のチューネン圏の実証的研究の略述から問題点を前節に指摘したように，単に市

場から生産地への経済的距離のみでなく，多数の市場相互間において，7c・2xそれの市場

のもつ荷引カー需要量・情報量・企業者能力・信頼性・輸送の便益性一一一一t／Cよって競

争し引張られる関係からみたチューネン圏形成の研究が欠けている。

　しかも，チューネン理論の論理の精緻化，深化については，内外とも優れた数学的モ

デルによる研究は多いけれども，数学的モデルを設定しての実証的研究は少ないように

見受けられる。

さらには，従来の研究からは，研究対象地域のスケールによってもチューネン圏形成

22）　GREGER，　H．　F．：ibid．，　P．69．

　山本正三・朝野洋一。斉藤功共訳『H．F．グレゴー：前掲書』p．104．
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の差異がみられるけれども，その差異が地理学的基本要因＝地域的特性によって現出す

るものであるかの検討はいまだ弱いようである。

　したがって，以上のような聞題点を少しでも克服し解明する意味から，本研究は，市

場相互の荷引力の側からチューネン圏を描き出し，日本農業の地域構造を分析するとい

う視点をi採用する。

　しかも，この場合，すでにスチaワルト（STEWART，工Q．）23）が人口について研究し

たときに援用したグラヴィティ・モデル（gravity　model）というアプローチ，いわゆる

一つの数学的モデルによってチューネン圏を浮彫にして，農業の地域構造を把握するこ

ととする。

　研究対象としては，はじめに日本農業を沖縄県を除いた地域を対象にしてグラヴィテ

ィ・モデルを適用してみる。つぎにこの研究成果をふまえて，地域農業としての身近か

な長野県農業についても同様な分析を行なう。このことによって，全国レベルでのチェ

ーネン圏，地域レペルでのそれをまとめて，日本農業のチューネン圏を描き出す。

　かくて，本研究の目的は，以上のような分析を行なって，単に日本の農業地域区分を

明確にするというのみではなくて，市場の相互間の荷引力によって形成される日本農業

の地域構造一地域的特性一の基本的性格と構造形成要因を，チューネン圏を観照装

置として明らかならしめようとするものである。

　　第2項　本研究の方法
　本研究の方法は，市場の荷引力とグラヴィティ・モデルとの二つが中心となるが，こ

の二つの関連が十分密接であって，チューネン圏摘出に適切であるという論理が成り立

たなければならぬ。いま，ブリソクマンの叙述するところをうかがうことからこの二つ

の関係を明らかにしていこう。

　すなわちブリンクマンは「交通地位の良さの差異は，既知のように，終局において運

搬の困難性に帰することができる。これをもって，交通による，または市場による農業

生産方向の配置とは，運搬費による配置と同義である。それ自体として考察した場合，

温姓動ゐ軸もナ凝〒鵬蔽ら嫡齢げ駄るということができるeなん
となれば，どんな生産物も〔市場までの〕征服すべき距離が小さければ小さいほど，生

ずる運搬費が少ないために，それだけヨリ安く供給できるからである。」24）というのであ

る。

　されば，もし一切の生産物が相互に絶対的最良の立地を獲得しようと競争を行なうに

あたって，換言すれば，できるかぎり市場に最も近接する立地を得ようと競争するにあ

たっては，市場から受けるところの牽引力，本研究では荷引力というものの強さにした

がわざるをえないのである。

　この農産物が市場へ牽きつけられるカ，すなわち市場の荷引力如何によって，農業組

織の圏状が形成されるというところが，グラヴィティ・モデルによってポテンシャル値

23）　STEwART，　J．　Q．：Empirical　Mathematical　Ru！es　Concerning　the　Distribution

　and　Equilibrium　Population，（Geogr．　Rev．，Vol．37，1947，　pp．461－485．）

24）　BRINKMANN，　Th，　a．　a．0．，　S・75・

　大槻正男訳『Th，ブリ〃マソ：前掲書』P・94・傍点は筆者。
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を導出して農業の地域構造を明らかならしめることに関連するのである。

　もう少し詳細にブリンクマンの述べるところを掲げよう。すなわち「市場による，あ

る生産物の生産配置の行なわれる場合には，市場を起点とし，相反的に作用する二つの

力〔すなわち〕求心力と遠心力とが作用する。交通地位の良さが，生産力自身に与える

利益は求心力に作用し，それの競争生産物に与える利益は遠心的に働く。遠心力が優越

を得る場合には，競争生産物に立地を明け渡さなければならない。」25）という。

　本研究で，チューネン圏を市場との関連からグラヴィティ・モデルを適用し目本農業

の地域構造を考えるにあたって，まさに，この重力の作用の仕方による求心力と遠心力

との考え方が入ってくるのである。

　グラヴaティ。モデルは，スチュワルトが力学のポテンシャルの概念を社会物理学に

採用したものである。一般に重力とは宇宙間の万有引力のうち，とくに地球が地上の物

体を引く力を指して名づけていることは周知のとおりである。

　いまここに，ある地点が周囲の農産物の産出額の全体から受ける影響力の全体量を考

える。この場合，ある農産物の産出額の一定距離をへだてた地点に与える影響が，産出

額の大きさに比例し，その距離の長さに反比例するという仮設をもうける。そしてなお，

その農産物がどのような条件の場所で生産されようと無差別であると想定する。

　かくて，地点0における農産物の生産物ポテソシャルの総量Voは，もし重力のポテ

ソシャルの法則が適用されるものとすれば，次式で計算される。

％－G
ﾅ幕………一・一…・…一一・一………・…・・（1）

ここで？iおよびriはそれぞれ地域iの農産物の生産額および市場地点0からそれぞ

れの生産地域までの距離　α，Gは定数である。ここでもしG＝1，α＝1と想定する

と，（1）式はつぎのようになる26）。

隔碧幕一治÷一碧÷一…・・…一………一……・……・（・）

　この（2）式を0地点におけるある農産物の生産物ポテンシャルと仮称することとしよう。

もっとも，農産物の生産物ポテソシャルをニュートソの法則のように，引力が距離の自

乗に反比例すると仮定するか，ここでのように1とするかどうかは問題を残すところで

ある。ちなみに，スチュワルトは，αの指数を1あるいは2にとり，カロル（CAROLL，

工D．）は3のあたりを，またイクレ（IKL亘，　E　C．）はO，　668から2．6までの指数をとっ

ている。これの確定は，理論的に規定していくというよりは，むしろ問題ごとの概念規

定と経験的見地から規定していくことが適当かと思われる27）。

25）BRINKMANN，　Th．：a．　a．0．，S．76．大槻正男訳『Th，ブリソクマソ：前掲書』P．95．

26）IsARD・W・：1ntroduction　to　Regionat　Science．　New　Jersey，1975，　PP．39－51，青木

　外志夫・西岡久雄監訳『W．アイサード：地域科学入門（1）』大明堂，1980，グラヴィティ・モ

　デルのヨリ立入った議論はPP．75－78を参照。

27）宮坂正治『工業立地論』（増補版）古今書院，1973，pp，226－230．
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　以上のような論理から，グラヴィ・モデルにしたがって，つぎのような計測方法によ

って日本農業および長野県農業の農林畜産物の生産物ポテンシャルを計測して，チュー

ネン圏を描き出した。

　まず，農林畜産物を，①水陸稲，②大小裸麦，③飼料用作物④いも類，⑤雑穀・豆

類，⑥野菜類，⑦果樹類，⑧工芸作物，⑨林業（素材生産），⑩畜産（牛乳鶏卵），⑪

養蚕（繭）とに分類した。これら農林畜産物の単位は，金額で表現した生産額での各生

産物ポテンシャルを計測した。

　つぎに距離については，日本農業については，県庁所在地間を，長野県農業について

は，役所がある地点の相互間を，戦前は国鉄，戦後は国道，地方道などで少なくともト

ラックが走りうる道路によって，最短距離で，しかも農産物輸送に利用されると思われ

る自然的距離の道路キロメートルを用いた。なお，自己ポテンシャル測定のための，そ

の地域自体の距離は，if　pとするとポテソシャルは無限大となるから，その地域内の農

産物生産の分布を均等と仮定して，距離はその地域の面積の半径の半分と評価した28）。

　農林畜産物の生産物ポテソシャルの測定の年次は戦前は昭和10年，戦後においては昭

和48年が一応農業が安定した時期と思われるので，この年次を中心としたデータを用いた。

　最後に，日本農業および長野県農業の各農林畜産物の生産物ポテソシャルの計測結果

としてのポテンシャル値を基礎にして，等生産物ポテソシャル線を各農林畜産物ごとに

図示した。この等ポテソシャル線の焦点の位置，傾き，方向が，農林畜産物の主要生産

地か，その生産地での消費かあるいは「主要市場＝主要消費地＝都市」の消費に位置す

るか，それとも，主要生産地と「主要市場・＝主要消費地：都市」との両者の消費に位置

するかによって，四つの類型に分類した。すなわち，等生産物ポテソシャル線の焦点が

生産地近くに位置しそこで生産物が消費される場合を〔工〕生産地消費型，その焦点が

県庁所在地もしくは，市制の施かれている都市に接近しているケースを〔皿〕都市消費

型，その焦点が生産地消費と都市消費と混合して位置しているタイプを〔皿〕生産地消

費・都市消費混合型，生産のみを行なうタイプを〔N〕生産地型という四つのタイプに

分類して，なぜこのようなタイプが形成されたかの要因を摘出する作業を行なった。

　以上のような方法論と計測方法によって，本論文は日本農業の地域構造をチュ・一“ネン

圏という立場から分析する研究目的を達成しようとした。

第2章チューネン圏とゲラヴィティ・モデルとの結合

　第1節　 まえがき

　チュ　一一ネソ圏から日本農業の地域構造をみるにあたって，本論文ではグラヴィティ・

モデルを援用する。

　さて，グラヴィティ・モデルを援用して日本農業を分析すれば，チュ　一一ネン圏がおの

ずから明らかとなり，これによって，日本農業の地域構造を考察することができるほど，

28）　宮坂正治『前掲書』P．233．
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チューネン圏モデルとグラヴィティ・モデルとの結びつきは密接であろうか，という

「もんだい」がある。

　前章の方法によって日本農業を実証的に研究する前に，理論的に，チューネン圏とグ

ラヴィティ・モデルとの結合関係の上記の「もんだい」を考えておきたい。

　そこで，はじめにチューネン圏のモデルをチューネンの考え方にそって，その特質を

うかがう。

　っいで，グラヴィティ・モデルの内容を簡単に述べ，ここで新しく生産物ポテソシャ

ル（po†ential）という概念を導入し，その意義と役割を明らかにする。

　さらには，等ポテンシャル線を描くことによって，生産物ポテンシャルの類型が考え

られ，それぞれの類型の特微を考察する。

　最後には，チュ・一．ネン圏モデルとグラヴィティ・モデルとの結合のパラダイム（para－

digm）＝枠組をつくる。ここで，グラヴィティ・モデルによる日本農業の分析が，チュ　　　　　　，

一ネン圏，とくに，ある地点を中心とした，周囲の影響力を含めて考えられたチューネ

ン圏を浮彫されることが，理論的に明らかになる。

　以上のような理論的模索のうえに立って，日本農業の地域構造の本質を明らかにしよ

うと試みることが本論文の全体の構成といいうるのである。

第2節チューネン圏のモデル

　チューネンは，1826年，彼の著『孤立国』のなかで，（1）地代と都市からの距離とを考

慮した場合，農業の生産物配置はいかなる状態を示すか，（2）農業が最も合理的に経営さ

れるときには，都市からの距離の大小は農業に対していかなる影響を与えるか，という

問題意識をもって，テロー農場の体験を科学的に分析した。いうまでもなく，この問題

は，彼の『孤立国』で訴えた問題の重要な一つにすぎない。

　チューネンの分析結果は，つぎのようである。すなわち

　「都市の近傍においては価格に比して重量が大きく，またはかさばって都市への運送費が膨大な

　ために，遠方より到底これを輸送しえない生産物が栽培されねばならぬことは一般的に明らかで

　ある。

　　また腐敗しやすいもの，新鮮なうちに消費せねばならないものも同じである。しかし都市から

　遠くなるに伴い，土地は漸次価格に比して運送費を嬰することの少ない作物の生産にますます向

　けられる。」29）

である。この理由から，都市を中心として，その周辺地域に，第1圏自由式農業，第2

圏林業，第3圏輪栽式農業，第4圏穀草式農業，策5圏三圃式饗業，第6圏畜産という
　　　　　　　ロ　　　の　　　　　　　　

農業立地の形で同心円的1馴或が描かれるという。この圏域がいわゆるチューネン圏であ

る。

　このチューネソ圏において，第1圏から第2圏へ，さらには第2圏から第3圏へと交

替する生産地域の限界は，どのようにしてきめられるであろうか。

　ここでは，チューネン圏の6圏域のそれぞれの限界をみるのではなく，チューネン圏

29）　TH廿NEN・J・H・von：ヱ）er　isolierte　Staat勿　Be2iehang　a％！Landtoirtscha／t襯4

　〈ra彦ionalb’konomie・Verlag　von　Gustav　Fischer，　Jena，1910，　S．12．



J．H．　vonチ；L　一ネソ（J。　H．　von　Thttnen）研究（W）　　　　　　　　　　　13

における最初の自由式農業とつぎの林業との競合関係をとりあげて限界地点の条件をみ

つけてみよう。というのは，競争生産物間の限界地点を規定する考え方のプ・セスや条

件は同じ論理のもとに行なわれ，その結果も同じと思われるからである。

　さて，仮定と論理をすすめるうえでの記号をつぎのように設定する。

（1）自由式農産物①と林産物②の生産費は異なる。

（2）両農産物において，それぞれ同一生産物についての生産費は相等しく不変である。

（3）純収益はチ：．　一ネンの考え方にしたがって「地代」と称し，それはつぎのようである。

　「建物，木材，棚その他すべて土地と分離しうべき有価物の利子を，農場所得から差

　引いて残るもの，すなわち，土地自身に属するものを私は土地地代と名付ける。」30）

　この規定からわかるように，各地点の純収益＝＝地代は，都市から各地点までの距離に

　応じての輸送費を差引いたものとなる。

（4）両生産物の記号をつぎのように設ける。各記号の右下の1，2は自由式農産物と林

　産物を意味する。

　　　Xl，　X2・……一定面積の生産量

　　　Pl，　P2……都市における1単紘当り価格

　　　F，，F2……1単位・1キロメートル当り輸送費

　　　C1，　C2……1単位当り生産費

　　　Rl，　R2……純収益＝地代

　　　D12　　……両生産物の生産地域の限界地点

　　　El，　E，……都市から生産地域への距離

　以上の仮定と記号によって，はじめに理論を簡明にするために，単一農産物の生産限

界地点の想定を行ない，この結果を念頭において，2生産物間の生産限界地点の決定を

なすという運びとする31）。

　　〔1〕単一農産物の生産限界地点の決定

　都市からE，キロメートルにある自由式農産物①の「純収益＝地代」RE・は

　　　　　　　　　　　RE、＝P，x、－c，x，－F・E・………一一……・………………（3）

となる。この農産物の純収益REIがゼロになるとき，収益性は限界点に達したとみて

よい。

すなわち

　　　　　　　　　　　RE、＝　O・・PIXI－C，X・－F，E・…………………・……一…・（4）

しかるに

Rl＝PiXi－CiX1

よって，これを（2）式に代入すると，

　　　　　　　　　　　REI＝＝Rl－F、E・・＝＝O……・・…………・・……・…一・…………・・（5）

30）　THtiNEN，　J．　H，　von　lα．　a・0・，S・23・

31）　神崎博愛『農業立地論』富民協会，1970，参照。
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Y

Xl

i　°i　i
ロ　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ロ

i　　　l　　　i
；　　　l　　　l
I　　　l　　　l

i　　！　　l
l　　　｝　．．，童、　l
l　　　　l．／”Fユ、・．1

x2

靖　　　　　　σ　　　　゜　　x2

第2－1図　di－一農産物の生産限界地点

∴El一
?c…………・・……・…………・・……・・…………・・（・）

　この（6）式の意味は，都市からEi　・＝Rr／瓦キロメ・・一トル以上の距離においては，農産

物①がただ損をして販売される結果となるということである。換言すれば，都市から半

径Rl／瓦の距離において，自由式農産物①の生産可能の限界といえる。これを図示す

ると，第2－1図のごとくなり，都市から生産限界地点までの距離は，地代に正比例し，

運送費に反比例することを意味する。

　〔1［［〕2生産物問の生産限界地点の決定

　都市からE1キPメートルにある自由式農産物と都市からE2キロメートルにある林

産物の純収益＝＝地代はそれぞれつぎのようになる。

　　　　　　　　　Rl＝：PIXt－C，XエーEIFI　…・・一………………・・…・・…・…・…（7）

　　　　　　　　　R2＝P2x2－c2x2－E2F2－・一……………・………………（8）

　しかるに，いま，両生産物の限界地点をD12とすると，このDi2では，両生産物の

〔土地〕地代からD12までの輸送費を艶引いた価値，すなわち〔市場〕地代は相等し

いはずである。

　D12のときの純収2｝＝＝地代の価値をPv2とすれば，次式が成立する。

　　　　　　R12＝P，X・－CIX・－D，2FドR1－D1・F・……・……・一・………一・〈9）

　　　　　　R12＝P・X・－C・XrD・2F・＝R・－D，・F・一…一・…一…………・・⑩

　　　　　　　　∴　R1－D12FドR2－Dエ2F2…・・……………・…・・……………・…01）

　　　　　　　　　R・－R2＝Dl2（F，一∬2）

　　　　　　　　∴D・・一碧≡砦……・・一・………・・一…・・一………一・・⑫
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x’

@｝ii　距離x2
　　　　　1　　i　　l

　　　　　i　ii
　　　　　I　　　　　　‘　　　　　　l
　　　　　r　　　　　　　　且　　　　　　　層
　　　　　t　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ロ
　　　　　ロ　　　　　　　　t　　　　　　　t
　　　　　l　　　　1　　　‘
　　　　　の　　　　　　　げ　　　　　　　ほ
　　　　　，　　　　　　　ロ　　　　　　ロ
　　　　　｝　　　；　　　書
　　　　　；　言　i
　　　　　i　l　l

Xi　…，繍　　．、
第2－2図　2生産物間の生産限界地点

・の倣の意賊都市を軸とし畔径D…委畿の円周・軸式麟①と

林業②との限界地点を決定するということである。この場合も，単一農産物の場合と同

様，両生産物間の限界地点は，純収益＝地代に正比例し，都市からの運送費に反比例す

ることを示す。これを図示すると，第2－2図のようになる。

　第2節　グラヴィティ。モデル

　グラヴィティ・モデルは，すでにスチュワル1・（Stewart，　J　Q．）32）により人口地理学

に，またウォソツ（Warntz，　W．）33）により価格地理学（geography　of　priceDこ援用され

るなどして優れた成果をあげている。

　わが国でも，森田優三氏34），山本正三氏・奥野隆史氏・高嶋伸欣氏35）が人口地理学に，

矢野勇氏36）が商業活動の分析に，それぞれこのモデルを用い秀でた業績を示している。

32）STEwART，　John　Q．：Empirical　Mathematical　Rules　Concerning　the　Distribution

　and　Equilibrium　of　Population，　Geogra♪hical　Review，37，　Iluly　1947，　pp．461－485．

33）Warntz，　William　：　Toward　a　Geography　of　Price．　Philadelphia，　University。f　Pen。

　sylvania　Press，1959．
34）森田優三「人口の地理的分布とポテソシャルー日本人口のポテソシャル地図」『一橋論叢』Vo1．

　42，No．5，　1959．　Nov．　17－31。）

35）山本正三・奥野隆史・高嶋伸欣「わが国における経済人ロポテンシャルの分布について」r経

　済地理学年報』Vol．12，　No．1，1966，　pp．17－27．）

36）矢野勇「地域分析におけるグラヴィティ・ポテンシャル概念の援用」『農業経済研究』Vo1．

　36，　No，4，　1965，　June，　183－186、）
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　　　　F詔雫・　　　このようにグラヴ・テ・’モデ・レの援MVCよ納
　　　　　　　　　　　　　　　　外における優れた蛍作は多々みうけられるが，いま
　　　　　　　B（m2）
　　　　　　　　　　　　　　　　だ，グラヴィティ・モデルとチューネン圏モデルと

　　　　　　　　dS　　　　　　を結びつけての研究は内外ともなされていないよう

　　　　　　　FdS　　　　　　　　にうかが牙っれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで，ここではグラヴィティ・モデル自体を述

　　　　　　　　　　　　　　　　べ，このモデルとチ＝・一一ネン圏モデルとの結合への

　　　　　　　　　　　　　　　　足がかりをつくろう。
　　　　　　　綱　　　淋グ，ヴ、テ、．モデルは，力学からの鵬か

第多謂の儲繍搬と1亀誰繍間膿謝警
とくに地球が地上の物体を引く力，いわゆる重力（gravitatinal　force）の概念が中心となる。

　ニュートン（NEWTON，1．）の法則によるグラヴィティ。モデルをみるべく，第2－

3図のように，離れた地点に2物体A，Bがあると仮定する。

　AとBとの間に作用する引力．F’は，　Aの質蚤物とBの質量M2との相乗積に比例し，

両者の距離の自乗に反比例する。すなわち，

F－G響2…一・…・・……………一・…一……一・…・⑱

　ただし，Gは比例定数で，　Aの性質などには関係しない普遍的な定数である37）。

　グラヴィティ・モデルに関連しての力学の概念の二つを説明しておく。

　一つは「仕事」の概念である。力が質点に働いてこれを動かすとき，力の大きさと，

力の方向における変位の大きさとの積鷺その力のなした「仕事」という38）。

　もう一つは「位置のエネルギー」（potential　energy）の概念である。高所の物体がも　　，

つエネルギー（物体が仕事をなす能力）は，一定の高さに落下するまでに，他になしう

37）F＝G簡 ｿ2の導出はつぎの考え方による。

　　　　　7
　　まず，第3図において，BはAに向かって，つぎのような火きさの加速度αをもつ。

　　　　　　　　　　　　k　　F
　　　　　　　　　　α＝ア「π…………’……………””………………’……”……①

　　ただし，rはAとBとの間の距離，んはBの性質に同r・－ts物体に共通な定数，　Fは加速度を生

　じる力である。ここで，この加速度を生じる力Fは，Aに向かってつぎのようになる。

　　　　　　　　　　　　　　km2
　　　　　　　　　　F　・mfiev＝　a　……・……・一…一・・…・・…………………・…・………②

　　これは，AがBに及ぼす引力である。さらにk　・Gntiである。

　　ただし，Gは比例定数。かくて，②式はつぎのようになる。

　　　　　　　　　　F－G甥1望2……一・一…一・……・・………一…・一一…一③

38）「仕事」の概念規定を厳密にしよう。たとえば，Fなる一定の力の作用を受けつつ質点がSだ

　け変化したとすれば，この力のなした仕事壷Wは，FとSとの内積，すなわち，・FとSとの大ぎ
　さの積に，それらの來角の余強を粟じたもので，VV　・FS＝＝FS　cos（FS）であらわされる。
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る仕事量によってあらわれる39）。

　いま，質点11とBとがあり，質点Bが質点Aより無限の遠方にある場合で，いかなる

位置を有する位置のエネルギーをゼロとすれば，質点Aよりの位置プの距離における位

置のエネルギーV’は，

v＝G＿竺一……………・…………－6……………………・…・・⑭

　　　ブ

である。40）

　かくて，無限の距離ではない各点のもつ，そこに存在するあらゆる質点から影響する

力の合計をあらわす位置のxネルギーを用いるとき，これを重力のポテンシャル（gra－

vitational　potential）と呼ぶ。

　いま，もし質点mが1からπまであり，それぞれの質点までの距離がiから7・まであ

るとすれば，その一質点の位置のエネルギーcV，すなわち璽力のポテンシャルは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　－－・γ一G筈＋G砦＋G帯＋……＋G驚一G碧舞…・…………・・⑯

であらわされる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　．　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　コ　　　　　ロ　　　　．　　　　ロ　　　　　．

　この重力のポテンシャルは⑮式から推定されるように，一定点の周囲の全質点の分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　リ　　　ロ　　　．　　　ゆロ　　　コ　　　　

に依存して定まり，質点の密度の，それが位置する領域（area）のなかにある大きさに依
　　　　ロ　　　　ロ　　　．

存する値とは大いに異なる。
　　　　　　　　　　ロ　いま，多数地点についての重力のポテンシャルを計算し，同一値のポテンシャルを有

する地点を結ぶときは，重力の「ポテソシャルの等高線」（contours　of　equipotential）の

39）「位置のエネルギー」を規定しよう。たとえば，引力Fの作用によって，B点が第2－3図に示す

　ように，dSだけ変化したとすれば，この間になした仕華量4Wは，　dW＝　lrdS＝FdS　ces（FdS）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dr
しかるに，dS・C・・（FdS）は線分dSの力の方向1購ける成分で，…（FdSトTt・“，　dS　c°S

（F・・）…蕃一一凱砕一・〃一一÷（ただ・，K－lem2）・・た…て漁蹴

　じ．めAよりaという距離にあって，つぎにαよりbだけへだたった位置にまで移動する間になし

　た仕纂量再zは，

　　　　　　　　　　vv　・一∫15d・・　Kl　；－1　：　＝”K（t－÷）…………・……・…………・…・

　もしa＞δならば，W＜0，　a＞δならば，　W＞0でもって，力が仕事をなす。それ故この仕事

　量に等しいエネルギーが位置のエネルギーとしての力の「場」に蓄えられる。

40）いま，もしはじめに無限の遠方にあった質点BがAよりrの距離に移動すると仮定すれば，力

　のなした仕事量は，前掲注39）の＊式のaの代りに。。とおき，かつbの代りve・rとおいて計算さ

　れる。すなわち

　　　　　　　　　　叩響一一・・・…　一一・。・…・・・・・…　け・・…・…　。‘’”°’一”“”一゜te”°’”‘一”t’t°’°°’°’’’’’’”5滞帯

　　　　　　　　　　　　　　グ
　そこで，この質点BのAより無限の遠方において有する位置のエネルギーをゼPとすれば，rの

購．おける耀のエネルギー・v・・1・，注37）と＊＊式とから明らかな・う・・，v－・婆となる・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図が得られる。この等高線図は，等高線上のそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　れぞれの地点においては，周囲の物体の全体か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら受ける影響力の全体量が等しいことを示すも

Xl　　幽　　　　30°20°100　x2　のである。図で示せば第2－4図のごとくであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　って，300単位，200単位，100単位というよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，ある地点を中心とした距離に近いほどポテ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソシャル値は大きく，外へ向っていくほどポテ

第2＿4図　等生産物ポテンシャル線図　　ンシャル値は小さくなる，という空間的秩序が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般的となる。もっとも，中心となる地点に近

いほど質点の質量が大きく，遠ざかるほど質量が小さい質点が存在しているという想定

のもとではある。

第3節生産物ポテンシャルとポテンシャル等高線図のタイプ

　ニュートソの法則によるグラヴィティ・モデルの前節の叙述から，日本農業の地域構

造を考察する概念と理論的用具を導出しよう。

　ブリンクマン（BRINI〈MANN，　Th．）は，農産物が市場へ牽きつけられる力についてつ

ぎのように述ぺている。

　「布場によるある生産物の生産配置の行なわれる場合には，市場を起点とし，相反的に作用する

二つの力〔すなわち〕求心力と遠心力とが作用する。

　交通地位の良さが，その生産物自身に与える利益は求心的に作用し，それの競争生産物に与え

　る利益は遠心的に働く。遠心力が優越する場合には，競争生産物に立地を明け渡さなければなら

　ない。」

　（Bel　der　Marktorientierung　der　Produktion　sind　somit　zwei　kontrtir　w敏ende，

vom　Markt　ausgehende　Krtifte　wirl｛sam，　eine　Zentripetal－und　eine　Zentrifugalk・

　raft．　Zentripetal　wirkt　der　Vorteil，　den　die　jeweilige　Gunst　der　Verkehr＄1age

　dem　Produkt　selbst，　zentrifugal　der　Vorteil，　den　sie　dem　konkurrierenden　Produkt

gew註hrt．　Wo　die　Zentriftigalkraft　ifber正egen　wird，　muss　das　Produkt　den　Standort

raumen，）41）

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　の　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　■　　　ロ　　　コ　　　■

　チューネン圏モデルにおける純収益＝：地代，ここでの「力」と「交通地位＝市場から
コ　　　の　　　　

の距離」との関係が，グラヴィテn・モデルと関連をもつのは，ブリンクマソの述べて
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　．　　　　　　　　　じ　　　　■　　　　　　　　　■

いる重力の作用の仕方による，求心力と遠心力の概念の発想と共通性をもつ黒である。

　さて，以上の発想を念頭において，「生産物ポテソシャル」（product　potential）の概念

を導入し，これがチューネン圏モデルとグラヴィティ・モデルを橋渡する役割を説いて

みる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　の　　　の　　　■　　　ロ　いま，ある地点が，それ自体とその周辺地域の各地点の農産物生産額の全体から受け

41）　BRINKMANN，　Th．：Die　Oeleenomife　des　landwirtseha∫tlichen　Betriebs．　Aufsatz　in

　Band　7　des　Gr”ndriss　der　Sozialδ7eonomik。　TUbingen，1922，　S、76．

大槻正男訳rTh・ブリソクマン磯業経営経済学（改訂版く注解付》）』地球1⊥1版株式会社，
　1969，　p，95．　参1照。
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ロ　　　　　　　　　■　　　　コ　　　　コ　　　　の　　　　■　　　　ロ

る影響力の全体量を考える。この場合，一定距離をへだてた地点が，その地点の周辺地

域のある農産物の生産額によって受ける影響は，生産額の大きさに比例し，その地点か

ら周囲のそれぞれの地点までの距離の長さに反比例する仮定を行なう。

　この仮設設定の成立はつぎの理由による。一つは，生産額の大きさは，純収益の大き

さにそのまま比例的につながり，チューネソの地代の大きさに結びつく。そのうえ，農

民は，その生産物を市場へ出荷してできるだけ多くの純収益＝地代を獲得しようとする

ため，農産物の生産額はおのずから市場へ引張られる。他の一つは，農民は農産物輸送

の費用をできるだけ節約して純収益＝地代を多くしようとする。したがって，農産物の

市場への影響力は，市場からの距離に反比例に作用すると考えられるからである。換言

すれば，市場からの距離が増大するにつれて，輸送費が多くかかるがため，次第に費用

が高く，その農産物における利益が少なくなるからである。

　いま，ここに，地点0における農産物の生産額のポテンシャルの総量Vleが，もし重

力のポテンシャルの法則が適用されるものとすれば，V・はつぎのように計測される。

稀一G
ﾛ幕……………・・一……・…一・・………・一…・・一…・（16）

　ここで，P∫およびプiは，地域iの農産物の生産額および地点0から生産地域までの

距離πは生産地点の数である。

　かりにG＝1，Ct　＝1と仮定すると，つぎのように規定できる。

　　　　　　　琉一G離一離一離一…・……一……・…・……・…一⑰

　この⑰式をある生産地点0における農産物の「生産物ポテソシャル」と仮称すること

とする。この生産物ポテンシャルは，農産物が生産される地点から，ある距離をへだて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　■　　　　■　　　　ロ　　　　　　　　　り　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

た市場へ牽引される「エネルギー」であり，ある地点での農産物の生産額の影響力の総

量である。

　この場合も，＝ユートソの重力のポテソシャルを褒現する形と同様，生産物ポテンシ

ャルの等高線の地図（map）すなわち等生産物ポテンシャル線を描いて，　H本農業の地域

構造を考察する「よすが」とする。いうまでもなく，この等生産物ポテンシャル線図の

意味は，市場への農産物の生産額の影饗力の総量の等しい地点のグループの円環である。

この等生産物ポテソシャル線図は，同心円の形態をなす。

　一一般によく描かれる各地点の農産物の生産額もしくは生産数量そのままによる等高線

図が，等しい生産数量あるいは生産額の生巌の存在の分布を示すのみとは異なり，この

等生産物ポテンシャル線図は，あくまでも，市場と生産地との間に存在する引力，チュ

ーネソのいう地代と輸送費の要因による求心力と遠心力の存在を仮定しての影響力の等

しい地点の秩序をみるものである。等生産物ポテソシャル線図も，重力のポテンシャル

等高線図と同様な形の同心円で第2－5図のように描くことができる。

　一定の地域のなかに，都市五と生産地Bとが存在していて，等しい値をもつ生産物ポ

テンシャルを結んで得られる円環（ring）の形態には四つの類型（type）が想定される。
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単位：円・キロメー一トル

Xl　　　　　　3°0200100×2　　X、 x2

第2－5図実証的等生産物ポテソ　　　　第2－6図都市消費型等生産物ポテ
　　　　　　シャル線図　　　　　　　　　　　　　　　ソシャル線図

類型的に分ける基準は，影響力の最高地点すなわちピークが，都市，生産地，その中間
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　■　　　　の　　　　　コ　　　　　．　　　　コ　　　　　．　　　　■　　　　ロ　　　　　ロ

のいずれかに位置するか，すなわち，ピーク値の位置である。それぞれのタイプに名称

をつけてその内容を説明する。

（1）都市消費型等生産物ポテンシャル線図

　都市Aの方が，生産地Bより，農産物の生産額について他の周辺地点より影響力が断

然明確に大きいタイプで，第2－6図のように示される。この図のように，都市∠4がた

とえば300円・キロメートルの等生産物ポテソシャル線でピークとなっており，生産地

Bでは100円・キロメートルの等生産物ポテンシャル線の描ける場合を都市消費型等坐

産物ポテンシャル線と仮称する。

　このような図の描ける農産物は，一般に，食糧需要型農産物では野菜，果樹，観賞用

需要型農産生物では花ぎなどである。

（2）生産地消費型等生産物ポテンシャル線図

　農産物のなかには，生産地でそのまま消費されたり，生産地で加工されて，生産地が

そのまま市場となって，都市へは牽引されないものがある。このような場合には，都市

へ生産地から輸送費を払って出荷するより，生産地での農産物ば，そのまま生産地で消

費した方が純収益＝地代が大きいタイプである。したがって，たとえば都市Aと生産地

Bがあった場合，ac　2－7図のように，等生産物ポテンシャル線のピークが生産地に存

在するタイプである。このタイプは一般的に林業，繭である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　③　都市消費・生産地消費混合型等ポテンシャ

　　　　　　　m位・円’キ・メートル　　ル線図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　農産物が都市で消費されたり，また生産地で

　　100200　　300　　　　　　　　も消費されるもので，この場合には等生産物ポ

　　　　　　　　　　　　　　　　　テンシャル線のピー一クが都市にも生産地にも位

x’A　B　　x・彫る場合である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たとえば第2－8図のように，都市Aにも等

　　　　　　　　　　　　　　　　　生産物ポテソシャル線のピーク値が300円・キ

第2一咽生産地瀕型等生産　゜メートル・生産地Bにも雛産物ポテンシ・

　　　　　　物ポテソシャル線図　　　ル線のピーク値が300円・キPメートルが存在
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単位：円・キロメートル

Xl x2

第2－8図　都市消費・生産地消費混合型等生産物ポテソシャル線図

しているというタイプである。

　第3節　チューネソ圏モデルとグラヴaティ・モデルとの結合

　チ＝一ネン圏モデルとグラヴィティ・1モデルそれ自体についての内容の素描は，以上

の叙述によって理解された。そこで，この段階においては両者のモデルがどのようにし

て結合されるかをうかがう。このためにはチューネン圏モデルと等生産物ポテンシャル

線図の類型ごととの結合関係をみることが必要である。そこで，チューネン圏モデルと

都市消費型等生産物ポテンシャル線図との結合から始めよう。

　いま，ee　2－9図において上段の図Ca）は第2節で述べたチューネン圏モデル，中段の
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　　　　の結合　　　　　　　　　　　　　　　　との結合
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ll　　　　　　　　　l　l

目　　　　　　　　　i

第2－11図　チューネン圏と都市消費・生産地消費混合型との結合

図（b）はチューネン圏の同心円図を描く。下段の図⑥は距離とポテンシャルとの関係であ

る。しかも，この第2－9図は，都市消費地型等ポテンシャル線がチューネン圏とグラ

ヴィティ・モデルと結合される図である。つぎの第2－10図は生産地消費型等生産物ポ

テンシャル線が同じくチューネン図とグラヴィティ・モデルとが結合された形である。

生産地坂もng　2　一一・10図のようになる。最後の第2－11図は都市消費・生産地消費混合型

生産物ポテンシャル線が，前同様チューネン圏とグラヴィティ・モデルとが結合された

形をあらわすものである。

第3章　ヴラヴィティ・モデルによるチ＝・・一ネン圏導

出の具体的計測のための対象事項・測定単位・定義

　第1節グラヴィティ・モデルに用いる対象事項と測定単位

　チュ・’一ネソ圏から日本農業の地域構造を探るために，前章までの論理をふまえて，グ

ラヴィティ・モデルでもって，日本農業と長野県農業の農林畜産物の生産物ポテンシャ

ルの計測を行なった。その具体的計測方法についての考え方と実際を述べよう。

　　第1項対象地域・対象年次・対象農林畜産物

（i）対象地域

　日本全国と長野県全域を対象地域として選択した。日本農業金体を対象にしたのは，マ
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クロ的（macroscopic）観点から日本農業の地域構造の特性をみようとしたのであり，長

野県機業はミクPt的（microscopic）観点からの考察のためである。従来のチューネソ圏

の研究は前章からわかるように，世界的・大陸的・局地的スケールおよび集落的スケー

ルによって考察されており，それぞれスケールの異なるごとに，チ＝一ネン圏の法則は貫

徹するものの，若干ずつ農業の地域構造の特性は異なっているようにみうけられる。

　チサム（CHISHOLM，　M．）もチューネン圏に関して研究対象のスケールの問題につい

てつぎのように述べている。

　「もし考察の規模を拡大するならば，ロンドン，バーミンガム，マンチェスターは個

々の都市地域ではなくなり，地域的市場のたんなる部分になっている。したがって，英

連合王国だけでなく，われわれのあらゆる交易諸国を考慮に入れて農業の土地利用が，

この大規模市場をとりまいてどのように分布しているかを調べるのが適切である。」42）

　農産物の市場＝需要如何によっては，長野県を対象にした場合，長野県だけで，農淋

畜産物がチ”一ネン圏体系を形成しうるものもあれば，隣接周辺県域までも考えなけれ

ばならぬものもあり，また全国もしくは国際市揚を考慮に入れなければチューネン圏体

系を論じえないものもあるはずである。

　こうした事情は，日本全国のみを対象地域として考察した場合には十分認識できない

はずであり，どうしても長野県という，一．va域のチュ　一一ネン圏をうかがい知る必要がある。

　この場合，ミクロ的観点からチューネン圏を考えるにあたり，一県域として，なぜ長

野県を選択して研究したか。

　一つは，筆者が住んでおり，農業事情が比較的研究されやすいという理由である。つ

ぎは長野県は太平洋や日本海とはまったく接しない内陸地帯で，チz．　一ネソのいわゆる

r孤立国』的形態をもっており，チューネン圏を浮彫りにするにはきわめて適切な地域

と考えられるからである。最後は，長野県は，首都圏，中京圏，近畿圏に自然的，時間

的距離が近いにもかかわらず，比較的農業県と言いうる地域であって，農業の地域構造

の考察には好適であると考えられるからである。

（2）対象年次

農業の地域構造が，「時間」とともにどのように変化するかをみることは，地域構造の

特性を考察するには是非必要なことである。そこで第2次大戦を境にして戦前は昭和10

年，戦後は昭和48年を研究対象年次とした。周知のように，戦前の昭和10年は，しばし

ば，戦前と戦後の産業構造，その他を比較する場合に，ひきあいに出される年次である。

戦前の安定経済の時期といえば，昭和9年，同10年，同11年でほぼ種々のデータがこの

3力年の平均値でとられ，戦前の基準時点とされる。データ操作の都合上，ここではこ

うした3力年聞の平均値はとらず，昭和10年のみを戦前の代表年次として選択した。

　また，戦後の昭和48年は，高度成長期の最後の段階の時期であって，比較的，経済・

社会構造も落着き，農業もとりたててみるべぎ激変な事柄もなかった年次である。昭和

42）CHIsH・叫M．・Rural・S・ttl・m・nt　and・Land　Use　；　A・・E・・ay・i・・L・cation・L・nd°n・

　1962．

　村田喜代治訳『M．チサム：前掲雷』p．31．
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48年10月から石油ショックがあり，これが引金となってスタグフtZ・一一ション（stagflation）

へと長期停滞的不況構造となり，農業経済も種々の変化をもたらしてきている。かかる

事情から，戦後の代表年次を昭和48年として選び考察することとした。

（3）対象農林畜産物

　農林畜産物の分類の仕方は，大分類，中分類，小分類に分けるにあたり，基準をそれ

ぞれ目的をもった形で与え，分類される。本論文では，チューネン圏構造をうかがう目

的をもつものであるから，地域住民の生食用消費，加工用消費，原材料用需要，建築用

需要，輸出を念頭に入れてつぎのように分類した。

　①米……………・…・・水稲，陸稲

　②　麦類…・…………・大麦，小麦，裸麦，えん麦

　③　雑穀・豆類………とうもろこし，きび，そば，ひえ，あわ・大豆，あづき，えん　　　　　1

　　　　　　　　　　　どう，そらまめ，いんげんまめ等

　④いも類……………かんしま，ばれいよ，さといも，やまいも

　⑤野菜類……………だいこん，にんじん，ごぼう，はくさい，きゃべつ，ねぎ，な

　　　　　　　　　　　す，きゅうり，とまと，レタス等

　⑥果樹類……………りんご，みかん，なし，ぶどう，もも，くり，うめ，いちご，

　　　　　　　　　　　すいか，プリンスメロン等

　⑦工芸作物…………なたね，葉たばこ，茶こんにゃくいも，てんさい，さとうき

　　　　　　　　　　　び，薬用人蓼，亜麻，いぐさこうりやなぎ等

　⑧花き・その他……きく，花ゆり，カーネーショソ，りんどう・種茜，苗木等

　⑨飼料用作物………まめ科牧草，いね科牧草，青刈りとうもろこし，れんげ，家畜

　　　　　　　　　　　用ビ・一一ト等

　⑩　畜産物……………牛乳，鶏卵

　⑪　繭………・………・・上繭

　⑫林業………………素材（くろまつ，あかまつ，すぎ，ひのき，もみ，つが，聡ら

　　　　　　　　　　　まつ，とどまつ，えぞまつ，なら，ぶな等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　第2項　距離の測定

　チューネン圏構造をみるためや，グラヴィティ・モデルによる測定のためには，距離

は重要な要素である。この距離を測るには，地理的な自然的距離，運送費で測る経済的

距離社会的な考慮を払った社会的距離，または一定の交通機関の速度で測定した時間

距離というように，距離にも種々の定義づけがある。

　本論文では，実際に昭和10年と同48年それぞれ，農林畜産物がどのような交通機関で

輸送されたかをみて，日本全国は都道府県庁所在地都市間，長野県は役所所在地間の最

短距離と思われる自然的距離で測定することとした。その結果，昭和10年は国有鉄道に

よる鉄道輸送，同48年はトラックその他による道路輸送が主体的であるとわかったので，

昭和10年の距離は鉄道のキPメートルで測り，同48年は国道による道路距離をキロメー

トルで測定することとした43）。
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第3－1表全都遵府県間鉄道距離（昭和9年12月号鉄道省編「汽車時刻表；付汽船自重力車発麿表」ジャパン・ッーリスト・ビュu－H本旅行協，会発行）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：キuメートル
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16富山
17石　川

18福井

19由　禁

20畏　野

21岐阜

認憩濁

23愛知
24二　重

25滋賀

26京都
27大　阪

2S兵庫

29崇良
30和歌山

31鳥取

32島根
33岡　出

34広島
35山　口

36穂轟

37香川

38愛媛

39高知

40福晦
41佐　賀

42長崎

43熊本
44大　分

45宮崎
46鹿児島
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　6361

　5895

　5607

　§§＄9

　3899

　3657

　2534

　5777

　5512

　1932

　4093

　223§

　1710

　859

　759

　331

　26

　902

　975
　盆75§

　3929

　143．正

　3053

　4508

　331　3

　2023

　3881

　3675

　6016

　555§

　7630

　8240

　666S

　8736

1，④623

1，6826

1，2363

1，0316

8484

8540

8415

？691

6152

7219

61ユ1

5205

5465

4999

4711

59§ま

3557

3315

2192

4127

3862

1590

3197

1339

905

5正7

417

571

弱．2

1，7873

主，34三§

且，1363

9531

　9587

　9462

6738

　7199

　8266

　71§3

　6252

　6512

6046

　5758

　6§52

　4212

　3970

　2847

　5174

　4geg

　2245

　4244

　2386

　1952

　1172

　1072

　644

　撃75

　1047

　19

　3盆22

　4396

　2406

　402臼

　5483

　4盆68

　2998

　4856

　465⑪

　6991

　753虚

　8605

　9215

　7641

　9711

1，0936

3堕取

驚取

1，9282

三，ξ8四

L2772

1，0940

1，㊦996

1，0871

！，o重屡7

　8608

　9675

　8§67

　7661

？921

　7455

　7167

　7418

　4480

　4238

　3！コ5

　7337

　7e？2

　3492

　5953

　37§5

　3270

　2419

　23ユ9

　2578

　2755

　2736

　3222

　17

　1174

　2267

　35δ8

　2765

　戯36

　2846

　4786

　4498

　4527

　5蟹愈

　6工52

　6218

　5重77

　7247

　7596

32島根

松　圧

2，0498

1，6§35

1，39S　8

1，2156

1，2212

1，2087

1，1363

　gs24

1，0891

　9783

　8s77

　913？

　8671

　8383

　8592

　5654

　5412

　42s　9

　8511

　s246

　4666

　6827

　弱6§

　4444

　3593

　3493

　3752

　3§2§

　3910

　4396

　1174

　23

　1892

　3185

　1591

　3761

　2471

　4411

　4123

　3353

　38§§

　4978

　5044

　4¢㊦3

　6073

　6422

33岡　山

澗　山

1，9156

三，ξ6§＄

1，2646

LO814

1，0S70

1，0745

≧，0＄21

　8482

　9549

　8毒41

　7535

　？795

　7329

　7041

　8倉7諺

　5333

　5091

　3968

　7211

　6§46

　3366

　5527

　366§

　3144

　2293

　2！93

　1762

　襲431

　2333

　2406

　2267

　1892

　24

　1619

　3074

　三8も§

　579

　2519

　2231

　4582

　512§

　6207

　6273

　§232

　7302

　7651

34広　島

広島

2，0775

韮，63茎2

1，4265

1，2433

1，2489

L2364

！，三64愈

1，0101

LII68

1，鰍鴻

　9154

　941警

　8948

　8660

　96§2

　6952

　6710

　5587

　8830

　8565

　4985

　7146

　5288

　4763

　3912

　3812

　3384

　3魯5＄

　3955

　4029

　3568

　3185

　16韮駐

　26

　1455

　3498

　2198

724

3850

2963

356§

4588

4654

3513

5683

6e32

35山　［工

由　N

2，2230

…，7767

1，5720

1β888

1，3944

1，3819

1，3ea　5

1，1556

1，2623

1，！51§

1，0609

1、0869

1，0403

1，0115

三，掘？

　8407

　8165

　7042

1，0285

！，e62舜

　6440

　8601

　6743

　6218

　536τ

　5267

　4839

　虚5§9

　5410

　5483

　2765

　1591

　3騒？‘

　1455

　22

　毒§43

　3653

　2179

　530§

　1762

　233§

　3387

　3453

　2412

　4482

　483韮

36徳島37香川

徳島

2，1035

…，6572

1，4525

1，2693

L2749

1，2624

！，Ig髄

1，0361

1，1428

三，倉32奪

　9414

　9674

E－IE

19745

王，潮2

1，3235

1，1403

11459

1，！334

1，鰯麟

　ge71

1，0138

　9639

　8124

　畠3＆4

920　8　　　　　791　8

892　0　　　　　763　0

襲｝52

7212

69？，0

5847

9090

麗25

5245

7406

5騒s

5023

4172

4072

3644

33三3

4215

4288

4ユ3§

3761

186蜂

3488

4943

董8

12go

2795

1634

6451

6弱ξ

8076

8142

7101

9171

9529

総62

5922

5690

4§57

7800

？535

3955

6116

｛258

3733

2892

2782

2354

2§23

2925

2999

3846

247i

57警

2198

3653

重藷9舜

12

1940

1652

～161

蜘4
1786

1852

搬1
7881

＆2鐙

33愛媛

松　山

21603

…，7：毒3

1，5093

1β261

ヨ，3317

113192

1，24藝3

1，0929

1，1996

…，｛糊8

　9982

1，0242

　9776

　9488

L霧§馨3

　7780

　7538

　側5

　9658

　§3窪3

　5813

　7974

　5116

　5591

　474D

　4640

　4212

　3琶§三

　4783

　4856

　4786

　4411

　2519

　724

　2179

　279§

　1940

　21

　2946

　3687

　‘2紛

　5312

　5378

　4337

　6407

　6756

39高知

高知

2，1397

三．6§3ξ

14887

1β055

1，311i

1，2986

互，22s　2

1，0723

1，17go

1，㊤682

　9776

1、◎麟36

　9570

　9282

…，§駆4

　7574

　7332

　6209

　9452

　§：呂7

　5607

　7768

　59ヨ⑫

　5385

　453ξ

　4434

　4006

　3675

　4577

　4650

　4498

　4123

　2器1

　3850

　5305

　1634

　1652

　2946

　24

　6813

　73§6

　8438

　8504

　7463

　9533

　％92

40福　岡

福　岡

23738

茎，§275

1，7228

L5396

15452

1，5327

1，45§3

1，3064

1，4131

13023

1，2117

12377

11911

1，1623

L2655

　9915

　9673

　855の

11793

1，韮§28

　7948

1，¢109

　琶251

　7726

　腿75

　6775

　6347

　§密…奪

　6918

　6991

　4527

　3353

　4592

　2963

　1762

　64§1

　5161

　369？

　6813

　20

　543

　1625

　1191

　1779

　3261

　調§§

41佐渡42長崎

ft賀 長綺

2，4274

1，§6…1

17771

1，5939

1，5995

15870

三鎧§

13607

1，4674

i，3566

1，2660

！，2920

1，2454

1，2166

1，3三§§

1，0458

1，0216

　go93

12336

韮、2§7圭

　8491

1，0652

　8794

　8269

　τ419

　7318

　6890

　5559

　7461

　7534

　§070

　3896

　5！25

　3506

　2305

　§994

　5704

　4230

　7356

　543

　玉4

　1D82

　1148

　173＄

　3489

　鶉25

2，5352

2，稲8§

1β842

1，701¢

17066

1，6941

玉，麗三7

1，467呂

1，5745

1，4637

1β731

1，謝1

1，3525

1，3237

董，砲6§

U529
1，1287

10164

1，3407

1，鍵42

　9562

1，1723

　9865

　9340

　8489

　8389

　7961

　字§3§

　8532

　8605

43彫本

熊　本

2，5963

2，15鱒

1，9452

1，コ620

L7676

17551

三，§s2？

1，M88

1，6355

1，5247

1，4341

1，46¢農

1，4135

1，3847

蓋，弼7§

1，2139

1，1897

Lo774

14017

1，3752

1，0172

1，2333

ヨ，⑪47§

　9950

　9の四

　8999

　8571

　§諺4§

　9142

　9215

6152　　　　621　8

497　8　　　　　504　4

5273

4654

3453

8142

6852

5378

8504

1191

1148

2230

24

1480

2341

1s78

44大分

大分

2，4388

ま，§§2§

1，7878

1，6046

1，6102

1，5977

三，5253

1，3714

1，4781

1，3673

1，2767

1，3027

12561

12273

蓋，33＄§

1，0565

1，0323

　920⑬

1，2443

1，2玉78

　8598

1，0759

　89⑬ヨ

　8376

　？525

　7425

　6997

　鰯6

　7568

　7641

　5177

　4003

　5232

　3613

　2412

　710コ

　5811

　433？

　7463

　1779

　三736

　2818

　1480

　22

　2070

　3359

45宮崎

宮碕

2，6458

2，199．5

L9948

1，8116

1，817翌

1，8047

匪，73彦3

1，5784

1，6851

15473

1，4837

！，50§7

1，4631

1，4343

1，§37§

1，2635

1，239。3

1，1270

1，4513

三，4窪48

1，0668

1，2829

1，0971

1，0446

　959。5

　9495

　go67

　8736

　9638

　9711

　7247

　6073

　73e。2

　5683

　4482

　9171

　7881

　640？

　9533

　3261

　38＄，6

　3152

　234，1

　2070

　25

　濫227

46鹿児島

麗児島

2，7685

2β諺2．2

2，1175

1，9343

1，9399

1，9274

…，8ss§

1，7011

1，8088

1，697¢

1，6064

1，6324

1，5858

1，5570

1，66⑬2

1，3862

1，3620

1，2497

1，5740

三，5毒7，5

1，1895

1，4056

1，2198

1，1673

1，0822

1，0722

1，0292

三，0623

1，1525

1，0936

　7596

　6422

　765．三

　6032

　4831

　952⑰

　8230

　6756

　9882

　3069

　鉛26

　4108

　1878

　3358

　1227

　1？
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第3－2表　都道府県間道路キロ程表（昭和48年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：キロメ＿トル

　　　　　地域1北海道2青森
地　　域

測定都市　札　幌　　青　森

1北海道　札　幌

2青森青森
3岩手盛岡
嬉城　仙台
5秋　田　秋　田

6山　形　山　形

7福島福島
8茨城水戸
9栃木宇都宮

置o群馬前橋

11埼玉浦和
12千葉千葉
13東京東京

　79

　365

　573

　751

　565

　797

　892

1，007

1，003

1，110

1，092

1，155

1，103

365

28

208

386

200

432

857

642

638

745

727

790

738．

14神奈川 横浜 1，135 770

15新潟 新潟 831 466

16富山 富山 1，072 707

17金沢 金沢 1，133 768

18福井 福井 1，211 846

19山梨 甲府 1，241 876

20長野 長野 1，398 1，033

21岐阜 岐阜 1，301 936

22静岡 静岡 ’1，287 922

23愛知 名古屋 1，519 1，154

24三　重 津 1，584 1，291

25滋賀 　．蜥ﾃ 1，666 1，301

26京都 京都 1，679 1，314

27大阪 大阪 1，725 1，360

28兵庫 神戸 1，757 1，392

29奈良 奈良 王，716 1，351

30和歌山 和歌山 1，797 1，432

31鳥取 鳥取 1，209 1，174

32島根 松江 1，688 1，323

33岡山 岡山 1，899 1，534

34広島 広島 2，074 1，709

35山　L1 山　口 2，217 1β52

36徳島 徳島 2，026 1，661

37香川 高松 1，944 1597

38愛媛 松山 2，063 1，698

39高知 高知 2，090 1，725

40福岡 福岡 2，374 2，009

41佐賀 佐賀 2，427 2，062

42長崎 長崎 2，529 2，164

43熊本 熊本 2，501 2，136

44大分 大分 2，440 2，075

45宮崎 宮崎 2，685 2，320

46鹿児島 鹿児島 2，703 2，338

3岩手

盛岡

　　573

　　208

　　　35

　　178

，　118

248

263

444

430

510

519

582

530

562

392

633

694

772

棚
825

862

714

905

970

1，052

1，065

1，111

1，143

1，102

1，243

1，090

1，239

1，285

1，459

1，602

1，412

1，324

1，555

1，304

1，762

1，815

1，917

1，869

1，821

2，066

2，071

4宮城

仙　台

　751

　386

　178

　　24

　322

　　70

　　85

　246

　252

　357

　341

　404

　352

　384

　276

　517

　578

　656

　490

　647

　746

　536

　727

　792

　S74

　887

　933

　965

　924

1，005

　974

1，123

1，107

1，281

1，423

1，234

1，152

1，27！

1，298

1，592

1，645

1，747

1，699

1，643

1，883

1，901

5秋田

秋田

　565

　2①0

　118

　322

　　30

　252

　407

　568

　573

　678

　662

　725

　673

　705

　266

　507

　568

　646

　625

　468

　736

　857

1，048

1，113

1，195

1，208

1，254

1，286

1，245

1，326

　964

1，113

1，428

1，602

1，745

1，555

1，473

1，592

1，619

1，898

1，951

2，053

2，005

1，S64

2，209

2，207

6山形

山　形

　797

　432

　248

　　70

　252

　　27

　155

　338

　322

　427

　411

　474

　422

　454

　238

　479

　540

　618

　560

　717

　708

鰯
　797

　862

　944

　957

1，003

1，035

　994

1，075

　936

1，085

1，177

1，351

1，494

1，304

1，222

1，541

工，368

1，647

1，694

1，806

1，774

1，713

1，958

1，976

7福島

福島

　892

　857

　263

　　85

　407

　155

　　33

　183

　167

　2？2

　256

　319

　267

　299

　191

　432

　493

　571

　405

　562

　661

　451

　652

　717

　799

　812

　858

　890

　849

　930

　889

1，038

1，032

1，206

1，349

1，159

1，077

1，196

1，223

1，502

1，555

1，657

1，609

1，50S

1，813

1，811

8茨城

水戸

1，007

　642

　444

　240

　568

　338

　183

　　22

　　78

　112

　135

　114

　108

　140

　334

　575

　636

　714

　246

　393

　481

　286

　477

　542

　594

　607

　653

　685

　644

　725

1，032

1，181

　827

1，001

1，144

　954

　872

1，030

1，018

1，297

星，350

1，452

1，404

1β91

1，639

1，60S

9栃木

宇都宮

1，DO3

　638

　430

　252

　573

　322

　167

　7S

　23

　105

　89

　152

　146

　17s

　256

　497

　558

　636

　284

　441

　555

　330

　521

　586

　668

　681

　727

　759

　718

　799

螂
1，055

　901

1，076

1，219

　998

　946

1，104

1，092

1，372

1，425

1，527

1，479

1，438

1，683

1，681

10群馬

前橋

L110

　745

　510

　357

　678

　427

　272

　112

　星05

　23

　95

　158

　122

　154

　229

　335

　396

　474

　176

　135

　419

鰯
　497

　562

　532

　545

　591

　623

　582

　663

　770

　919

　765

　939

1，082

　892

　810

　968

　956

1，235

1，288

1，390

1，342

1，301

1，546

1，592

11埼玉

浦和

1，092

　727

　519

　341

　662

　411

　256

　135

　89

　95
　　17

　63

　27

　59

　324

　417

　478

　556

　165

　322

　436

　211

　402

　467

　549

　562

　608

　690

　939

680

　787

　936

　832

1，006

1，149

　959

　877

1，063

1，023

1，277

1，330

1，432

1，384

1，343

1，5S8

1，586

12千葉

F葉
1，155

　790

　582

　404

　725

　474

　319

　114

　152

　158

　63

　20

　36

　68

　387

　480

　541

　551

　174

　331

　445

　220

　411

　476

　558

　571

　617

　649

　608

　689

　796

　889

　791

　965

1，108

　918

　836

1，022

　918

i，4e4

1，457

1，559

1，511

1，446

1，691

1，713

13東京

東京

1，103

　738

　530

　352

　673

　422

　267

　108

　146

　122

　27

　36
　　13

　32

　351

　444

　505

　485

　138

　237

　409

　1触

　375

　440

　522

　535

　581

　613

　572

　653

　760

　909

　755

　929

1，072

　882

　800

　958

　916

1，225

1，278

1，3島0

1，332

1，291

1，536

1，534

14神奈川15新潟

横浜　新潟

1，135

　77⑰

　562

　3B4

　705

　454

　299

　140

　178

　154

　59

　68

　32

　14

　383

　476

　537

　517

　132

　289

　377

　152

　343

　408

　490

　503

　549

　581

　540

　621

　728

　877

　723

　897

1，040

　850

　768

　926

　884

1，193

1，246

1，348

1，300

1，259

1，504

1，502

831

466

392

276

266

238

191

334

256

229

324

387

351

383

32

241

302

350

326

169

511

413

432

1497

　624

　637

　684

　716

　674

　756

　862

1，011

　858

1，032

1，175

　985

　903

1，061

1，049

1，328

1，381

1，483

1，435

1，369

1，614

1，637

16富山

富山

1，072

　707

　633

　517

　507

　479

　432

　575

　497

　335

　417

　480

　444

　476

　241

　18

　61

　139

　289

200

　270

　316

　304

　369

　278

　291

　337

　369

　328

　409

　427

　576

　511

　685

　828

　638

　556

　714

　702

　981

1，034

1，136

1，088

1，197

1，442

1，290

17金沢

金沢

1，133

　768

　694

　578

　568

　540

　493

　636

　558

　396

　478

　541

　505

　537

　302

　61

　18

　78

　429

　261

　195

　420

　229

　294

　217

　230

　276

　308

　267

　348

鰯

　515

　450

　624

　767

　577

　495

　653

　641

　895

　948

1，050

1，002

　961

1，209

1，204

18福井

福井

1，211

　846

　772

　656

　646

　618

　571

　714

　636

　474

　556、

　551

　485

　517

　350

　139

　7s

　l8

　S60

　333「

　144

　369

　178

　243

　139

　152

　198

　230

　189

　270

　288

　437

　372

　546

　689

　499

　417

　525

　563

　842

　895

　997

　949

　908

1，153

1，151

19山梨

甲府

1，241

　S76

　668

　4go

　625

　560

　405

　246

　286

　176

　165

　174

　138

　132

　326

　289

　429

　360

　19

　157

　354

　108

　599

　664

　467

　480

　526

　558

　517

　588

　705

　854

　700

　874

1，017

　827

　745

　903

　891

1，170

1，223

1，325

1，277

1，236

1，481

1，479

20長野

長野

1，398

1，033

　825

　647

　46S

　717

　562

　393

　441

　135

　322

　331

　237

　286

　169

　200

　261

　333

　157

　33

　327

　244

　361

　426

　44e

　453

　499

　531

　490

　571

　678

　827

　673

　847

　990

　800

　718

　876

　864

1，143

1，196

1，298

1，250

1，209

1，454

1，452

21岐阜

岐阜

1，301

　936

　862

　746

　736

　708

　661

　481

　555

　419

　4％

　445

　409

　377

　511

　幻0

　195

　144

　354

　327

　29

　225

　34

　99

　113

　126

　172

　204

　163

　2“

　325

　474

　346

　520

　663

　473

　391

　549

　531

　816

　369

971

　923

　882

1，127

1，125

22静岡

静岡

1，287

　922

　714

　536

　857

　606

　451

捌

　330

　306

　211

　220

　1肘

　152

　413

　316

　420

　％9

　108

　244

　225

　25

　191

　256

　338

　351

　397

　429

　388

　469

　576

　725

　571

　745

蹴
　868

　786

　944

　932

1，041

1，094

1，196

1，148

1，107

1，342

1，350

23愛知

名古屋

1，519

1，154

　905

　727

1，04S

　797

　652

　477

　521

　497

　402

　411

　375

　343

　432

　304

　229

　17S

　599

　361

　34

　191

　20

　65

　147

　160

蹴
　238

　197

　27S

　385

　534

　認0

　554

697

　507

　425

　583

　571

　850

　903

1，005

　957

．915

1，141

1，159

24三重

津

1，584

1，219

　970

　792

1，113

　862

　717

　542

　586

　562

　467

　476

　440

　408

　497

　369

　294

　243

鰍
　426

　99

　256

　165

　21

　83

　95

　141

　173

　132

　213

　320

　469

　315

　489

　632

　442

　360

　518

　506

　785

　838

　940

　892

　851

1，①71

1，094

25滋賀

大津

1，666

1，301

1，052

　874

1，195

　944

　799

　549

　668

　532

　549

　558

　522

　490

　624

　278

　912

　139

　467

　440

　113

　338

　147

　83

　18

　13

　59

　91

　50

　131

　238

　387

　233

　407

　550

　S60

　278

　436

　424

　703

　756

858

　810

769

1，014

1，002

26京都

京都

1，679

1，314

1，065

　887

1，208

　957

　812

　607

　681

　545

　562

　571

　535

　503

　637

　291

　230

　152

　480

　453

　126

　351

　160

　95

　13

　19

　78

　37

　118

　225

　374

　220

　394

　537

　347

　265

　451

　411

　690

　743

　845

　797

　756

1，001

　999

cr大阪

大阪

1，725

1，360

1，111

　933

1，2M

l，003

　858

653

　727

　591

608

617

　581

　549

684

337

276

198

526

499

172

397

206

141

　59

　46

　12

　32

　37

　72

219

368

174

348

491

301

219

377

365

644

697

799

751

710

955

953

28兵庫

神戸

1，757

1，392

1，143

　％5

1，286

1，035

　890

685

759

623

690

649

613

581

716

369

308

230

558

531

204

429

238

173

　91

　78

　32

　26

　69

104

187

336

142

316

459

269

187

345

333

612

665

767

719

678

923

921

29奈良

奈良

1，716

1，351

1，102

　924

1，245

鰯
849

　644

718

582

939

δ08

572

540

674

328

267

189

5量7

490

163

388

197

132

　50

　37

　37

　69

　17

109

2硲

405

211

385

528

338

256

414

402

681

734

836

788

747

992

990

30和歌山

和歌山

1，797

1，432

1，243

1，005

1，326

1，075

　930

　725

　799

　663

　680

　687

　653

　621

　756

　409

　348

　270

　588

　571

　244

　469

　278

　213

　131

　1三8

　72

　104

　109

　19

　291

　440

　246

　420

　553

　373

　291

　449

　437

　716

　759

　871

　823

　782

1，027

1，025

31鳥取

鳥取

1，209

1，174

1，090

　974

　964

　936

　関9

1，032

　go6

　770

　787

796

760

728

862

427

366

2紹

705

678

325

576

385

320

238

225

219

187

256

291

　17

149

140

314

457

267

185

343

315

610

663

765

717

676

921

909

32島根

松江

1，688

1，323

1，239

1，123

1，113

1，085

1，038

1，181

1，055

　919

　936

　889

　909

　877

1，011

576

515

　437

　854

S27

474

725

534

469

387

374

368

336

405

440

149

　23

188

175

246

302

220

378

366

403

456

558

510

469

714

702

33岡山

岡山

且，899

1，534

1，2Ss

t，107

1，428

1，177

LO32

　827

　901

　765

　832

　791

　755

　723

．858

　511

…450

　372

　700

1673

　346

1571

　380

　315

　233

　220

　174

　142

．211

　246

　140

　188

　23

　174

317

　127

　45

：203

i　191

470

　523

625

577

536

781

779

34広島

広島

2，074

1，709

1，459

1，2Sl

l，602

1，351

1，206

1，001

1，076

　939

1，DO6

　965

　929

　897

1，032

685

624

　546

　s74

847

　520

745

554

489

407

394

34S

316

385

420

314

175

174

　26

143

272

223

　65

194

296

349

451

403

362

607

605

35山口

山　口

2，217

1，852

1，602

1，423

1，745

1，494

1，349

1，144

1，219

1，082

1，149

1，108

1，072

1，040

1，175

　828

　767

　689

1，017

990

663

888

677

632

550

537

491

459

528

　553

457

246

317

143

　22

415

366

　208

337

157

210

312

264

223

468

406

36徳島

徳島

2，026

1，661

1，412

1，234

1，555

1，304

里，159

　954

　998

892

959

918

882

850

985

638

577

499

827

800

473

868

507

442

360

347

301

269

338

373

267

302

127

272

415

　18

　82

207

167

568

621

723

675

634

879

877

37香川

高松

38愛媛

松山

1，944

1，579

1，330

1，152

1，473

1，222

1，077

872

946

810

877

836．

800

768

903

556

495

417

745

71S

391

786

425

舗0

278

265

219

187

256

291

185

220

　45

223

366

　82

　12

158・

146

515

568

670

622

581

766

824

2，鈴3

1，698

1，449

1，271

1，592

1，341

1，196

1，030

1，104

　968

1，063

1，022

　958

　926

1，061

　714

　653

　525

903

876

　549

944

583

518

436

　451

377

　345

414

449

343

378

203

　65

208

207

158

　21

　129

361

414

516

468

427

672

670

39高知

高知

2，090

1，725

1，476

1，29S

1，619

1，368

1，223

1，018

1，092

　956

1，023

　918

　916

　8S4

1，049

　702

641

　563

891

脳
531

932

　571

506

　424

411

365

333

402

437

315

366

191

194

337

167

146

129

　24

490

543

645

537

556

801

709

40福岡

福岡

2，374

2，009

1，762

1，592

1，898

1，N7

1，SO2

1，297

1，372

1，235

1，277

1，404

1，225

1，193

1，32S

　981

895

　842

1，170

1，143

　816

1，041

8甜

785

703

690

644

612

681

716

610

403

470

獅
157

568

5i5

361

490

　20

　53

155

107

173

305

309

41佐賀

佐賀

2，427

2，062

1，815

1，645

1，951

1，694

1，555

i，350

1，425

1，2SS

l，330

1，457

1，278

1，2ca

l，381

1，034

　94s

　895

1，223

1，1％

　869

1，094

　903

　838

　756

　743

697

　665

　734

　759

663

456

　523

　349

　210

　621

568

　414

　543

　53

　14

　102

　83

　160

　281

285

42長崎

長崎

2，529

2，164

1，917

1，747

2，053

1，SO6

1，657

1，452

1，527

1，390

1，432

1，559

1，380

1，348

1，483

1，136

1，05①

　997

1，325

1，298

　971

1，！96

1，005

　940

858

　845

　799

　767

　836

871

　765

　558

625

451

312

723

　670

516

645

　155

　102

　18

　185

262

383

387

43熊本

熊本

2，501

2，136

1，869

1，699

2，005

1，774

1，609

1，404

L479

1，342

1，384

1，511

1，332

1βoo

l，435

1，0SS

星，002

　949

1，277

1，250

923

1，148

　957

　892

　810

797

751

719

　7朋

823

717

510

　577

403

264

675

622

糊
537

107

　83

185

　24

138

198

202

44大分

大分

2，“0

2，075

1，821

i，643

1，964

1，713

1，S68

1，391

1，438

1，301

1，343

1，446

1，291

1，257

1，369

1，197

　961

　908

1，2SS

l，209

882

1，107

　916

851

769

　756

710

678

747

　782

676

　469

536

362

223

634

581

427

556

173

160

262

　138

　22

245

374

45宮崎

宮崎

2，685

2，320

2，066

1，8S8

2，209

1，95S

1，813

1，639

1，683

1，546

1，588

1，691

1，536

1，504

1，614

1，442

1，2D6

1，153

1，481

1，454

1，127

1，342

1，141

1．071

1，014

1，001

　955

923

992

1，027

921

　714

781

607

468

879

766

672

　801

305

　281

383

19S

245

　25

129

46鹿児島

鹿児島

2，703

2，3認

2，071

1，901

2，207

1，976

1，811

1，606

1，681

1，592

1，5肪

1，713

1，534

1，502

1，637

1，290

1，204

1，151

1，479

1，452

1，125

1，350

1，159

LO94

1，002

999

953

921

990

1，025

909

　702

779

605

　406

　877

　824

670

　709

309

285

387

202

374

　129

　25
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43）昭和48年の農林畜産物輸送のほとんどが自動車交通によるということがつぎの資料から明ら

　かである。運輸省編『昭和48年度貨物地域流動調査：交通機関別農産物流通量』運輸省大臣官房，

　昭和48年刊。

　　　　　　　　　　　交通機関別農林畜産物流通量割合別地域（昭和48年）

蝋 基準（小数点以下四捨五入）

該　　　当　　　地　　　域　　（都道府県単位）

ω穀　　物 国　鉄60％以上

ｩ動車60％以上

C運｛盤

和歌111

_奈川，愛知，和歌μ，1，大阪，福岡，宮崎，鹿児島，沖縄を除く全地域

ｫ縄

（2）　　国　鉄　60％以上

野果　　自動車　60％以上

卑物海運｛1灘

なし

淋縄を除く全地域

湘睦

広島，山口

（3）

そ農

購海運｛1蹴

国　鉄60％以上
自動車　60％以上

山梨，和歌山

宮城。山梨，和歌山，兵庫，愛媛を除く全地域

兵庫

香川，愛媛，沖縄

（4）

畜
産
物

国　鉄60％以上
自動軍　60％以上

海運｛ll肇講

なし

淋縄を除く全地域

沖縄

なし

（5）

木

材

国　鉄60％以上
自動車　60％以上

海運傑鐡

なし

沖縄を除く全地域

沖縄

和歌山

（6）

薪

炭

国　鉄60％以上

自動車　60％以上

海運｛ll蓬講

茨城，石川，山梨，静岡，京都，奈良，香川

響喪雛裂除1走襲鯉瓢奈良’　」1〈阪・香川滴蜘佐

高知，佐賀，長崎，淋縄

福島，大阪

44）　この計算方法は，単位地域の面積を円と比定して，積分法によって，つぎのとおり導かれる。

　すなわち，定義により，生産物ポテンシャルの総星γsは，解析的には次式となる。

　　　　　　　　　　　v・・　／s÷・・………一・…一…………・……………一・……一一①

　　ただし，Dは単位地域上の農林畜産物生産額，　rは距離，　Sは単位地域面積である。いま，　D

　を一定と仮定し，地域面積を半径7の円と比定すれば
　　　　　　　　　　　s＝πメ・……………・…・………一…・・…・……………・…………・…・…・…②

②式より @Vs＝＝S，r－9　…rd・　・2・Dr……・……………・・…・一…一…・一…③

　農林畜産物総生産額をPとすれば
　　　　　　　　　　　P　・1）πノ2…………・…………一……………………・………………・……・④

　④式より　　　　　　　　r
　　　　　　　　　　　Vs　・P／7……’…’…’…’…°’………°”……’…’……°………………’°⑤

　　（森田優三「人口の地理的分布とポテソシャルー日本人口のポテソシャル地図一」r一橋論叢』

　Vol，42，　No，5，昭和34年11月，　P．23．参照。）
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　なお，自己ポテンシャル測定のための，その地域自体の距離は，ゼロとすると無限大

となる。そこで，それぞれの地域内の農林畜産物の分布を均等と仮定して，距離は，そ

の地域面積の半径の半分として測定した44）。

　かくて，昭和10年は全国，長野県とも鉄道にて距離を測り，同48年は全国，長野県と

も道路で距離を測定した。結果は第3－1表，第3－2表，第3－3表，第3－4表の

とおりである。

　　第3項　農林畜産物生産量の測定単位

　農林畜産物の単位は，各農林畜産物価値を比較するため，生産量を「数量」でなく，

「金額」で表示する方が適切である。これを既存の統計資料から整理して生産金額で全

国，長野県の昭和10年，同48年を表示すると，第3－5表，第3－6表，第3－7表，

第3－8表のとおりとなり，これでポテンシャル値を求めるデータとする。

　　第2節市場。生産地の定義

　本論文で，等生産物ポテンシャル線を描き，これらはピークが市場としての都市に位

置する場合を都市消費型，生産地自体に市場が存在する場合を生産地消費型，その両者

にピークが存在する場合を，都市消費・生産地消費混合型ピークが生産地にあるケース

を生産地型と，タイプに分類したことは，前章において述べた。市場とは，一体この場

合どのように定義するかを述べておく。

（1）市場

　市場については種々の定義があろうが，ここでは市場は具体的に農林畜産‘1勿が何らか

の形で消費されるために集散される中心地を指す。

　チューネンはかれの著書『孤立国』において，2￥i－一‘都市の存在を仮定し，この都市が

すべての農林畜産物が集散される中心地とした。したがって，チューネンのチェーネン

圏横造では都市＝＝市場と定義することができた。

　しかし，今日のように，現実には都市は多数存在し，農産物は必ずしも都市に集散さ

れることなく，たとえば，飼料用作物は，畜産物の生産地へと集められるかもしれない。

そうなると，都市は必ずしも市場ではない。

　いま，若干の農林畜産物について，地域間流動連関関係を昭和48年度を辮例として，

集散の中心地をみる。この場合，都道府県が自県に61％以上の場合は自県が市場，逆に

他県への移動が61％以上の場合は，他県が市場という仮定を設定する。一つには，この

ように，自県消費，他県流出を考察することにより，「市場」を規定することとした。

　主要農林畜産物の流出状況の結果をみるとつぎのようである45）。長野県の最近の市場

は注45）の⑨の表のとおりである。

　（1）穀　物…………・・…山梨県，岡山県を除いて，自県が市場

　（2）野粟・果物………・滋賀県，岡山県を除いて自県が市場

　（3）その他の農産物……宮城，秋田，東京，愛知，滋賀，和歌山，兵庫，島根を除いて

45）主要農林畜産物の流出状況はつぎのとおりである。（つぎのページへつづく）
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第3－5表　全国農林畜産物生産金額（昭和10年度）　　　　　　単位：円
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P1367．o！1

P．7991452

Q，867，0駈

P，631，196

10群馬

P1埼玉

17，628，990

R6，495，314

11，087，582

H4，553，290

1，874，96：

S，267，480

　　885，013

P，544．’2B4

463，036

W27，441

3，439，182

U，207，650

220，458

Q32，161

20，846，230

?X，046，996

2，684，191

P，943，586

991，177

P，371，918

47，204

R26，295

2，459，739

U」57，914

12干薬

P3東京
P4神奈川

船，oo3，159

T．5221233

I3，暉25，531

9．2551376

R．318β77

S，809，43日

6，875，136

Q，512，653　　　　　　　．’3，126，366

3，125，734

@　375，242

P，101，a34

1，343，944

@　4！＄，636

Q．II21232

6，992，472

W，909・，230

S，93B，027

　　　　　，
R55圏232

R3，563

P36β41

8，591，646

T，083，872

T．773β82

1，981，204

Pβ181263

浮盾潤C943

1，665，530

@270，680

P，505，599

104，824

T2，038

P02r231

5，492，940

P3，1工8，115

V，684，805

15新潟 10Z，78叫552 801，748 2，163，799 2，320，019 11795，033 5，472，439 ％6，6鵠 4β75，935 5，430，043 聞6．656 511084 2，576，991

16畜山 43，804，396 4491412 7661679 682β25 687，127 2，7闘β06 2．555β75 6呂0，769 1β77，940 185rlO7 3，643 1，loo，072

17石川

P8福弗

34，124，933

Q6，482，495

4go，698

S00，338

760，428

T11，248

890，468

U621709

8訪，989

T03，995

1β62，602

P，600，572

387，194

P71，9B3

1β541595　　　　ト

?ﾀ41，181

4，300，049

P，S2呂，937

750，512

I2．292

4，217

T，203

1，356，596

P，024，849

19山梨 9，263，441 2．9141246 589，472 666，734 1，375，229 1，607，483 3881113 16，757，559 1，785，038 231，017 26β54 921，530

20長野 ＄3，726，539 5，580，63B 1，018，285 2，587，2η 1，864，646 4．1311017 8B2，7！4 35，573，斑9 8，045，840 808，318 31，1go 2，63D，731

21岐阜 37，299，819 4，119，470 II19邑，117 9359429 1，210，捌 3，120，627 466，444 即36，879 4，999，155 644，807 44β17 1，852，077

22静岡 註4，417，456 6，202，387 4，133，466 1，185，992 7、119，50ε 6β6且，089 5998607 8，660，527 6，215，192 13，939，531 55，732 5，726，039

23愛知 61，448，029 8，779，175 2，790，475 1．123β11 1，5B7，681 8，718，748 531171D 24，891，737 2，109，681 1，838，612 190，049 10，130，119

24三重 39，683，710 4，224，460 1．13Bβ66 649，633 1，150，718 2，737，474 6561285 ユ5，147，209 4．582β37 2，259，499 12，974 3rO3螂4
25滋賀 42，856，042 1，602，899 4‘0，616 603，502 465，3呂3 2，456，569 1，054，162 2，042，507 1，494，745 1，艇6，415 3，092 2，214，621

26京都 24，419，108 594，455 682，152 923β08 ヨβ呂o，094 198，051 7β43，394 3．0721153 1．653β49 27，286 5，681，166

27大阪 29，4⑰3，039 2．444202 996，258 945，528 2，952，969 5，937，657 39β81 137，600 i，083，B79 1．2891013 42，921 11，072，003

28兵庫 卸04，756 12〃3，947 737，742 1β42，079 1，28B，822 5，487，548 382，9工6 61774，715 31532，963 2，15呂，8σ6 611001 9，253，927

29奈良 22，074，545 3，252，911 672β54 640陰599 1，451，877 2，957，222 112［953 3，768，呂87 71552，703 721駐912 39，084 1，612，476

30和歌山 171052，811　■■ 2，559，403 6ε7幽σ55 嘱6，764 5β331894 2，114，328 217，442 3，491，588 3，645，066 1，097，075 154，870 1脚，174

31鳥取 エ7・30ユ2030 1，284，553 7031993 47工，661 791，750 1，461，578 268，675 7，903，194 1，462，432 397β37 18圏525 11061，078

32島根 261370β28 1，441，105 603，482 7351337 53呂，319 1β46，344 5窩8，558 7．127703 3，050，955 6B3翫643 1，697 ユ，503，肘5

33岡山 551164，436 11，392，562 1．6091767 1，244，100 2，465，561 3，311，040 144，504 6，242，924 2．463β11 7，973，222 39β80 3．2161043

3‘広島 40，053，130 7，718，845 2，689，舘7 1，360，57B 3，492，418 6，258，174 675，733 4，153，435 4、ogoβ40 6，553，856 631025 7，8呂7，416

35山口 3B，902，530 5，582，609 1β61，224 846，684 1，405，403 4，104，527 549，957 1，458，574 3，283，489 115801592 29，854 2，270，464

36穂島 工4，627，68置 5，710，559 1β0隅O 867，325 1，076，943 2，605，758 236，410 8，190，904 21511，700 2，704，5舗 34，030 1．199β62

37香川 27，683，578 12，001，667 758β42 7361602 1，144，344 1，634，877 62，582 1，688，538 5窩2，595 2，49ε，490 85，876 2，079，207
38愛媛　　　　　，

25，847，013 8，845，161 2β57，546 1βB2，930 4．170β57 3，5認，599 379，461 101061，593 4，462，637 2．910β13 64β04 2，045，102

39高知 工4置566，725 2．0611622 1，525，907 769，717 6511811 2，404，181 790，517 5，976，113 41249β95 2．043β！5 22｝746 985躍118

40橿岡 64，501，673 12，899，809 1，899，874 995，262 2．532β02 6．104β50 1，133，647 5，王64潤3 2，794，862 6．15il300 259，876 4，836，517

41佐賀 38，169，117 5，440，620 940，477 839，169 1，098，254 2，090，793 57B，260 3β87，102 go5，468 1，271，877 97，922 1β52μ6

42長崎 16，943，398 7，763，789 5，940，097 2，207，857 1，651，570 3β引6，991 ，417，932
3，635，403

　　　　　，

P，975，245 853，4呂0 297β25 2，417，260

43熊本 47，955，702 12，228，553 4，178，625 3，783，工69 2，068，966 4，998，961 1．6021103 ユ0，631，803 3，876，129 2，411，075 26，922 1，964，946

44大分 33，605，659 7β37，490 1，116，720 1，012，488 1，801，190 528暫825 7，029，誌1 4，265，423 2，664，032 103，824 2、0呂9β34

45．

{崎 23P囁43，731 4，⑰32，986 2．253β31 1，480，505　　　　　　　　， 795，080 3，935，053 927コ009 6，041，117 5，498，699 2，238，842 16，442 1，408，568

46鹿児島 35，835，521 7，902，575 9，829，158 4β59，578 工．6771874 5，476，901 2．162β09 7，097，037 4，133，947 10，261，764 2U，803 4，613，419

〔備考〕農林大臣官房統計課編『昭和十年：第十二次農林省統計表』東京統計協会，

　　　　1936彰こよりイ乍成。



34　　　　　　　　　　　　　　　　　嘗　坂　正　治

第3－6表　全国農林畜産物生産金額（昭和48年度）　　　　単位：千円

米 変
飼料用

?@物
いも頚 雑穀類 里礫類 果樹類

工　芸

?ｨ
畜魔物 繭（上繭） 林　業

花き・

ｻの他

1北海道 工38，787、272 21030，985 299，266，000 田，357，538 41，783，172 3，691，029 91259，611 10，457 102，485，908 0 17，5§8，000 3，416，000

2管森 79，543，452 53，430 20，604，000 別7，4？1 2，459，go5 工31193，王73 37，138，196 5，746，926 19，933，579 220，923 43，681，400 935，000

3岩乎 87，240，563 825聖525 35，700，000 11246，802 2，362，530 11，401，499 6β32，780 10β29，676 16，431，942 2，136，620 59，667，300 1，427，0σ0

4宮城 111．867β27 6星6，755 工6，299，600 1．6呂O，727 1，701，714 12，458，031 11，057，684 4，453，414 工4．1741468 3，45且，576 22．9881700 2，184，000

5秋田 124，429，968 1，888 1，772，760 1，0弼，B54 1．6071355 9，095，529 8、755，工H 2，4衡，220 7，304，936 938鵬 68，557，400 1，241，000

6山形 109β94，6呂0 2，634 6，344，400 8161712 1．149β38 工Ol715，704 52，go4，511 2，427，92i 7，224，兜2 6，707，769 22，007，000 1，965，000

7福島 98β47，532 1，156」32 31，110，000 2，787，503 41！3！，209 231970，836 35，111，758 ：8β工o、677 14，797，921 2！，728，325 4，547，700 2，229，000

8茨壊 91．3481347 4，665，033 13，198β00 6』96，304 211呂9，637 45，359，501 17，186，991 121413，163 22，343，626 91225．価 171685β00 6，509，000

9栃木 肘，010，169 3，816，236 18．6251200 1，095，966 9691392 19β32，442 7．866β44 516891067 19．5151902 4，164，330 2，250，600 2，902，000

10群馬 28，535，H2 3，252，325 18，400，800 1，524，254 工，659，327 34．5481721 4，603，871 15，338，7肝 27．234β05 45，161，094 2，157，600 217011000

ll埼玉 凪356，工96 2，425，190 13，402，呂OO 21998，144 go7幽524 39，131，854 9β34，851 1，3呂6，II3 2巳β04，099 19，838，B95 8脚，800 9β561000

12千葉 77，330，035 1，228，453 17，217，500 8．523β68 2β76，254 60，348，919 7β460506 1，890，717 32，112，664 1，16串，4倒 8，789，700
　　　，

V，880，000

13東京 919，266 80，679 2，876，400 951，258 379，476 6．3031534 1，178，966 0 5，418，377 1，265，168 412？1β00 40873，000

14神奈川 5，204，523 272，276 8，2呂2，400 ユ，2部，679 255，447 16，855，577 4，544，516 U69718 18，350，795 1，049，965 2．0呂21700 5，240，000

工5新潟 172，826，047 10働954 28，560，000 95呂1534 1，267，895 19，001，963 14，875，6駈 51272，72B 13，993，385 1，750，051 工，593，400 4，104，000

16寓山 58，852，065 o 593，640 346，26薯 432，606 ・4．441β27 3，330，349 607，410 §．5711131 42，506 5，239，800 ？82，000　　　1

17石川 42，712，979 1，437 883β20 533βU 566，981 61530β7B 4，322，工52
　　，

Q，063，238 8β27，499 138，647 7，1？9，600 5391000

18福井 40，120，68B 3，019 6039840 350，935 207，068 3，71814聞 9901017 422驚762 181350，795 34，479 12β50，400 662，000

19山梨 9，691，180 2601442 ユ，838，040 a70178工 1，267、高95 7，167，27工 38．7691249 11687，917 416911017 19，235，419 12，355，0eo 1，693，000

20長野 67，605，574 272，9呂0 28β76，400 116491760 2，166，6B2 33，105，017 34，5ア6，911 2，815，？留 16，747，339 18β％，241 7，374，000

21岐阜 4！．237136呂 96，706 5．3951600 1，009，593 1，012，842 14．2501860 3．7591693 1，687，917 20β89，107 31069，202 9：，973，400

22静岡 29，532，177 265β96 6，691，200 3，627，735 1，005，462 23．0371030 9脚．964 8540？05 26．2121472 188，085 3窪，040，800 11，765，000

23愛知 47，2！9，57s 125，713 10，812，000 1，913，344 11647，285 45，356，680 21，470，588 1，191，000 45，997，946 720，599 19，042，200 161017，000

24三並 46β22，246 135，559 11627，920 1，446，95真 712，279 11，058，887 7，049，389 743，383 15，975，686 11132β43 34，55Bl800 3，954，000

25滋賀 52，065，16呂 39，研9 1，554，480 313，714 462，629 5，000，95呂 4，460，142 123，112 5，251，178 265，071 7，626，000 工，556，000

26京都 25，205．偲5 12，033 864，960 403，061 9269702 7，269，703 4．432β95 317，799 6．993β80 734，2呂1
　　　　　　　　r
P2，536，400 工，242，000

27大阪 9，6U，417 0 1729992 161，165 476，281 6，142，711 4β93，757 13，49B 11，505，336 0 1，562，4σ0 2β00，000

2B兵庫 58，呂45，006 珊81175 6，5B9，200 75a，203 B41，488 15．0221215 6，158，137 760，851 29，629，998 706，36§ 16．702βσ0 3，691，000

29崇良 15，812，97う 4圏162 5401600 31呂1259 1．0530339 10，567，252 20，497，043 27，295 7，5解，146 41国959 34．5581巳OO 21741，000

30和歌山 12，622，463 3140a 216，240 461塵881 工1792，713 7，479，533 31，OO5，100 215174巳 4，729，705 呂4，830 17，149，200 鎚、9131000

31鳥取 24，666，646 19，447 7，425，600 398，124 332β06 9，434，425 16，134，720 3，23工，680 6，575，034 4871453 1415B2，400 3，262，000

32島根 36，ユ72，430 86翠姫 2，590，800 42呂，43B 479，641 4，299，915 9．373β01 2，275，724 5，6a7，608 1、742．2㏄ 27，490，800 工，532，000

33岡山 5B，266，725 468，982 12，627，600 867，274 1．1621907 9，§ε2，295 ’14，880，129 5β餌，973 26，1B2，931 500塵041 24，lo5，600 2，733，000

34広島 471438，925 988179 7，364，400 1，180，167 1β03，310 6，365，194 7細，366 2，7ヨ4，041 17，640，232 ユ駄653 29，6邸，600 3，510，000

35山　ロ 42，633，217 176，263 2，672，400 534r906 502，266 8，鵬638 6151196 工，179，805 10，202，228 42，6呂9 20，832，000 1，900，000

36徳島 工7β48，705 764，216 4，304，400 1，293，526 工，曙，738 12，754，775 6．6881791 3．535β11 10，569，997 2．648β84 28，752，000 2，129，000

37香川 23β70，500 昌06，646 2，713，200 呂47，246 600β77 8，565，157 Bl呂53，893 4，93B，650 16，668，192 74，979 33，696，000 3176BIOOO

38愛媛 25，942，851 594，168 12，648，000 ユ，428、839 783，466 915451948 13，242，043 呂，166，957 17．6051067 2，223，274 341128，000 5．9471000

39商知 16．9491595 24，127 1，33010呂0 工，235，428 853置60正 14，430，076 31907，038 2，439，630 4，294，714 1β50，239 50，97亭，000 2，70B，000

40福岡 76，153，533 1，520，工95 3，243，600 99B，152 1，045，587 18，224，423 22，066，9斑 4161823 27，639，619 125，512 1呂1096，00n 9，621，000

41佐賀 48β54，7工5 945，550 6渉446，400 692，965 758，825 6，595，060 4β17，592 758，453 7．4451506 87，384 7，482，000
●3，465，000

42長崎 219236，846 598，668 2，672，400 2．5671972 7468788 8，909，592 3，015，071 3，950，237 9，61214工7 1，730，531 9βユ3，600 4，769，000

43熊本 63，5エ1，130 2，125，559 37，474βOO 4．49呂1804 1，492，622 18，835，125 5，137，146 8，9工7，820 15，詔7，873 61035，697 3910臼O，400 5，557，000

44大分 39，223，357 9271gη 13，423，200 1，205，59呂 8241834 ！0，004，539 7，038，064 3，789，842 9，123，941 2，OB1，344 31，494，OOO 3，9昏6，000

45‘宮崎 25，591，999 827β言9 5014081400 7，787，409 6318630 22，475，671 1．671β57 5．9981226 ユ3，229，543 3，141，627 55，58呂，ooo 3，390，000

46鹿児島 35．195β36 878，492 9．7511200 311476β07 4，06且1580 14，196，609 2，166，282 8，098，053 20，762，561 4．6831708 53，696，400 71315，OOO

〔備考〕農林雀農林経済局統計情報部編r第50次農林省統計表：昭和48～49年』農林統計協会，

　　　　1975により作成。
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36　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　坂　正　治

第3－8裏長野県農林畜産物生産金額（昭和48年度）　　　　　単位：100万円

1長野市
2松本市
3上田市
4岡谷市
5飯田市
6諏訪市
7須坂市
8小諸市
9伊那市
10駒ケ根市

11中野市
12大町市

13飯山市
14茅野市

15塩尻布
16更埴市

17佐久市
18南佐久郡

19北佐久郡

20小県郡
21諏訪郡
22上伊那郡

23下伊那郡

24木曾郡
25東筑摩郡

26南安曇tSis

27」ヒ安曇君i～

28更級郡
29埴科郡
30上高井郡

31下高井郡

32上水内郡

33下水内郡

米

3，374

3，202

2，046

　228

1，266

　890

　591

　979

2，831

1，360

　680

2，112

1，788

1，798

　992

　616

2，266

1，399

2，492

2，193

1，503

3，960

2，716

　898

1，931

5，753

2，893

　253

　395

　366

1，025

2，196

　544

麦　類

78

3

2

2

3

1

1

0

3

22

2

0

4

9

0

26

2

7

4

11

2

26

飼料用
作　物

　634

1，213

　561

　114

1，813

　115

　128

1，694

3，277

1，168

169

68

259

472

910

101

1，751

3，844

2，883

2，371

1，989

4，210

3，192

　853

1，486

1，180

123

83

47

94

142

1，792

　77

いも類

167

100

54

23

53

17

46

169

65

25

48

　6

54

79

103

24

86

115

277

159

69

120

128

40

95

40

20

11

22

24

30

164

17

雑穀・

豆　類

90

42

22

8

7

8

19

37

33

14

17

6

30

35

75

9

36

24

54

43

32

75

32

41

1

21

13

1

野菜類

3，702

1，760

746

274

812

226

466

果樹類

1，986

　764

　237

4，236

　85　　84
1，571　　　240

1，089　　35

2，119　　　918

　764　　390

　680　　283

6，310　　88

2，983　　　192

3，094　　660

1，067　　41

　952　　901

1，746　3，164

　354

972，067

581，468

26　　191

8　　110

8　　498

4　　377

　1，659

71，279

6　　573

4，685

　948

　656

　23
1，414

　48
2，012

　343

　198

　102

1，917

42

370

495

39

184

682

1，179

　784

1，648

　347

工　芸
作　物

226

19

157

101

97

76

　2

25

43

11

321

30

11

106

118

544

202

75

465

28

171

18

70

13

　7

89

124

745

45

花き・

その他

333

256

256

89

118

145

153

86

123

18

180

10

235

504

131

175

192

694

210

423

330

268

265

42

1，070

」132

51

116

322

118

105

187

39

林産物

3，177

1，937

　962

　924

1，222

　392

　724

1，911

1，431

1，003

　982

　847

　457

　516

1，097

　722

1，558

1，289

　983

2，675

1，187

2，523

2，300

4，569

772

680

578

74

137

123

763

451

138

畜産物

1，897

2，206

1，　731

　206

3，015

　343

　451

　612

2，105

1，100

764

408

601

351

563

606

繭

1，853

　302

　750

　12
1，993

1，177

1，482

1，920　1，227

2，035　　　921

　837　　97

2，756　　　883

4，283　2，758

　856　　208

2，321　1，022

2，670

850

202

464

249

414

21

132

397

647

334

16

17

89

112

73

151

973

738

429

580

115

23

37

33

1，493　1，790

　183　　24

〔備考〕

　（1）　　関東農政局長野統言十1青幸艮勾昂：務所編　『長塁予農オ木オく産統計年幸艮：H召和48～49至蒋』　長野農諸木統計

　　協会，1974により作成。ただし飼料用作物は『長野県統計書』（昭和48年，長野県発行）によ

　　り作成。

　②　「花き・その他」とは花きと種苗・苗木類を合計したものをいう。

　（3）林業は関東農政局長野統計情報事務所の山1崎文雄氏より教示。
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（前のページからのつづき）

主要農林密産物の流出状況

献1他県一咄

（1）

穀

30％以下

流　　　出　　　す　　　る　　　地　　　域

北海道、岩手，宮城，福嵩，山形，栃木，群馬，埼玉，千葉，東京，新

潟1富山1石川1長野，静岡，岐阜，愛知，三重，滋賀，京都，奈良，

和歌山，大阪，鳥取，広島，山口1香川，愛媛，徳島，高知，長崎，熊

本，大分，宮崎，鹿児島，沖縄

物 31－・・％i 青森・茨城・神奈川，福井，島楓福岡，佐賀

61％以上　　　山梨，岡山

ω野菜・果物

30％以下

北海道，脊森，岩手，宮励秋田，肉形，栃木，千菊東京，新潟，富山，石川1福弗長野、静岡，岐阜，愛知，京都1奈良，和歌山，兵庫，

√哩ｪ山・広島，山口1香川1愛媛，徳島，福岡，長崎熊本，大分，

{崎，鹿児島，沖縄

31～60％　福島群馬埼玉，三重大阪、鳥取滴知，佐賀

61％以上 ｝甑山梨

③そ農繕の物

30％以下

北海遮青森，福島，山形1茨幌栃本，群馬，新潟，富11」，石川，福井，長野，静岡，岐阜，三重、京都，奈良，大阪，岡山，広島，山口，香川，徳島，高知，長崎，熊本，大分，宮晦，沖縄

31～60％　　岩手、埼玉，千粛神奈川，鳥取，愛媛、福岡，佐賀，鹿児島

・・馴上1蹴穂棘愛知甑鰍、』，嫡1離

ω畜　　産

30％以下

北海道～青森，岩手，宮號福島，秋田，山形，栃木、群馬，埼玉千漿東嵐神奈川・新潟，石川，福芽も山梨，長野愛知，滋賀，京都

・・一・・％i
富山・瀞岡，岐阜，三重』兵庫，鳥耽岡μ」，福岡，熊本

61％以上　　茨城，和歌山，大阪，佐賀，大分

（5）

木
30％以下

北海道，青森，岩手，宮城，福島，秋田，山形，茨城，栃木，千葉，神

奈川，新潟・富山，石川・長野，静岡，岐阜，三重，滋賀，京都，鳥取，

島根，岡山，広島，山口，香川1愛媛，徳島，高知，福岡，佐賀，長崎，

熊本，大分，富崎，鹿児島

材
31－・・劉 群馬，埼玉，東京，福井愉山梨，愛知，奈良，大阪，兵庫，沖縄

61％以上　　和歌山

30％以下

北海遮岩手，秋凪山形，栃木，埼ヨ三1千葉，新潟，富山，福瓶山

怐C長野，岐阜，愛知，三重，和歌山，兵庫，島根，山口，愛媛福岡，

ｷ崎，熊木，鹿児島，沖縄

㈲薪　　炭

31～60％ 福島，宮崎

61％以上
青森，宮城，茨臨群馬，東京，神奈川，石川L静岡，滋賀，京剤奈

ﾇ，大阪，鳥取，岡山，広島，香川，徳島，高知，佐賀，大分



38　　　　　　　　　　　　　　　宮　坂正　治

（前のページからのつづき）

消費地
東京 横浜 中京 京都 大阪 神戸 北九州 合計

産　　　地

1北海道 168 26 44 18 34 14 5， 309

2青　　　森 3 1 1 1 1 0 0 7

3岩　　手 16 3 2 0 0
一

0 21

4宮　　　城 7 2 2 o 1 0
一

12

5秋　　　田 1 0
一 一

0 0
一

1

6山　　形 5 2 1 0 1
一 一

9

（7）

霧桑10群　　　馬 、盟

All

21

A1

き9 2婁 §9 圭至 』9 、ll

A18

野 11埼　　　玉 138 19 2 1 1 0 0 161
菜消費

ll叢　業14神奈川 2器72 2136 ま1 δ0 言0 80 』一 21乙109

地 15新　　　潟 8 1 2 1 1 0
一

13

別
16露　　　山 … 一

0 o 1 0
『

1

産地別入

17石　　　川18福　　井19山　　　梨20長　　　野
ヱll

：、1 τ31
圭、2 窒，1 言、1

：9
11、錫

荷量

1幕　嵩 31 麦 11 杢 孚 垂

℃ 器

23愛　　知 64 10 129 10 36 13 1 263

24三　　重 0 0 6 3 9 1
一

19

25滋　　賀 一 一
0 19 1 0

一
20

（昭 26京　　　都 0
一

0 22 6 1
一

29
和 27大　　　阪 12 2 4 5 25 1 0 45
48

N 1躁　慶 1言 告 11 婁 3； 31 三 1捻

） 30和歌山 6 1 1 4 13 1
一

26

o 31鳥　　取 一
0 1 3 5 2 1 12

、80 32島　　　根33岡　　　山

τ τ 三 羽 五 9 8 11

ト 34広　　島 0
一

0 2 6 0 0 8

ソ 35山　　　口 0
一

o 0 0
一

2 2
）

36徳　　島 1 1 0 6 25 10
｝

43
37香　　　川 11 2 2 2 12 4 5 38

38愛　　媛 0 0 0 3 4 2 0 9

ll懸　智 31 量 呈 室 § 量 38 豊

41佐　　賀 1 1
一

0 0 0 6 6

42長　　崎 1 0 5 2 15 3 9 35

43熊　　本 4 1 1 1 4 0 15 26

縮　盆 9 三 ヲ
麦 、8 § 程 緩

46鹿児島 5 1 1 1 2 0 2 12

47沖　　縄 0 0 0 0 0 0
一

0

合　　計 1，392 216 305 153 353 126 106 2，651

〔備考〕　1）消費地（中は中央卸売市場，民はその他の類似市場を示す。）

　　　　　　　東京一東京都，中．民。横浜一横浜市，中．民，川崎市，中．属。

　　　　　　　中京一名古屋市，中．民，一宮，四日市，民，岐阜市，中。

　　　　　　　京都一京都市，中，民。大阪一大阪市，中．民，大阪府，民。

　　　　　　　神戸一神戸市，申。北九州一福岡市，中，北九州市，中．民，中国一

　　　　　　　下関市，民，宇部市，中．民。

　　　　農林省統計情報部編『昭和48年主要野菜の消費地域別，産地別卸売統計』農林統計協

　　　　会，1975により作成。

　　　2）坂本英夫『野菜生産の立地移動』大明堂，1977，p．308．
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　　　　　　　　　　　　自県が市場

（・）議品一一一・…蹴和歌山，瓶佐賀汰分を除いて鹸肺場
（5）木　材………………和歌山県を除いて自県が市場

（6）薪　炭…・……・…・…青森，宮城，茨城，群馬，東京，神奈川，石川，静岡，滋賀，

　　　　　　　　　　　京都，奈良，大阪，鳥取，岡山，広島，香川，徳島，高知，佐

（前のページからのつづき）

品　　　目

s道府県 数

量1　　金　　額　　（百万円）

産　　出
幕ﾆ所数

品　　　目

s道府県
数　　量

金　　額（百万円） 産　　出事業所数

①器械生糸
トソ

熊本i
ト拓1 、4。．1

4

全国計

Q叢
31，022

P書1

215，675．4

@2，390，8
@2，780．6

25 P　4

錦藁業所数が1ま燃2のため鞭した都

山　　形
氈@　島茨　　城

　721
R，092

P，032

7，98ス6
R0，00乳8
P1，204．9

219 宮城，福島，埼玉，　　　　　　　　密山，　　　　　　　　　　　福井，　　　　　　　　　　　　　　静岡，庫，岡山，福岡，長崎，宮崎、鹿児島

兵

（8）

群　　馬埼　　玉

ｧ毅長　　野

41352
P9997
@299
P，885
Q2568

28，328．7

Q1，929．1

Q，949．8

P3，800．9

Q6，462．0

器，128

らづざ

③玉糸

S国計福　　島群　　馬長　　野

脳解22 1　百万円
@2，389．7
@　203．1
@　764，7
@　152．2

4111

繭 岐　　阜 1，239 5，308．2 16
愛　知 138 883．2 10

の

愛　　知
f鋸島　　根

　406
P，534

A器

3，135．7

X，090．2

P，074．1

S1262．4

§珪

山形1埼玉，@　　　　新潟， 山梨，広島， 熊本

徳　　島 260 2，846．0 4 ④その他の乏ゆ糸

消　　　　費

愛　　媛
X譜熊　　本富　　崎鹿児島

　　　　　　　　鑑　　　　　　　　31　　　　　　　1，117　　　　　　　　444

@　　　　　　　322

淘ﾋ業所数が1ま燃2のため鞭した都

2，820．1

Q，709．3

@252．9
P1，996．7

Sβ53．1

S，058．1

11、146

全国計
竅@　手宮　　城山　　形

X鼓群　　馬埼　　玉新　　潟

　トン
Q1，194

@　器　1681，082　43411，2362，651　　49

百万円4，378．6

@13，5
@53．2
@258，8
@601．6
@212，4

@560．0
@356，6
@53，5

37

地

栃鵡千鑑東嵐富山，石川，静岡，大阪兵庫，和歌山，　　　　　　鳥取，　　　　　　　　　福岡大分

山　　梨長　　野
　242
?C027

260．6

T07．0

ll

②座繰坐糸
岐　　阜愛　　知

1，750
@359

120．1

U9．5

ll

（昭和 全国計
R　　形
?@　城

　トン

R，559
P1

百万円5，883．7

@146．6
@142，9

2°
P　5 隷

2器359 188．9
Q0．7

@2，5

診9

48
N）

群　　馬
V　　潟
R　　梨

lll249
1，599．9

@69，0
P，042．4

3116 島　根徳　　島愛　　媛
罵115 215．6

S8．4

S7．2

：9

長　　野
�@　阜愛　　知三　　重滋　　賀

19613
R11511

1，575．8

@118．2
@208．8
@56．1
@29．7

61115 福　　岡長　　崎熊　　本

寛剽

111罪65 　2，4
P4．7

Q73．7

P21．3
V5．1

彗118

驚叢島　　根 189 83．0

P8．5

P7．9

唇4

徳　　島
､　　媛

指 137．6
X3．8

≠ 栃木，千葉，

m，大分
東京，福井， 兵庫， 岡山，高

〔備考〕逓商産業大臣官簾査統計部編r昭秘眸：工業統計動朋編』大蔵省印届嘱，1976，PP．162

　　－・－163eこよるo．．　　　　　．．．．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　、　　t一
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　　　　　　　　　　　賀，大分の20県は他県が市揚，他の地域は自県が市揚

他に，市場を需要＝消費の側面から定義すると，農林畜産物の市場はつぎのように分類

できよう。

　①食糧品消費市場の生産物

　　米・麦類・いも類野菜，果物，畜産品のうち生牛乳・鶏卵・肉類，雑穀。豆類

　②飲食料品加工の原材料消費市場の生産物

　　米………………日本酒，味喰

　　麦類……………ビール，ウイスキー

　　麓巣美｝一・イツ深黙ジ。略

　　変類……………パン，ケーキ，菓子

　　畜産……………乳製品（チーズ，バター）

　③工芸品，薬品，嗜好品および生糸を除く繊維製品生産の材料消費市場の生産物

　　工芸作物

　　木材

　④家具，建具，建築材料消費市場の生産物

　　木材

　⑤鑑賞用品消費市場の生産物

　　花き

　⑥製糸原料用消費市場の生産物

　　繭

　⑦牧畜用消費市場の生産物

　　飼料用作物

　この需要＝消費の側面から「市場」を定義すると理解できるように，チュ・’一ネンが想

定した一つの都市が必ずしも市場になるということはない。生産中心地がそのまま消費

中心地＝市場になることもあり，いうまでもなく都市＝消費中心地＝市場となることも

ありうる。

　食糧品消費市場や鑑賞用品消費市場は都市が主要集散地＝＝消費中心地＝市場というも

適切かと思われるが，他の消費市場は都市から離れた主要生産地が生産立地条件から

「市場」となる可能性は大きいものと考えられる。

　いま，全国的にみて，農林水産物が，地方別に，農林水産，鉱業，繊維，化学，金属，

機械，その他の製造業，建設，運輸，その他の部門，最終需要（家計等）のそれぞれの

部門へどのように配分されているかをみると，つぎの第3－9表のとおりである。この

衷からつぎのように各部門ごとにつぎの1位，2位，3位の地域が主たる市場であるこ

とがわかる。

　（1）農林水産部門ヘ　　　……関東→九州→東北

（2）鉱業部門ヘ　　　……九州→北海道→東北

（3職維部門ヘ　　　……東海→近畿→関東

　（4）化学部門ヘ　　　　　……関東→近畿→東海
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　（5）金属部門ヘ　　　　　……関東→近畿→九州

　（5）機械部門ヘ　　　　　……近畿→関東→東海

　⑥その他の製造業部門ヘ……関東→近畿→九州

　（7）建設部門ヘ　　　　　……関東→近畿→北海道

　（8）その他の部門ヘ　　　……関東→近畿→九州

　（9）最終需要部門ヘ　　　……関東→近畿→九州

このようにみてくると，農林水産物の主たる市場は，関東，近畿，東海地方および九州

地方であることが理解される。

第3－9表　全国農林水産物配分係数表（昭和40年）

1北海道

2東　北

3関　東

4東　海

5北　陸

6近　畿

7中　国

8四　国
9プし　少阿

合　　計

機林
水産

11．2

16，1

22．8

　7．0

　1．8

　9．0

　8．9

　6，4

16，8

100，0

鉱業

28，6

12，　7

　7．1

　2．8

　0．6

　1．9

　4．7

　1．5

40，1

100．0

繊維

　O．9

　4，0

19．　2

34，8

　3．1

25，2

　6，5

　3．1

　3．2

100．0

化学

　2．4

　2．0

37．6

11．6

　0．2

27．6

　8，0

　1．4

　9，2

100，0

金属

　4。0

　4．5

33．6

　9。4

　0．　8

27．9

　4．8

　1．6

13．4

100，0

機械

一1．1

－1．4

25．5

24．7

－0．3

34．1

3，8

13．　6

　1，1

100．0

その他
の製造
業

　7．5

10．8

32。2

　8．8

　2．0

15．1

　7．3

　4．5

11．8

100．0

建設

12．6

　8，1

32，0

　7．9

　3．0

15，8

　6，8

　4．1

　9，7

100．0

運輸

0．0

0．0

0．0

0．0

0。0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

その他

　5．2

10．5

33．1

　8．0

　2，4

16．0

　7．6

　4．4

12，8

100，0

最終
需要

　7．2

10．0

35．5

　7，6

　1．9

16，2

　6．8

　4，0

10．8

100．0

注）　通産省調査統計部編『地域産業連関表（昭和40年）』により作成。

第4章　ゲラヴィティ・モデルによる計測結果からみた

　　　　　日本農業の地域構造

第1節　グラヴィティ・モデルによる計測結果の考察のための観点の再説

　地域を対象としてチューネン圏形成を考察するのに，その地城がどのようなスケール

の大きさかによって結果は異なるであろうという推察については，前の章で述べた。た

だし，ここでもう一歩深く考えてみると，スケールが小さくても，経済社会の空間的秩

序がまとまった形で統一されている圏域，換言すれば封鎖体系での統一体であれば，比

較的チューネソ圏は明確に細握されるはずである。ところが，いずれかといえば，スケ

ールが小さいと，対象地城のみでは，地域経済循環とか経済活動がすべて完結する形で

ない場合が多く，地域外との産業連関があってはじめて地域経済循環がととのうのであ

る場合が多い。

　たとえば，長野県の場合，農林畜産物の販売市場は，県内の場合もあるが，生産物如

何によっては，県外に販売市場をもつ場合が多い。したがって，グラヴィティ・モデル



」・H・vonチューネン（J。　H。　von　ThUnen）研究（IV）　　　　　　　　　43

の計測結果を考察するにしても，必ずしも

長野県内の都市間の市場引力が作用すると　　Yl
　　　　　　　　　　　　　■　　　■
はいえず，案外，伏在的に県外の都市の市

場の牽引力が働いているかもしれないので

ある。したがって，スケールが小さい地域

を対象にした場合には，えてして，チュ　一一

ネン圏構造を規定しようとする場合に無理

がともないがちのように考えられる。

　チューネンの著書の『孤立国』のように，　ぢ
たとえスケールは事実上「農捌とい5、，J、ジ

苓腎ケールであ・ても謡醸肋自自牽゜1

完結型の国民経済構造を仮定するならば，

問題はないけれども，現実の地域を考察す

る場合には，このチューネンの『孤立国』

において設定されたような想定は決して許

されないのである。されば，現実には経済　　o，

秩序の自己完結型の構造をもつ小さいスケ

ールの地域を強いて見付げて研究対象とす

るか，もしくは，スケールを大きくして自

己完結型の封鎖体系の地域を見付けるしか

方法はない。

　そこで，全国の農業を対象にする方が長

野県のそれを対象にするよりも，ヨリ適確

にチニーネン圏構造を把握できるものと考　　Y2

えられる・も・とも・躰牒も・現在で第・＿1図、頁点・〉頂点M暢食の模姻

は世界経済，もしくは世界市場をヒンター

ランドとして考察していかなくてはならぬ

状況であって，農林畜産物の種類によっては軽はずみに，全国を対象にするから，十分

自己完結型の結論がでるものときめっけてはならぬはずである。この点を十分注意して

考察するならば，比較的明白に，日本の農業のチューネン圏構造が把握できるものと推

察される。

　もし地域をミク・に，都道府県単位をとって生産物ポテンシャルの頂点を考えた場合，

同一一農林畜産物において，県外と県内の生産物ポテンシャルの頂点がポテンシャルの強

い県域へ移ってしまう可能性のあることから，つぎのような現象が起こりうる。

①第4－1図は，縦軸にポテンシャル値，横軸に距離を測った図であり，x印を県境

とし県内県外と考え，県外にポテンシャルの頂点五，県外にポテンシャルの頂点Mがあ

り，L＞Mと想定する。このような仮定のもとでは，県内のMの頂点はLに牽引されて

消滅してしまい新たに県外に頂点ヱ〉が形成される。というのは，ポテンシ1，ル値OユLは

県外

L

N 県
1ム　　　，価 境葦県内

5　　　　　■亀
R M
1ノ｝、

ポ

1　’1㌔　’　　81’　l

撃戟@I
戟fiβ　　　　1

、㌔　’ノ気

　ノ1　’’！　－d9

1　レ’

P／i

1＼i美　’・；

洋o・
l　IQ；　　，　　■ lP

p
距離

l　　l
1　　1

l　　l 1

；　　1　　阯 i
｝’、幅・

1 3
I　　　　　l

，　　　　1 、　「

、i

02　A

C X
B

’

、

、　、　　　一　’

蓑

Y2 1



44　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　坂　正　治

ざ
7．

ζ

ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aを中心とした同心円，ポテンシャル値P
YI @　　　　　　　　　　　　　　　　ルfはBを中心とした同心円が描かれるが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頂点Bは頂点・4に引張られて，頂点Aと頂
　　　　　　農　　県内　　畑の恥円との交献よ。て描か摘C

01

・　　　　02

Y2

県境

県内

N
書

L’

pi…1，

承筆ノi＼1ノへi〆　1　　　＼1

lQ
d

×

　　　　　　X奄q　iP　距離I　　　　　　　　　l

妻交 l　　　　　　　　　l
G　　1｝　　　　1I　　　　　　　　　　l

’

l　　　　　　　　l■●瞬　　　　　　　　　　　　　　，

@　　，P　　、、　　，

P　　、1

A’

、
iノ’

2
■　　　　　　1
l　　　　　　　　　　　l

堰@　l
幽　　　　　　　　1

1　；

　　　N・　　　　　　　　　　を中心とした新しい同心円が県外に描かれ

　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

潔読　ら磁乏；瀦蕊窯髪鵠
11／i＞1　　産物ポテソシ。ル繍・存在するのに，県外
i　！ノ　”、　｝　　　　　　のポテソシャルの力をも考慮に入れた場合

　’　IR　　iP　距離X’　には，これが県内の中心点消滅してしまう

　　　　l　　　l　　　　　　現象が現われる。

l　li　i　　　i　　　　　　　②第4－2図は，縦軸，横軸とも同じ要

i　　　l　　　l　　　　　　素にて測ったもので，第4－1図とはまっ

i．　“・　、　i　　　　　　たく反対の現象が起こることを示すもので

　　　　i　　U　　　　　　ある。すなわち，県内のポテンシャルの頂

　　　　’　　　j　　　X2　点M’と県外のそれL’との関係が，　L’＜

　　　　1σ　IB　　M’であると慌し湖合課外のポテン

1・@1　／　i　　　　　　シャルを吸収して，県単位で考えた生産物

l　　　i　　l　　　　　　ポテソシャルの頂点以上の生産物ポテンシ

｝　　　l　　　l　　　　　　ヤルの頂点N’が生まれる可能性がある。

｝　　　i　　　l　　　　　　　かくて，県単位の地域のみ把え，県外の

i　　　i　　　l　　　　　　ポテンシャルを無視した場合には頂点は低

　　　　　　　　　　　　　　　いが，県外のポテンシャルを考慮した場合

第4－2図頂点L〈頂点Mの場合の模式図　　には・県内にヨリ大きなポテンシャルの頂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点が生まれると同時に下位にある県外の頂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点L’を消滅させてしまう。したがって，

県内とか県外とかの枠をはずして全国規模で等ポテソシャル線の頂点を考えて結論を出

していくものと県単位のそれを考察する必要が生まれるのである。

　このような必要性を考えながら，日本全体を「場」にした農林畜産物の等生産物ポテ

ンシャル線から，農林畜産物の立地類型を考察することとする。

第2節　等生産物ポテンシャル線図から考察した農林畜産物立地類型

　長野県について考察したと同様，農林畜産物を類別し，昭和10年と同48年についての

立地類型をうかがう。計測結果は，昭和10年は第4－1表，同48年は第4－2表のとお

りであり，このポテンシャル値を基礎にして等生産物ポテンシャル線を描くと，昭和10

年は箆4－3図から第4－14図，同48年は第4－15図から第4－26図のごとくである。
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第4－1表日本全国農林帝産物生産物ポテンシャル（昭和0年）　　単位・円・km

　’』晃撫笹
@　　遼物地域 米 麦　類 いも類 雑穀・豆類 果樹類 野築類 飼讐用作物 繭 森林伐採 工芸作約 花き・その他 賓産物
1北海道 1，6！6，066．16 346，104．84 178，‘95．41 3鉛，379．89 8319鳳51 221，！77．30 171787．δ4 24？，37L40 374，619．26 177，6器．57 1，987．37 3銘β63．go

2青森 2．573，9鋳．95 351，508．98 149，201．23 245，200．13 35a，676．99 訓7、094．38 22β55．24 405，872．50 320，？13．54 142，480．77 2，955．97 253，2筑70

3岩乎 5，29呂．09727 512，573．11 2興，739．55 3鵠．⑰62．83 191，050．43 4邸紹．12 駈，089，79 708，84L45 492，277潤 187，ユ92．19 41415．06 説3，5聞．73

4宮城 4」％1鵠．00 596，481．72 229，822．70 262，181．52 165β40．49 479，鳳23 43，5風．96 1，010，蹴．01 412，5舘．04 2甜，14L68 4154621 372，005．27

5秋田 4，！61，姻，OO 388、蹴93 166、1‘3．44 212，51呂．87 1肘、2〔i．87 311，480．？6 30，㈱．74 58215幹．U 40217醤．41 工5！o正妬劃 3，603．02 2901069．82

6山形 5，159，423．45 521，13ε，50 199，623．57 ．224110｝．69 172，ゆ96．47 樹，5別溺 4！，158．96 1，008，852．42 410，797．55 2371113．29 5，173．91 3聞β14．91

？幅島 41994，159．40 72e1710．96 2お，853073 258，802．98 193，3㎝．42 528，756．40 508995．27 1．1駈，73222 481，6評，58 鋼1，471．64 5．690872 405，2ヨ1．58

8茨城 5，904、留9．19 1．505β37．40 4！7、脳，44 327β7L67 204、柵．04 760，976．33 59，843．36 1，701β訓．65 495，773．1呂 599，516．＆5 9，016．51 6雑1329．63

9栃木 5，653，㈱．31 1，397，10‘．98 357，493．74 留9、699，06 ユ871966．44 7銘，0艀．23 即72．65 ：，粥、755．貿 5四、616」9 507、495．留 10，546．64 鵬913．07

Io群馬 5，087β02．47 1β03，727．94 367，3弓8．3ユ 25聯5．20 201，337．36 716．62033 砧β59．10 2，1鍵，442．56 521，蹴OI 357，696．83 118060．07 鵬o路．39

11埼玉 7β82，69呂．42 1，998，957．82 73！，818．90 362，駈1．15 298，622．79 Il413，990．23 77β55．41 21733，9距．89 624，44LO1 4％，145．23 29β97．81 1，臼8293，22

12千秦 6，995，133．Ol 1，399，240．92 660，8卯，49 356，401．23 262、48Lll 1、螂，5即32 67，386．75 1、7幹，？詔．95 498，172．43 405，036．44 16，662．？1 1，0！2．20Lη

13東京 7，619，5念9．27 2，032，070．93 8401849．96 387，558．58 343，656．90 1，705，6！3．54 78，”o．54 2，783，110．73 6弱，643．3？ 513，787．呂0 30，倒2．49 1，999，006．oo

1榊剤ll 6，143，β”．22 1，506，409．70 662，QO7．49 328，647．IO 370，95菖．47 1，255，犯2，94 62．2％．7§ 2，0鈴β95．02 549，7臨53 489，530．78 21β86．43 ユ，501，45L9監

！噺潟 6，645，088．12 鵬404．98 25411幻．00 333，722．63 206，370．56 5卸5L76 52β52．81 1，051、7弱、釦 574，55〔．器 237β12，34 6，4齪，44 441，619．ε0

16富山 7β10，132．77 584幽！17．10 248，240．79 231，605．44 230，20B．24 618，197．55 1971脳，25 ！，033，7】6．70 5953508．a8 2571536．19 6，057．05 487，466．36

17石川 7，！39，263．55 572，U6．36 243，1銘．33 2甜，789．94 230，405．70 597，7財．59 166，524．61 ！、005，田δ，？2 630，581．73 263，90B．44 5，930．70 485，29L61

18幅井 51813，07L22 597，455．85 213，560．40 2001034．‘8 2i5，6i7．03 53謳，559．60 75，4解．29 ユ，000、嵐99 502，791．15 290，4四」5 6，544．25 493，1邸」2

19幽梨 4、225，5鵠．63 852β桐，56 282，39LO3 212、4匪0，58 241，！留．81 5巳9脚．且5 67，523．26 1，956，015．72 450．33729 257，356．76 9，325．56 5郡田．92

20長野 4，926β12，56 819，024．54 24B，570．呂4 24岱126じ．06 212，990．31 577，829．70 78，509．07 2，041，02L63 5凹，223，55 ％O，2倒．32 7脚、63 494β11．55

21岐阜 7，680，626．55 1、051、6凶．53 329，96呂．28 2385666．84 309β35．go 867，1倒。67 98，077．43 2、2銘β80．21 67工，81L51 383，702．73 13，ヨ29，36 881，701．67

22酵岡 5，001，24‘．70 883，778．07 360，462．01 210，5舘．94 436，5印，51 711、5M．16 691076．62 11323，603．35 576，014．45 7桝、693．62 91550．22 6910131．09

23愛知 8，706，150．77 1，20臼18剖．58 383，呂09．78 259，265．70 339β56．26　　　　． 工，013，0訂，B6 1，07，118．21 2，73214器，B5 728，400．24 424，653．94 工7，117．54 1，㏄3，014．61

24三露 731糾，849．§2 9謎，43L93 263，9茄．56 2170甜L48 2981232．12 7認，516．97 98β％．45 1、95ε，棚．50 2卯，563．40 4ユ6，539．44 9，795．62 772，299．44

25滋錠 10，483，214．03 1，150，868．31 321，294．43 310，5曾0．69 418，430．65 1，162，503．90 142，銅6．52 21019，303．55 9B1、413。別 580，662．02 12，479．13 1，391，055．71

26京都 11，436、3訪、61 1，160，885．？4 316，703．60 302，407．97 412，δ99．64 111念1，10【．59 179，485．7夏 1，793，793，0！ 937，263．73 575，701．32 11，732．58 1、劉，712．02

27大阪 9，727，778．47 11310β6宕．78 324，39呂．80 305，440．13 575，473．22 1，200，90〔．22 皇σ，370．01 1β79，243．46 7脇，7go．25 5別，705，7工 143㎎6，80 1，7幻1525．50

2呂兵庫 7，965，694．14 1，233β79，76 2581673．06 2501㈱．47 37騨2，12 呂65，774．30 79，968．3B 1，2｛〔，55i．40 倒3、263．30 451，975．‘1 ユ1，519．56 1，128、772』5

29奈良 7，891，709．71 1，085，786．09 2卵1401．47 252，闘8，66 399，343．42 892，917．01 90，895．網 1，5㈱59．16 979，η6，8盆 450，913．02 11，965．89 944β99．4B

30和歌山 5，665，663．25 8銘，BOO，62 2留，915．81 195，457．12 519，698．現 647，67L54 681609．47 1、102，幅．14 621，441．86 351，川．73 ！4β9L15 718，1！2．69

31鳥取 4，571，113．43 6341165．08 208，219．95 185，456．37 213，1聞。99 4駆，呂13．16 訂，147．68 1，172，741．00 416、§03．09 268、7訪．28 6，974』6 428，810．14

32島根 4，653，779．10 656，203．05 203，630．85 208，117．15 189，975．25 4詔，9闘．77 75，012．83 1、O鵠β82、90 榔，375．41 2841306．52 6，733．14 421，020．14

33岡Iil 6，59f，622．57 1，留7，816，52 266，804．53 231，289．55 321，950．96 6国，蹴52 53，558．22 11096，013．07 513，15L37 633，236．91 9，709．00 612，776．80

34広島 5，124，948．58 976，077，8i 2931932．図 2“嵩63 337｝009．78 621脚．31 76，947．15 呂99，293．07 501，776．45 528，939．63 9，301．18 637，761．36

呂5山　口 4，974，130．86 834，2：？．61 2431313．11 513，548．49 231，65？．57 5お，5別．98 77，307．50 702，804．9⑦ 4妬，871；02 3駈，6聞、26 8β07．84 425，42呂．45

a6徳高 31700，937．99 后42，114．72 215，893．47 173，535．32 205細．07 ‘4819錫．57 53，028．12 1、0貿，462．85 4㎎，804，36 376，5鈴，62 7，032．07 362，379．31

37香川 6，560，154．25 1，734，‘93．53 267，922．2B 2記，626，97 314，693．65 580，599．69 61、2弱、？9 1，ゆα5、5勾．56 粥，98724 5酪，523，0B 13，697．44 59B，6畠．79

3a愛．媛 4，姻，079．87 　，
Q87，536．21 225，2訪，17 369，2B7．27 ’5鵠，441。96 66β36．50 エ1062，199．08 5131264．57 4麗，2朋、47 9，145．33 465，382』3

39高知 3β7313〔1．OO 626，199．89 200，62LO3 153．0％、18 168，897．25 392，6肘，72 67，609．58 811，5糾．78 421，946．σ9 30417粥．44 6，095．74 325，422．88

40福岡 6、641，637．§5 ．ユ，272脚、30 　　　・
R14，18L68 24呂β9LO9 2師，724．15 ．・6駆，145．67 119，513．57 866，345．言6 435，133．16 543，149．74 20，715．45 5ゐIOB7，69

41佐賀 6，518脚145 1，152，258．03 316，！85．47　　．

捌，4田，33 252，447．79 570，5銘．19 113，75L20 鵬4卯．oo 385，059．06 407，152．50 三8，425』3 4制，67L56

42畏崎 3，569，877．30 897，482．go 466，599．99 蹴582、68 211，7砥工6 486，789．61 邸51．92 668，617．76 3器、483，17 247，56LO1 22，054．75 350，257．75

‘3旗本 4β18，265，69 1，028，774．24 356，768．31 2gaβ22．38 219，056．80 5U、189．96 119，226．40 931P9関．41 410，466．98 346，420．17 §β3L32 335，48伽

‘4大分 4β36，405．76 853，564．39 232，415．27 205、79UO 215，593．40 楓403．90 η，侶L87 84211砺154 447，892』2 340，013．品 10，973．32 銅7、676，呂6

45宮崎 3，182，貿6，89 5841755100 274，0訂．67 197，引認」6 144，0a7，88 4D8脚．9呂 品，55？．齢 67§，842．95 429，347．39 30ε，404．71 6，545．40 ”工，463．69

45鹿児庵 4，！嗣1653，34 847，489．12 700，610．4呂 394，957．39 195ρ89102 551，522．91 165，657．35 醜71386．園 451β33．33 750β48．53 】7，119．36 448，925．36
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第4－2表　日本農林畜産物生産物ポテソシャル（昭和48年）　　　　単位：百万円・km

米 麦類糊／・・囎野繍類講撫講欝（繭上繭）臨

1北海道 3，949 50 4，219 732 578 628 632 148 1，151 1，861 166 170

2青　　森 6，658 44 2，175 270 271 1，305 1，983 418 3，024 1，765 248 222
3岩　　手 7，784 77 2，331 259 244 1，510 1，314 596 3，577 1，716 437 286

4宮　　城 11，635 113 2，403 326 281 2，260 2，414 730 3，018 2，180 861 429

5秋　　田 8，835 49 1，597 423 226 1，385 1p354 404 4，065 1，468 340 267

6山　　形 10，282 74 1，797 262 225 1，869 3，056 521 2，742 1，733 746 370
7編　　島 9，716 133 2，456 335 296 2，512 2，383 958 2，169 2，129 1，206 446

8茨　　城 10，680 347 2β90 581 300 4，579 2，222 1，066 2，786 3，248 1β89 818

9栃　　木 10，435 319 2，559 403 255 5，664 1，900 856 2，188 3，105 1，304 684

10群　　馬 8，330 280 2，546 393 271 4，160 1，893 1，108 2，591 3β93 2，732 706

11埼　　玉 10，027 305 2，788 601 291 5，762 2，194 664 2，828 4，489 2，225 1，313
12干　　葉13東　　京 9，869

Xβ72

215
Q59

2，532

Q，872

246
V04

329
R27

5，799

U，235

1，937

Q，292

570
U25

2，662

R，155

4，033

S，693

1，159

P，862

1，100

P，493

14神奈川 7，625 182 2，463 525 254 4，871 2，068 511 2，730 4，109 1，251 1，175

15新　　潟 10，955 80 2β40 271 222 2，318 1，885 569 2β68 2，091 731 497

16富　　山 9，183 59 1，315 246 190 1，988 1，566 381 2，853 2β81 516 456

17石　　川 8，607 55 1，237 250 192 2，047 1，521 415 3，080 2，464 446 447
18福　　井 8，214 53 1，191 244 180 2，001 1，450 334 3，584 2，990 412 492

19山　　形 6，144 111 1，567 310 236 2，684 3，275 469 3，055 2，330 1，716 637

20長　　野 7，233 85 2，031 266 211 2，726 2，198 449 4，174 2，212 1，238 616

21岐　　阜 8，403 66 1，573 320 240 3，461 2，073 383 6，242 3，918 545 959
22静　　岡 6，425 91 1，545 390 205 2，957 1，880 367 3，653 3，132 700 940
23愛　　知 9，003 68 1，723 354 259 4β15 2，393 386 6，142 4，730 570 1，289

24三　　重 9，315 63 1，268 310 212 2，842 1，903 330 4，986 3，300 430 834
25滋　　賀 10，977 60 1，265 291 282 3，024 2，413 338 5，347 3，460 451 787

26京　　都 11，572 60 1，277 288 279 3，024 2，572 331 5，349 3，485 430 811

27大　　阪 9，033 59 1，259 273 269 3，044 2，661 328 4，695 4，067 377 863
28兵　　庫 8，046 59 1，268 256 217 2，514 2，002 335 3，983 3，426 356 692

29奈　　良 8，158 54 1，138 257 258 2，772 2，827 304 5，403 3，152 360 750

30和歌山 5，729 49 953 223 235 2，003 2，797 269 3，534 2，211 313 620

31鳥　　取 3，431 48 928 182 109 940 781 280 1，650 1，140 215 255

32島　　根 5，685 52 1，071 223 142 1，415 1，411 379 3，380 1，731 316 421

33岡　　山 7，724 89 1，595 272 202 2，151 2，058 627 3，975 3，208 326 630

34広　　島 6β09 65 1β63 276 177 1，639 1，448 429 3，925 2β61 287 573
35山　　口 6，025 68 1，118 274 141 1，561 987 338 3，232 1，902 243 475

36徳　　農 5，147 94 1，155 262 180 1，992 1，456 507 3，887 2，194 390 497
37香　　川 7，533 130 1，454 299 209 2，393 2，192 816 3，660 3，538 319 773
38愛　　媛 5，683 79 1，543 283 168 1，756 1，633 462 4，245 2，436 347 663
39高　　知 4，630 54 987 249 152 1，794 1，167 391 4，279 1，686 321 437
40福　　岡 8，243 152 1，421 370 175 2，135 1，859 355 3，263 2，714 266 870

41佐　　賀 8，512 161 1，761 419 186 1，956 、1，389 413 3，154 2，262 284 772
42長　　崎43熊　　本 4，672

U，648

91
P53

1，062

Q，522

633
T22

138

P76
1，471

P，933

　　872

P，040

444
U26

2，313

R，757

1，645

P，978

291
S56

579
U26

44大　　分 5，375 102 1，641 372 140 1，525 1，042 634 3β76 1，614 315 511
45宮　　崎 3，999 81 2，747 670 127 1，732 626 476 3β89 1，502 324 416

46鹿児島 4，129 81 1，413 1，431 236 1，451 630 537 3，784 1，731 369 536
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　凡　　例

一一一@都道府県境界線　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱

　　　等ポテソシヤル線

………@海の部分のポテソ　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　35
　　　シヤル線　　　　　　2　　　2
　　　　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　ンシャル値　　　　　　30　，　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　・一・”　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a．r　　　50

t・・…

P幻 阜ｲ・5・　　　，e　翠癬

l　　　　　　　　l
　・rco°4e　　　　　　　　　　31。・
　50　、「t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・A’7　60

ρ6

J。6　　　　　　ウ5°畝，銚
，雛てつ　　　　　　　　　　　　　　v｛r12°

び3ﾓ、・’　　　°2°°㎞縄1・　　　　°2°°蜘

　　　・0　戦：1嘲拘一トル　＼瀞　　ige位・・万円榊一・・

第4－3図　米等生産物ポテンシャル線図　　　　第4－4図　麦類生産物ポテンシャル線図

　　　　　　（昭・10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭．10）

　　　　　　　v’　．∫　’　叩　　　　　　　　　　　　　。　、。織’。　1

傷・ff2’“・ヲ　　　　　む疲亥11°1鐵・・°°1°

、1轍．劉　it°　　　　　羅、，　・・。

90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛o

　　　　　　　　　’　　　　　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　ギ　／　　　　　　1・9　5，i，1

　　　　　　　　　て・・　　　　　　　　　　　　騒
　　　　　　　1ポ　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し1

　　　　　　．k一騨伽　　　　　　　　　　　　P・・鵬

　　　　　蘇霧畢　　　　　　騰灘塗，。

み一甑欝306°　　鼻繍餌ん糎

。・’

＝h　、’　　　　　　0　200㎞　♂p’・　　　　　　　　・　20。㎞

4蜀　　幽単位：1万円・・メー・ル　難゜．11戦・・万円・・メー・ル

第4－5図　いも類等生産物ポテンシャル　　　　第4－6図　雑穀。豆類等生産物ポテソシ

　　　　　　線図（昭・・10）　　　　　　　　　　ヤル線図（昭・10）
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凡　　例

。　　都道府県庁所在都市

　　等ポテソシャル線

e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n

シヤル線　　　　　　　　　　　　　　　・・　　2°

．輔1、撫　　　　ll2｝IC，％a
　　　　　　　　　　　塾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　“・’・’
　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　i“一（薗　　　　　　　　　　　　　　　゜1’
　　　　　　　　　　　、～、．　ユ5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　　

、， `隔

，．。L：（－　1　㌧・・…・・　　　　　　　95°鯉　，　56・
．I　　　　ロ　ね　’　　　　　　　2o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　d’　ハ

゜剛　　
ユ5

@　　し」9・㎞　♂　’　　　　　　・　…㎞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　15
　　。0　　粒・・万円キ・メーFル　。0°　単位・・万円・…一・・Fル

第4－7図　果樹等生産物ポテソシャル線　　　　第4－8図　野粟類等生産物ポテンシャル

　　　　　　図（昭，10）　　　　　　　　　　　　　　　　線図（昭．10）

噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

゜　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

　　　　　　　ギ2。　　　　N3°3°4。
　　　　　　　　　・・一・t：・，、。　　　國　　　　4。：一・1：、レ13

　　　　　　　　　3。　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5。　°

　　　　　　　　　・・一”一・・　　　　　　　　，。’豊で『ノー1・・
　　　　　　　　　　　ロ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　談叢　　　　　　　’＆陰脚

7°γハ16　，　　°　　　　　　　　　｝1：A／”’：’1’・・1／　y　回

・・’

Ve・’ @　　・2・・kU・’i轟　　　　・2・・1・n

　　　．o　戦：千円榊一トル　3・o　））ktSZ：　1万円榊一トル

第4－9図　飼料用作物等生産物ポテソシ　　　第4－10図　繭等生産物ポテソシャル線図
　　　　　　ヤル線図（昭．10）　　　　　　　　　　　　　　（昭，10）
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　凡　　例

一一一 s道府県境界線

　。　　都道府県庁所在都市　　　　　　　一30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　　等ポテソシャル線

………@海の部分のポテン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

　　　シヤル線　　　　　　　　　　　・40

　　　禦鞭ポテギ・｝ii，：’　　　　ギ

　　　　　　，・　、。。、ヂ継・　　　　　t。＿．．3．募’ζ聯

，．、．
髢ｲsl　9、，謡撃麟欝鮮

〆餓・調　　・2・・kU簾μ　　　　＿・hn
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40ノ　、

　　．〃　単位・・万…メー・ル5°〃°4°　単位・・万円・・メー・ル

第4－11図　林業等生産物ポテンシャル線　　　　第4－12図　工芸作物等生産物ポテンシャ

　　　　　　図（昭．10）　　　　　　　　　　ル線図（昭．10）

qo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　go

　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30K　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　1・v　　　　　　　l　益
　　　　　　　　　〆　3。；Yl。　　　　　　　　　　　L煽圏
　　　　　　　　　　　　　40　（◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔’
　　　　　　　　　　　　　・。一・　　　　　　　　　　3°・か

　　　　　　　　　　，総諭　　　懇：調

　　　　　　嘉鵜｝燕i　　　　・・撃鰹継
，即8° h・響蛾御梱　　，．（K難8

，° D．・fgl・（・　　　　纏ve’・1・
°’t

F灘’．　　　　°2°°km♂羅　　　　゜2°°kU

　　ン　　単位・・万円柳一・・レ　．o　単位・百・綱一・ル

第4－13図　畜産物等坐産物ポテンシャル　　　　第4－14図　花ぎ・その他等生産物ポテソ

　　　　　　線図（昭。10）　　　　　　　　　　　　　　　シャル線図（昭．10）
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凡　　例

一一・一 s道府県境界線　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，。

　。　　都道府県庁所在都市　　　゜

　　　等ポテソシャル線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

・一…・ Cの部分のポテソ　　4°．　　　　　　　　　　　　　．
　　　シ・・レ線　　，。　。

1樋、，

　　　　　　　　　8°窯　　　　　　　　　　　 ・：8・

　　　　　　　　　go　．°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　（

　　　　　　　　　　　’｝．？8　　　　　　・・、’．ノ1・

　　　　　　　　9二考゜°　　　　　　　　　。97xv
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　　　　　　・　’・煙～　　　90　　　　　　　　　　　・・へ転・，：粥鳳’　　。0

，　死塗1軽、。　8°　　　’豚・ii重Vi・・8°

顎癒．．（）　5°　　　　　　　　，”灘゜・

♂ue　・。　　　　°2°°㎞び8°聯w76　　　　°2°°㎞
　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80

。o° @戦・1齪キ・メート・レ　。o　　戦：莇円柳一トル

第4－15図　米等生産物ポテソシャル線図　　　　第4－16図　麦類等生産物ポテソシャル線

　　　　　　　（昭．48）　　　　　　　　　　　図（昭・48）
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　これらの計測結果の数値や等生産物ポテンシャル線図から，農淋畜産物の立地類型を

考察するに，次章の長野県の　　　　　　第4－3表　日本農林畜産物の立地類型

場合と同様，都市消費型，都

市消費・生産地消費混合型，

生産地消費型および生産地型

に類別すると，つぎの第4－

3表のとおりである。

　農林畜産物の立地類型が戦

前の昭和10年と戦後の同48年

とで異なるのは，

　米（都市消費型一→生産地

　　　消費型）

　雑穀・豆類（生産地消費型

　　　一→生産地型）

の2種類の農産物である。以

裏縣癒〆墜1昭和・・年1昭和48年

1米

2麦　　　類

3雑穀・豆類

4い　も　類

5野　菜類
6果　樹類
7花き・その他

8工芸作物
9畜　産　物

10繭

11飼料用作物

12撫生轟）

都市消費型
都市消費・生産地消
費混合型
生産地消費型＊

生産地消費型

都市消費型

生産地型

都市消費型

生産地消費型

都市消費型

生産地消費型

生産地消費型

生産地型

生産地消費型
都市消費・坐産地消
費混合型
生産地型

生産地消費型

者肺消費型

生産地型

都市消費型

生産地消費型

都市消費型

生産地消費型

生産地消費型

生産地型

上の結果について若干の農産　　＊「地方消費型」という方が適切であるかもしれない・

物を考察するに，まず米は，戦前においては主食としては上等なもので大都市が食糧と

して消費量が多く，地方の生産地の自家消費は比較的少なく，生産地ではほとんどが換

金作物の主体であった。したがって，大都市周辺と生産地において生産されたものと推

察される。ところが，戦後においては米はどこの地域においても主食となり，輸送手段

の便も良好になり，もはや大都市周辺に集中する必要もなくなり，ここに生産する地域

で消費されそれぞれが立地魚となるに至ったとみられる。

　っぎに麦類をみると，戦前は，いわゆる「麦飯」といい，主食に米と麦とが混ぜられ

て消費されたし，また，パソ・ケーキ類は大都市にて多く麦類が使用されたため，麦類

は都市消費・生産地消費混合型として都市周辺地域に多く作付されたものと推量される。

しかるに，戦後は，もはや麦類は主食として消費されず，またパン・ケーキ類の原材料

としてはどこからも移送できる交通の便の良さもてつだって，都市および地方の生産地

において生産・消費されるものと考えられる。

　さらに，果樹類は，戦前においては，生食用としては贅沢品であって，資本・労働集

約的農産物として生産地に立地して大都市へ出荷するという取引形態であった。したが

って，戦前においては生産地型であった果樹類が，戦後においても，果物の消費の大衆

化，多量消費化がすすみ，ここに一層生産に適する主要生産地に立地するのが適切にな

ったようにうかカミわれる。

　最後に，繭は，戦前においては繭の移出先である製糸工場が比較的生産地にあったが

ため，生産に適する立地条件の良好な地方の生産地に立地された。しかも戦後において

も，製糸業は衰退し，大小多くの都市における製糸工場はほとんど消えて，地方へ移り，

繭の生産地へと移動したため，ここに繭は生産地消費型立地のままと推察される。戦前
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と戦後とまったく同じ農林畜産物の立地類型をなすのは，三つの型をなし，

①　都市消費型

　　　　野菜類　　花き・その他

　　　　畜産物

　②都市消費・生産地消費混合型

　　　　麦類

　③生産地型
　　　　果樹類　　林業（素材生産物）

　④　生産地消費型

　　　　いも類　　繭

　　　　工芸作物　　飼料用作物

である。これらは，戦前も戦後も農林畜産物の用途がほとんど異ならないためと推察さ

れる。

　いま戦前の立地模型と戦後のそれを描くとつぎの第4－27図のようである。

　　飼料用作物　　　　　　　　　　　　　　　　飼料用作物

　　　林産物　　　　　　　　　　　　　　　　　林産物

CA）｝Pk前（昭和10年）　　　　⑧戦後（昭和48年）

　　第4－27図　農林畜産物の立地類型モデル

　以上，グラヴィテn・モデルの計測結果からうかがうとき，等生産物ポテンシャル線

図と生産物ポテソシャル値とから，

　①「頂点＝焦点」の位置

　②等生産物ポテンシャル線の間隔の大きさ

　③等生産物ポテンシャル線の同心円的形態一波型の集約型・粗放型一

　④等生産物ポテソシャル線の全体の方向

などを考察して第4－27図のようなモデルが描ける。この図から明白なように，これは

まったく，内容こそ異なれ，チューネソ圏構造としてみられ，都市を中心として
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（i）都市消　（ii）食糧用農畜産物　　　　　　　　　　（iii）資本・労働　（iv）「高地代＝＝

　費　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　集約的農産物　　　　高利潤」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y　生産地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「低地代＝
型　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低利潤」

の形態と考えてよいように推察される。

副食的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
灘架鷺惣龍用農産物｝灘讐物

第5章　グラヴィティ・モデルによる計測結果からみた

　　　　長野県農業の地域構造

第1節長野県農業立地の特色

　日本農業は一般的にいって，他の産業に比すれば衰退過程にある。長野県農業もその

例外ではない。しかし農業は他の産業と同様，目本にとってきわめて重要である。した

がって，何か適切な方策があるならば，この農業政策を見出して強力に実施して，農民

の生活の向上と農業の成長を通して国民の福祉の増進をはかることが必要である。

　斬新的な農業政策を探索するためには，一つの前提として，農業の地域構造を適確に

把握しておかなくてはならぬ。基礎的な農業の構造が理解されてこそ，ユニークな農業

政策が安心して実行されていくという認識が大切である。

　そこで，本章では，長野県農業の地城構造をグラヴィティ・モデルを援用して明確に

していこうとするのが，「もんだい」である。しかもこの場合，戦前と戦後とを比較し

て，長野県農業の地域的特性がどのように変質変容したかも明らかにしていきたい。は

じめに簡単に長野県農業立地の特質を述べて，グラヴィテa・モデルによる計測結果を

考察するよすがとしたい。

　まず長野県農業立地の特質をあげるとすれば，周知のように高冷地農業ということで

ある。長野県の耕地はほとんどが標高200m台から1，5001nにも達する位置に分布してい

る。全国的には昭和52年で，水田の68％と畑の55％が100m未満の低地に存在するのに比

すれば46），その特色は納得できる。したがって，長野県の農民は・標高800皿で気温年平

均10°C，1，000m附近で気温年平均8°Cという高冷地を念頭に入れて農業経営を適切な

形にして対応すべく努力してきた歴史の連続といえる。しかし，この冷源な高冷地では，

長野県を平均して，家畜の生産能率を高め，疏菜・果樹および花きのような園芸作物に

は適している。

　つぎは，長野県の農地は，比較的傾斜地に多く，とくに畑地は15°以上の急傾斜地に

あることをあげうる。したがって，土地利用基盤整備事業の実施が，他の地域よりも遅

46）　関東農政局長野統計情報事務所編『米と長野県農家の推移』1979，p．1．

　　標高と気温については，つぎの図のとおりである。（つぎのページへつづく）
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れている。たとえば，全国的には区画30a以上の水田の整形ずみのものの割合が14．5％

もあるが，長野県は僅か4．　4％VZすぎない（昭和52年）とか，耕地面積に占める水田の

み▽・畔割合が長野県平均でe｛k13．　3％もあって，全国平均の6．　6％の約2倍にもあたり，全

国一高いといわれている47），がごとくである。戦前は，この傾斜地を利用しての桑栽培

（前のページからのつづき）
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附図5－1　中央高地における高冷地の年平均気温と標高（地名につけた括弧内の数字は緯度

　　　　　を示す。1964年理科年衷および長野地方気象台資料による。）
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47）関東農政局長野統計情報事務所編『前掲書』P・4・
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がなされ養蚕業の盛況をもたらし，戦後の現在ではりんご，もも，ぶどう，なしの果樹

栽培に代替されている。

　さらに，農業立地の特色をうかがうと，いま，10a当り年水稲収穫量の大きさと増加

率から，比較的容易に長野県農業地域区分をタイプ分けすると4類型になるといわれて

いる。すなわち，昭和49年をとって考察すると，つぎのようである48）。

　第1型：10a当り米収穫量と，前期との増加率が，ともに県平均より大きい地域……

　　　　　北佐久郡・南安曇郡・北安曇郡

　第皿型：10a当り米収穫i量は県平均より低いが，前期との増加率が高い地域……南佐

　　　　　久郡・西筑摩郡・上高井郡・下高井郡

　第皿型：10α当り米収穫量は県平均より多いが，前期との増加率は低い地域……上田

　　　　　市・小県郡・諏訪市・岡谷市・諏訪郡・茅野市・上伊那郡

　第】V型：10a当り米収穫量と，前期との増加率が，ともに県平均より小さい地域……

　　　　　東筑摩郡・下伊那郡・上高井郡・長野市・上水内郡・下水内郡

　このように，長野県農業の中心である稲作の地域区分からわかるように，第1型は生

産性が最高で，第IV‘型は生産性は最低であり，第皿型，第皿型は中間的な生産性であっ

て，県内の地域格差はかなり大ぎいと推察される。しかし，この県内の農業地域区分は，

固定してはおらず，年により，類型の変動しているものの見受けられるものも多い。た

とえば，うんか類の大発生や冷害が県内の局所的に起こった年は第工型から生産性の低

いタイプに転落したり，栽培技術の改善がみのって第］V型から生産性の高いタイプへ上

昇した地域もあることはことわっておかなければならぬ。

　最後に，所得面における地域格差を，都市近郊，平地農村，農山村，山村という地域

区分によってみると，かなり大きいものがうかがわれる。この地域区分によって農業生

産額構成比を昭和41年度についてみるとつぎのようである。

48）柄沢昭功「長野県における農業生産力の発展過程」（関東農政局編r長野県における農業水利

　の展開と農業発展』1970，p．171．）

　なお，昭和10年の前の時代の長野県の農産物価格の状況はつぎのとおりである。

　　　　昭和恐慌期における畏野県の農産物価格　（昭和7年）

品　　　目 ［反当収到収入額 支出額 収　　支

石 円銭 円銭 円銭
米 2．77 60．94 57．02 3．92

小　　　麦 2．08 30．16 25．94 4．22

大　　　豆 1．30 17．55 14．03 3．52

大　　　麻 20貫 49．90 47．63 2．27

コソ昌ヤク 450 270．00 186．89 83．11

薬用昌ンジソ
土根30貫｛種子1升

254．44 129．77 ユ24．67

籍球白暴
3，500本1，000貫 47．50

V0．00

35．65

T1．20

11．85

P8．80

ゴ　　ボ　　ウ 500 70．00 56．45 13．65

カ　ン　ラ　ソ 800 56．00 40．25 15．75

リ　　ン　　ゴ 280 94．50 79．55 14．95

日本ナシ 780 25α00 125．62 124．38

ク　　ル　　ミ 2、40石 48．00 34．56 13．44

゜マ　　　　　　　ユ 17，195貫 51．59 64．35 △12．76

円銭〔備考〕1）　『長野県農会報』214号による。
　392　　　　2）昭和5年小布施村の紅玉の収益を

　3．52　　　　　みると，
　227　　　　　　収入201円96銭，支出130円30銭，

83・11　　　　　　差引所得81円61銭であった。

・2…67 @3’耀謀雛識灘藁塵
｝畿　　 総蝋騰・98・，P・…
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①都市近郊……米43，5％，果樹17．0％，畜産14．　5％，野a914．　3％，養蚕5．3％

②平地農村……米45．0％，果樹23．6％，畜産13．4％野菜8．8％，養蚕4．9％

③農山村……米35．2％，畜産18．6％，養aS14．　3％，野菜11．3％，果樹10．2％

④山　　村……米35，6％，野菜19．2％，畜産17．6％，養蚕14．　6％，果樹4．9Ao

　　　　　　　　（柳沢昭功「前掲論文」関東農政局編『前掲書』p．194参照。）

　このような生産額構図からも推察されるが，昭和39年度の所得関係を表示するとつぎ

の第5－1表のようである。

第5－1表経済地帯別粗収益・所得格差表（『農林統計書』単位：千円）

農家1戸当り粗収益
農業専従者1人当り粗収益

耕地10a当り粗収益
耕地10a当り生産農業所得
農業専従者1人当り生産農業所得

農家1戸当り生産農業所得

435

267

64

36

151

245

平地農村

542

280

60

36

169

328

農山村

345

234

51

29

132

247

山　　村

353

196

44

23

105

190

　　　〔備考〕柄沢昭功「前掲論文」（関東農政局編r前掲割PP・19ト198・）

　この表から明らかなように，農業の粗収益や所得は都市近郊と山村とでは大きな格差

がみられ，今後は農産物生産構成の選択と農業技術の改善によってこの格差是正を考え

なければならぬ。

　第2節計測結果からみた農業の地域構造

長野県農業の地域構造を探るために，肩櫛の言鯉をふまえて，具体的にグラヴ・テ・’

モデルにしたがい，長野県の農林畜産物の生産物ポテソシャルを計測した結果をみよう。

　前述のような具体的計測力法によって求めた長野県農林畜産物の各生産物ポテンシャ

ル値は，昭和10年については第5－2i表，同48年については第5－3表のごとくである。

　さて，最後に，生産物ポテンシャルから，長野県農業の地域構造を探るために，第5－

1図のような郡市の範域の昭和10年，第5－14図のような郡市の範域の同48年の各農林

離物の生産物ポテンシ。ル働基礎セ・して，前節で模型図をもって描いたよう鱒生

産物ポテンシャル線図を描くと，つぎのように，昭和10年は第5－2図から第5－13図

まで，同48年は第5－15図から第5－26図までである。

　これらの図から直観的に理解できるように，それぞれの農林畜産物の等生産物ポテソ

シャ〉レ線の態様は，前節に述べたように，（1）都市消費型等生産物ポテソシャル線，②生

産地消費型等生産伽｛テソシ・・レ線（・）生産地型等生産物・】ミテソシ・ル線（4）都市消

費・生産地消費混合型等生産物ポテソシャル線の四つの類型に分類できる。このような

4類型をすべての農林畜産物ごとに，等生産物ポテンシャル線図を考察しながら，あて

はめてみると，つぎの笛5－4表のとおりとなる。
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第5－1図　昭和10年長野県全図　　　　　　第5－2図　米等生産物ポテソシャル線図
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第5－7図　野菜類等生産物ポテンシャル　　　　第5－8図　飼料用作物等生産物ポテソシ

　　　　　線図（昭・10）　　　　　　　　　　ヤル線図（昭．10）
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第5－9図　繭等生産物ポテンシャル線図　　　　第5－10図　林業等生産物ポテソシャル線

　　　　　　（昭．10）　　　　　　　　　　　　　　　　　図（昭．10）
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第5－11図　工芸作物等生産物ポテンシャ　　　　第5～12図　畜産物等生産物ポテソシャル

　　　　　　ル線図（昭．10）　　　　　　　　　　　　　　　線図（昭．10）
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　　　　　　単位；10円・キロメートル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iほm
　　　　　　　　　　　　　だ　　　　。　轟，．

　　　　　6°hl・・　　　　。繍鰯藍。撫
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　　　　　　　　　　　　　。　　郡市測定地点
　　　　　　　　　　　　　　　　等ポテソシャル線

　　．5。　　　　as線磁値はボテソシヤノ聴
第5　－13ec花き・その他等生産物ポテソ　　　tUt　S　－14図昭和48年長野県全図

　　　　　　シャル線図（昭．10）

　　　　　　　　　jMif：100万円・キ・メートル　　　　　　　」ll位・1・・万円゜キ゜メートル

　　　　　　　　　　　　　　　7一　　
9

　　　　　膨璽繍　　　、。，聡鐸

　　　　　　；濁　　　　　　　葡Y

　　　　　　　11oo

第5－15図米等生産物ポテンシャル線図　　　第5－16図変類等生産物ポテンシャル線
　　　　　　　（昭，48）　　　　　　　　　　　　　　　　　図（昭，48）
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　　　　　　　　　単位：1。on円・キロメーFル　　　　　　　　　単位：1。0万円’キ゜メートル

　　　　　　　　　、。・・燃’　　　　　　2°滋尋
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　　　　　　　　　　　　　各線の数値はボテソシャル値

第5－17図　いも類等生産物ポテンシャル　　　ee　5　－18図雑穀・豆類等生産物ポテンシャ

　　　　　　線図（昭，48）　　　　　　　　　　　　　　　ル線図（昭．48）

　　　　　　　　　単位：100万円・キロメートル　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：leorj円・キロメートル
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　　　　　　　　600　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600

第5－19図　果樹類等生産物ポテンシャル　　　Aes　5　－20図野菜類等生産物ポテソシャル

　　　　　　線図（昭，48）　　　　　　　　　　　　　　　　線図（昭．48）
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第5－21図　飼料用作物等生産物ポテンシ　　　　第5－22図　繭等生産物ポテソシャル線図

　　　　　　ヤル線図（昭．48）
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第5－23図　林業等生産物ポテソシャル線　　　　第5－24図　工芸作物等生産物ポテソシa・

　　　　　　図（昭．28）　　　　　　　　　　ル線図（昭・28）
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　　　　単位：100万円・キロメートル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：100万円・キロメートル

　　　　　　　　400　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100＼
　　　　　　　600　　　」g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150　　　．‘

購＿°2°km　　犀鱒渋＿°2°㎞

1　凡例　　　　　’戦’・

　　　　　　　　　　各線の数値はボテソシヤル値

第5　－25図　畜産物等生産物ポテソシャル　　　　第5　－26図　花き・その他等生産物ポテソ

　　　　　線図（昭．48）　　　　　　　　　　　　　　　シャル線図（昭．48）

　これらの図や表から明らか　　　　第5－4表等生産物ポテソシャル線図からみた

なように，昭和10年と同48年　　　　　　　　　長野県農林畜産物立地類型

とは洛麟龍伽立地類訣1昭和1・年1昭和48年
型は若干異なっているものも　　1水　陸　稲

ある。とくに，いも類は戦前　　2大小裸麦

は主として生食糧用として農　　3飼料用作物

産物であっただけに都市消費　　4い　も＿類

型であ・koの・・甑轍：鍛噸
も焼酎・ポテトチ・プス・そ　7果樹類

の他加工用としての用途が支　　8エ芸作物

配的であるため，都市周辺に　　9林　　　業

立地する必要ができたので都　　10畜　産　物

市消費型一本になっておる。　11繭
また淋業も識前嚇木12花き’その他

炭として燃料用にも利用され

都市消費型
都市消費型
生産地消費型

都市消費型
都市消費型
都市消費型

生産地型
生産地型
生産地消費型

都市消費型
生産地消費型

都市消費型

都市消費・生産
地消費混合型
生産地消費型

生産地消費型

都市消費型
都市消費型
生　産　地型

生産地型
生産地消費型

生産地型
生産地型
生産地消費型

生産地型

たので都市消費型であったのが，戦後はもはや薪炭用はほとんどなく，木工家具・建

築・土木材料として利用されるに至り，生産地型に変化してしまった。さらに畜産物も

冷凍技術・腐敗防止施設の進歩から，都市消費型であったものが，生産地型に変ったし，
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花き・その他は戦前は都市周辺でなくては新鮮度を減少させる心配があったが，高速道

路その他道路の整備によって，交通の便がよくなったため，もはや必ずしも都市周辺で

なくても，生産地型でもよくなったといえる。水陸稲は第2種兼業が多くなり，これら

都市周辺の第2種農家は自家消費米としての生産が多くなったためかと思われるが，都

市消費型から都市消費・生産地消費混合型へと転化している。

　しかしながら，戦前（昭和10年）と戦後（昭和48年）を通していいうることは，都市

周辺に野菜類や果樹類，水陸稲畜産，花き・その他のような，資本や労働の集約的な

農産物が立地し，大木裸麦，飼料用作物，いも類，雑穀・豆類，工芸作物，林業，繭，

などのような資本・労働の粗放的農産物は都市から離れた農肉村地帯の生産地に立地す

ることが理解され，長野県農業にも第5－27図のようにいわゆるチューネン圏構造49）が

形成されていることがグラヴィティ・モデルの援用からも明らかとなったといえよう。

　林産物　　　　　　　　　　　　　　　　　　林産物

　工芸作物　　　　　　　　　　　　　　　　　輌料周作物

　㈱）　　　　　　いも類花き．工
飼繭　　　　　　　廼雑殺．まの芸

　花き．その他畜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畜滝物

類

戦前（昭和10年）　　　　　　　　　　戦後（昭和48年）

第5　－27図　長野県農業のチェーネン圏からみた地域構造

第6章　結論一チューnネン圏からみた日本農業の地域構造一一

第1節　チュ　’一ネン圏からみた小地域の農業の地域構造

　第5章において，グラヴィティ・モデルによる計測結果から，チ＝一ネン圏を念頭に

おいた長野県農業の地域構造を分析したが，本節では，それらをまとめ，日本の中の一

地域の農業の地域構造として考察する。

　前節の第5－27図の戦前のものは，昭和10年の農…業の生産物ポテンシャルからみた長

野県農業の地域構造を模式化したものである。この図から明らかなように，昭和10年で

は，長野県において，長野市，松本市を消費地のピークとする等生産物ポテンシャル線が，

第1圏では，米，麦類，いも類，雑穀・豆類，果樹類，野菜類，畜産物，花き・その他

49）　チューネソ圏構造の詳細はつぎのものを参照されたい。

　宮坂正治『農業経済立地論』古今書院，1981。
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繭，飼料用作物が生産されており，　　ag　6－1表昭和10年長野県主要農産物の移出入

これは，J．・H．。。ソ．チ。一ネソ　　　　　　　（単位：トソL

難鞠諜灘誌瓢発送撫移斐超麟過
2圏は都市の近働こも壁されるが・　米　1・・，・731・2，・S4i　・・，・nl

慰灘織難齢灘菱類1　・…31　・・464111・・649

繋簸饗ご繍餌畿雛晶馨
犠欝誼禦謝獣劉輩姦｛葵聲

霞諜灘灘饗灘物難

　297

2，594

　785

1，155

　305

9，497

10，756

　745

4，730

14，075

6，807

5，360

10，459

3，945

12，　92e

6，502

1，849

4，137

る．・・ま，第・圏と第・圏・・お・・て，生野菜1・6，　S331・1，　6461　1・4・・887

この表から明白なように，米，生甘

　151

1，729

3，368

2，008

6，163

　140

1，648

7，589

　16
　781

4，221

11

81

1，992

5，382

藷，雑穀．煙，柑繍牛，㈱繭　18・35・1・2・3S21　S4…21

長野県内での消費が生産より多いが　　　（備考）　長野県編r昭和十年：生産ト移出入』

ために移入してまかなっている状況　　　　　　　昭・10・長野県，PP・9－12・

である。第3圏は生産地消費型では

あるが都市に近い生産地消費立地であるため，工芸作物をこの圏域とした。工芸作物は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6－2表からわかるように，ほと

　第6－2表　昭和10年工芸作物・林産物の移出入　　　んどが県外移出である。第4圏生産

　　　　　　　　　　　　　　　（単位：トソ）　　地立地は林産物で，これは都市から

　　　移出入
　　　　　　　移　　H1
　　　　　　　（発送）
農林産物

移　　入

1｛蓬蓬豊 133

173

457

（到着）

1，483

　8
2，559

差　　　引　　最も遠く離れた位置に立地し，第6

移入超過脚溺一・詠もあるようtZ・竹を除いてす

1，350

2，102

　　　べて移出超過となっている。同じ第

165　5－27図の戦後のものは昭和48年の

　　　長野県農業の農業生産物ポテソシャ

讐 333，010　　23，430

145，245　　22，441

55，422　　　7，923

27，855　　10，351

　　72　　1，895

309，580　ルからみた立地構造の模式図である。

122・　804　　戦後の昭和48年になると，同10年

47，499
　　　　　の農業立地構造は若干異なる。第1
17，　504

　　　　　圏は米，野菜類，畜産物で都市の消
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72　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　坂　正　治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6－5表　全国標準化生産物ポテソシャル値（昭和10年）

米 麦類 いも類
雑穀・

､類
果樹類 野菜類

飼料用

?ｨ
繭 森林

ｰ採
工芸

?ｨ

花き・

ｻの他
畜産物

1北海道 一2．123 一1，572 一〇．927 0，968 一1，840 一1．496 一1。653 一1。700 一1，049 一1，417 一L425 一〇．722

2青森 一1．641 一1，559 一1．ユ14 一〇，285 0，849 一1．208 一1．536 一1．444 一L395 一正．646 一L273 一〇．999

3岩手 一〇．270 一1，156 一〇，759 1，008 一〇．792 一〇，710 一1．207 一〇．956 一〇．293 一L354 一1，044 一〇。783

4宮城 一〇．557 一〇，696 一〇．599 一〇．035 一1．039 一〇．675 一〇．988 一〇．469 一〇．805 一1，015 一1，023 一〇．714

5秋田 一〇．842 一L466 一LOO6 一〇．766 一1．055 一〇．966 一1，322 一1、159 一〇．868 一1．524 一1．171 一〇、911

6山形 一〇。339 一1．135 一〇．792 一〇，596
一〇。977　　幽

一〇．723 一1．051 一〇．472 一〇，816 一1，028 一〇．924 一〇，766

7福島 一〇．423 一〇，636 一〇．490 一〇．085 一〇．769 一〇．512 一〇．797 一〇．169 一〇．361 一〇，347 一〇．843 一〇．635

8茨城 0，036 1，326 0：599 0，931 一〇。661 0，251 一〇，569 0，646 一〇．270 1，339 一〇，321 一〇．115

9栃木 一〇．091 1，055 0，282 0，223 一〇，822 0，175 0，048 0，230 一〇，098 L391 一〇，081 一〇．152

10群馬 一〇．375 0，822 0，281 一〇，180 一〇．691 0，105 一〇，426 1，343 〒0，102 一〇，241 一〇，000 一〇．082

11埼玉 0，780 2，560 2，612 1，446 0，261
　　，
Q．・396 一〇，104 2，310 0，557 0，664 2，957 2，101

12千漿 0，585 1，061 2，158 L351 一〇．093 工，162 一〇，361 0，800 一〇，255 0，069 0，879 0，835

13東京 0，899 2，643 3，309 1，810 0，702 3，353 一〇，093 2，389 0，783 0，779 2，979 3，180

14神奈川 0，156 1，329 2，165 0，943 0，969 1，874 一〇，325 L221 0，077 0，621　　．

1，621 1，989

15新潟 0，409 一〇，837 一〇．443 LO18 一〇，642 一〇，327 一〇．749 一〇，403 O，236 一1．024 一〇。719 一〇，548

16富山 O，743 一〇．977 一〇。481 一〇，485 一〇，408 一〇．218 2，992 一〇．432 O，371 一〇．895 一〇．786 一D．438

17石川 0，657 一1．007 一〇，514 『0，497 一〇，407 一〇．286 2，183 一〇．477 0，596 一〇，854 一〇。806 一〇．443

18福井 一〇，010 一〇．944 一〇．703 一〇．950 一〇，551 一〇，490 一〇，167 一〇，486 一〇．225 一〇，680 一〇．709 一〇，424

19山梨 一〇，810 一〇，305 一〇．262 一〇，767 一〇，302 一〇．311 一〇，371 1，056 一〇，562 一〇，831 一〇．273 一〇，287

20侵野 一〇．457 一〇．390 一〇．479 一〇270 一〇。577 一〇．351 一〇，087 1，193 0，331 一〇，877 一〇，522 一〇。422

21岐阜 0，930 0，192 0，042 一〇，381 0，366 0，599 0，417 1，511 0，86正 一〇，071 ’0，450 0，506

22静岡 一〇、414 一〇、228 0，365 一〇，795 1，612 0，088 一〇，331 0，036 0，246 2，418 一〇．237 0，049

23愛知 1，446 0，585 0，386 一〇。078 0，660 LO79 0，651 2，308 ユ．225 0，197 0，950 0，892

24三重 0，655 一〇．051 一〇，253 ア0，693 0，257 0，160 0，439 1，059 1，092 0，144 一〇。199 0244

25滋賀 2，341 0，440 一〇，014 0，545 ，L434 1，569 1．，559 1，238 2，851 1，216 0，222
，1，725

26京都 2，821 0，465 一〇，043 0，557 1，380 1，433 2，517 0，794 2，567 L183 0，105 1，439

27大阪 1，960 0β39 G，006 0，601 2。a72 1，761
0，219　　． 0，125 1，581 0，850 0，569 2，530

28兵庫 LO73 0，647 一〇．414 一〇。214 1，049 0，595 一〇．050 一〇，066 0，678 0，375 0，072 1，097

29奈良 1，036 0277 一〇237 一〇．177 1，247 0，684 0，232 0，423 2，841 0，368 O，142 0，657

30和歌山 一〇．085 一〇．341 一〇．611 一LOO2 2，416 一〇，123 一〇。337 一〇、32工 0，538 一〇，284 0，601 O，114

31鳥取 一〇，636 一〇，852 一〇．737 一1．工64 一〇，575 一〇、742 一〇，380 一〇，208 一〇．764 一〇，822 一〇，642 一〇，57呂

32島根 一〇．594 一〇，797 一〇．766 一〇，831 一〇，802 一〇，807 一〇．177 一〇．423 一〇、639 一〇．720 ｝0，680 一〇．597

33岡　山 0，382 0，757 一〇，362 一〇．490 0，490 一〇264 一〇，473 一〇．331 一〇，158 工，559 一〇，213 一〇。138

34広島 一〇，357 0，003 一〇，189 一〇．298 0，637 一〇，206 一〇．128 一〇，648 一〇，231 0，878 一〇，277 一〇，078

35山　口 一〇，433 一〇．352 一〇，519 3，664 一〇，394 一〇、497 一〇，118 一〇．965 一〇，584 一〇，378 一〇．433 一D，587

36徳島 一LO74 一〇β32 一〇．688 一1，340 一〇．647 一〇．774 一〇．745 一〇．442 一〇，829 一〇，118 ｝0，633 一〇．737

37香川 0，366 1，899 一〇．355 一〇，441 0，419 一〇，342 一〇，532 一〇．477 一〇，596 1，254 0，414 一〇．172

38愛媛 一〇，679 0，080 一〇．230 一〇，579 0，953 一〇、480 70，388 一σ．386 一〇，158 0，221 一〇，301 一〇，491

39高知 一1．239 一〇，872 一〇，785 一1，641 一1，009 一〇，959 一〇，368 一〇．790 一〇，744 一〇，586 一〇．780 一〇，826

40福岡 0，407 0，743
　　　　　・
|0，059 一〇．231 0，155 一〇．087 0，970 一〇．670 一〇．660 0，971 1，515 一〇，348

41佐賀 0，345 0，443
・－0，046 一〇，149 一〇，093 一〇，375 0，822 一〇．666 一〇・98睾 0，082 1，156 一〇，564

42長崎 一L140 一〇，194 0，929 一〇，206 一〇，589 一〇，650 一〇，318 一1．020 一〇，339 一〇，960 1，726 一〇．743

43熊本 一〇，511 0，134 0，226 0，497 一〇．518 一〇，570 0，963 一〇，596 一〇，818 一〇，314 ｝0，272 一〇，799

44大分 一〇．754 一〇。303 一〇，582 一〇。．865 一〇，552 一〇．789 一〇，114 一〇，741 一〇，578 一〇，356 一〇。014 一〇．773

45宮崎 一1．335 一〇，956 一〇，316 一〇，988 一L281 一〇．909 0，095 一1．002 一〇．697 一〇．562 一〇．709 一〇，955

46鹿児島 一〇．840 一〇，319 2，412 1，919 一〇．743 一〇，437 2，160 一〇，764 一〇．556 2，324 0，951 一〇，530
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第6－6表金国標準化生産物ポテンシャル値（昭和48年）　単位：円・km

米 麦　類
飼料用

?ｨ
いも類

雑穀・

､類
野莱類 果樹類

工　芸

?ｨ
畜産物 繭

花き・

ｻの他

1北海道 一L？21 一〇．751 3，552 1：604 4，627 一1，506 一1．810 一L687 一〇，854 一〇，870 2，140 一1．667

2青森 一〇．487 一〇、824 0，575 一〇，519 0，572 一〇．980 0，250 一〇，364 一〇。956 0，726 一〇、390 一1．490

3岩　手 0，026 一〇．4ユ2 0，803 一〇．570 0，207
一〇．821　　　　，

一〇．770 0，503 一1，008 一〇，396 0，117 一1．271

4宮城 L780 0，048 0，907 一〇．259 ，0，705 一〇．238 0，909 1，159 一〇．517 0，346 一〇．403 一〇．779

5秋　田 0，505 一〇，763 一〇．265 一〇，640 一〇，023 一〇．919 一〇。709 一〇．433 一1．270 一〇，565 0，571 一1，336

6山　形 1，164 一〇，441 0，025 一〇．554 一〇．032 一〇，543 L889 0，136 一〇，990 0，145 一〇．660 一〇，982

7福島 0，906 0，308 0，985 一〇，219 0，895 一〇．043 1，862 2，270 一〇。571 0，948 一1，193 一〇，723

8茨城 1，345 3，026 0，889 0，912 0，946 1，563 0，616 2，789 0，61正 1，268． 一〇，619 0，550

、9栃木 1，234 2，674 1，135 0，092 O，352 0，851 0，125 1，772 0，459 1，119 一1．176 0，091

10群馬 0，275 2，168 1ほ16 D，049 0，566 1，237 O，114 3，007 0，764 3，615 一〇．800 0，165

11埼玉 LO48 2，494 L469 LOO4 0，829 2，481 0，573 0，834 1，921 2，729 一〇，580 2，251

12干紮 0，976 1，341 ・1，096 1，634 ユ，330 2．，510 0，181 0，378 L440 0』67 一〇．734 1，516

13東京　　　　　　　　■ 0，978 1，913 1，591 L475 1，294 2，848 0，723 0，646 2，137 2，095 一〇．276 2，856

14神奈川 一〇．047 0，925 0，995 0．6．54 0，338 1，789 0，381 0，087 1，520 ’・1，027 一〇。671 1，769

15新潟
ユ，471 一〇．365 0，816 一〇．511 一〇，085 一〇，194 0，102 0，370 一〇．611 0，118 一LOO7 一〇．549

16富　山 0，664 一〇。642 一〇．676 一〇，630 一〇．499 一〇．450 一〇．385 一〇，549 一〇．305 一〇．257 一〇．557 一〇，690

17石川 0，401 一〇，692 一〇．790 一〇．611 一〇．474 一〇．404 一〇、454 一〇．379 一〇．218 一〇．381 一〇．345 一〇，7ユ8

18福井 0，222 一〇．720 一〇、857 一〇．636 一〇，640 一〇。440 一〇，563 一〇。777 0，338 一〇．439 0，123 一〇．565

ig山梨 一〇．721 0，026 一〇，309 一〇，335 0，111 一〇．091 2，223 一〇．119 一〇，359 1，839 一〇，369 一〇．069　　　　　　．

20長野
一〇、225 一〇，304 0，366 一〇，534 一〇．230 0，123 0，580 一〇．214 一〇，483 1，005 0，672

一〇．142　　　　　辱

21岐阜 0，308 一〇，546 一〇，301 一〇，289 0ユ63 0，694 0，388 一〇，538 ユ，318 一〇．207 2，596 1，032

22静岡 一〇．593 一〇．227 一〇，342 0，036 一〇．300 0，303 0，093 一〇．615 0，382 0，064 0，966

23愛知 0，581 一〇，526 一〇．082 一〇，133 O，405 1，357 0，877 一〇，521 2，175 一〇，273 2，502 2，160

24三重
0，26a 一〇．587 一〇．745 一〇，334 一〇．210 0，213 0，128 一〇。795 0，665 一〇，408 1，427 0，604

25滋賀 1，480 一〇．626 一〇，749 一〇．419 0，712 0，355 0，907 一〇，759
0，835　　　層■F 一〇．372 1，764 0，443

26京都 1，752 一〇。624 一〇，733 一〇．437 0，666 0，355 1，150 一〇。792 0，861 一〇1409 L765 0，523

27火阪 0，595 一〇．641 一〇．759 一〇，505 0，545 0，370 1，286 一〇，804 L475 一〇，501 1，157 0，704

28兵庫
0，145　　．

一〇．634 一〇．？45 一〇，584 一〇，152 一〇．042 0，280 一〇．772 0，799 一〇，538 0，494 0，119

29奈良 0，196 一〇，698 一〇．934 一〇．575 0，393 0，159 1，540 一〇．921 0，509 一〇．530 L81右 0，315

30和歌山 一〇。910 一〇．765 一1．203 一〇．733 0，090 一〇。438 1，494 一1．095 一〇。485 一〇．613 0，076 一〇。128

31鳥取
一1・．957 一〇．7呂4 一1．239 一〇、923 一1，572 一1．264 一1，584 一LlO41 一1．616 つ．784 一1．675 一1，375

32島根 一〇．930 一〇．723 一1，032 一〇．736 一1．131 一び，895 一〇。621 一〇．558 一〇，992 一〇．607 一〇，067 一〇，807

33岡　山 一〇．001 一〇．260 一〇．269 一〇，509 一〇，343 一〇，324 0，365 0，652 0，568 一〇、590
0，487，　　7，

一〇．094

34広島 一〇，646 一〇．565 一〇、606 一〇．491 一〇．676 一〇．721 一〇．565 一〇．311 一〇．326 一〇．658 0，440 一〇，289

35山　口 一〇，776 一〇，523 一〇，963 一〇．501 一1．152 一〇．782 　　　，
|1，269 一〇，759 一〇．811 一〇，735 一〇。204 一・ O，623

36徳島 一1，1？5 一〇．195 一〇．909 一〇，556 一〇．635 一〇，447 一〇，554 0，070 一〇，502 一〇，478 0，405 一〇，549

37香川 一〇．089 0，259 一〇馬474 一〇，383 一〇，256 一〇．136 0，571 1，579 0，917 雨0．1602’ 0，194 0，395

38愛媛 一〇．931 一〇．379 一〇．344 一〇．457 一〇．794 一〇．630 一〇．283 一〇，151 一〇，247 一〇，554 0，738 O，020

39商知 一1．411 一〇．703 一Lユ54 一〇．616 一1．007 一〇．601 一〇．994 一〇．498 一1．039 一〇．599 0，770 一〇，629

40福岡 0，235 0，543 一〇．522 一〇．058 一〇．699 一〇．336 0，063 一〇．676 0，047 一〇．695 一〇，175 0，725

41佐賀 0，358 0，664 一〇，027 0，167 一〇．554 一〇．475 一〇．655 一〇．391 一〇，431 一〇，663 一〇．277 0，393

42長崎 一1，392 一〇227 一1，044 1，152 一1．196 〒0，851 一1．444 一〇．239 一1．083 一〇．651 一1．059 一〇．268

43熊本 一〇、492 0，560 1，081 0，642 一〇．691 一〇，493 一1．188 0，651 一． O．730 一〇．363 0，284 一〇．108

44大分 一1，071 一〇，095 一〇，202 一〇．298 一1．169 一〇．810 一1．186 一〇，288 一1，115 一〇，609 一〇，070
一〇．502　　「

45宮崎 一1。698 一〇，353 1，409 1，319 一L334 一〇，649 一1．821 一〇．083 一1．233 一〇，594
0，407　， 一〇．826

46鹿児島 一1．639 一〇．353 一〇．534 4，818 0，110 一〇，867 d．814 0，217 一〇．991 一〇，514 0，309 一〇．414
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1圏にもあった野菜類が高原野菜のような県外移出の多いものが入る。第3圏はいも類，

花き・その他，第4圏は飼料用作物，繭，工芸作物，ならびに第1圏にあった畜産物生

産が立地する。畜産物のうち第1圏は鶏卵・牛乳類で，第4圏は肉類のものである。最

後の第5圏は林産物であり，これは昭和10年と同じである。

　昭和10年と同48年との農業の地域構造を比較すると，都市に近傍な消費地に立地する

農林畜産物が漸次減少した。これは一っには交通の便益が増したことや，他は保管技術，

輸送技術が格段と進歩し，もはや都市の近傍に必ずしも立地する必要がなくなったこと

を示すものといえる。

　ここで，農業生産物の生産額と生産物ポテンシャル値との相関関係をみて，一つには

どの地域が生産額の多少に依存して生産物ポテンシャルが強く左右されるかを考察し，

二つには，昭和10年と同48年とで生産額と生産物ポテンシャルとの相関関係の相違が存

在するかどうか，最後には農林畜産物ごとの生産額と生産物ポテンシャルとの比較を行

ないたい。

　そこで，この問題を解決するためには，測定単位に左右されない数値を求める必要が
　　　　　　　　；た
ある。この要請に応えるのが標準化値で，すなわち各変数のデータ値をあらかじめ，そ

の分布が平均0，分散1となるように標準化する，すなわち，標本における変数朗の

データ値を曙，その平均をXi，標準偏差を5ゴとすれば，曙一妨／5ノで求まる標準

化値にすることが必要である50）。この標準化されたポテンシャル値は長野県は昭和10年

がaC　6－3表，同48年が第6－4表，全国は昭和10年が第6－5衷，同48年が第6－6

表のとおりである。データ値によって農業生産額と生産物ポテンシャルの相関関係を昭

50）標準化回帰係数についてはつぎの書物を参照した。

　奥野隆史『計燈地理学の基礎』大明堂，1974，p．270．

　ちなみに，標準化しないデータによって得た相関関係図を長野県の米について例示するとつぎの

　ようであって，いかに相関関係がわかりにくいかが推察できよう。また回帰方程式もかかげておく。

　　　　　　長野県の漂準化しないデータによる回帰方程式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：：：：：：：鱗ポ。。シ。ル）

い＼＼年次　　　　　　　　㌦

方　　程

昭和10年 昭和48年
式

農林畜産物　＼、

1米　　　類 ッ1醤一1．0730皿1十272，72 ッ’1臨0，89977¢’1＋407，88

2麦　　　類 ッ2＝1．3928∬2十6．2753 ツ’2国1，8528¢’2－4，4942

3雑穀・豆類 ッ3需1．3158躍3十4．8727 ヅ3罵1，5638¢’3－386．16

4い　も　類 ッ4＝－1．3636鋤十8．7867 ッ’4＝1．1201必’4－0．30197

5野　菜　類 ッ5富一〇．42358必5十22，339 ヅ5臨1，0709謝’5＋2，0436

6工芸作物 ッ6富3，5391鉛r3，2900 y6皿1．0676鑑’6十46，591

7果　樹　類 ッ7繍0，86926¢7十5，6421 ツ’7國1．5720躍’7－341，93

8　　繭 ッ8踏0．44660¢8十148，61 ヅ8＝1、5004¢’8－33，288

9花き・その他 ッg＝2，2719胸一〇．4158 ヅg＝1，1010躍’g－4．3030

10林　　　業 y1。胃2．8451鋤一1，7259 ヅ10讐0，69944ガ10十474，22

11畜　産　物 ッ1ド0．20414¢11十14．877 y11＝1．7524躍’11－608．96

12飼料用作物 ッ12＝3．944工①12－3，1332 ッ’12＝2，0635ゴ12－407，02
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和10年と同48年との比較を行なうとっぎのようである。この場合相関係数の大きいこと

は生産物ポテンシャルが強く生産額に左右され，ひいては，その農林畜産物立地が生産

地型であることを示すものであり，相関係数が小さいことは，生産物ポテソシャルがあ

まり生産額の大きさに影響されず，その農林畜産物立地が，都市消費地型か，都市消

費．生産地骸混合型嘱することを示すものといえる．農林離物の生産額と生産物

ポテンシャルの相関関係図は，都市消費地型立地，都市消費・生産地消費混合型立地お

よび生産地型立地の代表的なもののみをかがげて考察する。都市消費型立地農産物とし

て米，野菜類を第6－1図，ee・6－2図，都市消費・生産地瀕混合型立膿産物と

して繭を，等6－3図，生産地型立地農林畜産物として林産物を第6－4図に描いた。

米は生産額と生産物ポテンシャルの相関関係は弱く，野菜類のそれらも同じ相関関係で

ある。繭は，昭和10年は生産額と生産物ポテソシャルの相関関係は弱いが，同48年のそ

れは強い欄関係とな。ている．林産物は，昭和・0年，同48年，ともV・生産額と生産物ポ

テソシャルとの相関関係はほとんどないとみてよいというように図から考察できる。こ

れらの関係を標準化した回帰式と回帰係数とからみるとつぎの第6－7表のとおりとな

る。この表からかなり明瞭に，生産額と生産物ポテンシャルとの相関関係について，長野

県の農林畜産物それぞれの関係の大小が理解でき，これからもほぼ都市消費型立地か都

市消費・生産地消費混合型立地かもしくは生産地型立地の農林畜産物かが見当できよう。

附図闘県の米の騨化しないデータによる生産額と盤物ボテソシ・ルの相繭係図

．生

産

金

額

十12
万

　　　　・東筑摩　　　　　　　40

・下伊那　　　　・小県

　　．諏訪　　　　　　　　生34
　　　　’南安曇　　　　　産32

　　　　　．北佐久　　　　金30

下高井・　．・上水内　　　　　　徳24

　　衛佐久　　　　　　　　　円22

　・北安曇　　　　　　　　　　　20

゜下水内　　　　　　　　　14

・西筑摩　　　　　　・闘8

　　　　　　　　・松本　　　　　4
　　　　　　上田・　　　　　　　　2

・南安曇

　大町市・・°小県　　゜上田市

　　飯姉．．茅肺゜轍摩

　駒ケ根市・・南佐久

　　肺井　諏謙
・木曽　　飯田市…　　小諸市

・下水内mrm’]纈
　　　　゜更級郡　　　・岡谷市

123456789ユ011121生勘ポテンシャル（100、。00円・和～一トル）　　th，m物ポテンシャル（1・9円・キ・メーVル）
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　　　　　生
・長野　　藤

　　　　　額

・松本

・上田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　額

。更級

十ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽長野

’北佐継癌。摩　　　下伊SC■P北熟久
　　　・南宏糞　　　　　　　　　　　　　　上未内

＋3　　　・南安量

十2

　・上伊那

・埴科

。」：高男二

調嫉加脳・・隷舞舞瓢
　　　　　二轡一　譜榊礫霊∴

　　　　　　　　　　・西筑摩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y’

　　第6－1図米の生産額と生産物ポテンシャルの相関関係図

　　　　　　Y

　　　　　　生　　・松本

畏野　　　　藤

　　　　　　額

x　　　－1上水内’

　　　　　　　南安瓠
　　下高井・
　　下水内・

　　　　北安麟・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生

十2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野
　　　・更級

÷ユ

　　’上高井　　　　　　　　　　　　　　來筑摩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　下tpea
　．北佐久　　　　　　　　　　　　　　　　　南安曇

塩，誰渤・…鵯〆X。藤辮糠訪
・・訪゜上伊那 @織糟゜・紳・

－1 @．下伊那　北獺＼輌・訪
　　　　　　　　　　　　　　　　　駒ケ槻　　岡谷

　　　゜西筑1贋　　　　　　　　　　　　　　　Y・

・南佐久

　小県

　’北佐久
十1

・塊尻

　　　　　　　・小諸
．松本

。飯山’下高井

第6－2図　野菜類の生産額と生産物ポテンシャルの相関関係図

・長野

・上田　・埴税

松本上高井・

x　－1

　　　　南安曇

　　　・下高兆

　　・下水内

　　　北安曇

　　　。酉筑摩

　　　　　　Y’

十2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　額

6更級

＋1　　　　　・小県
　・北佐久

　　　　　　　・購　　　 上f離摩’

離久生産物ボテ・シ・ル　　　鞍曇隅
0上水内　　1　　　＋2　　　XiX　　　　　＿1
　　　　　　・」二伊那　　　　　　　　　　　南安曇ノ，．

一2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y

＋3　　　　　　　　°下伊那

　　　　　　　　　　　　　　　　　飯田

t2艮野　　　　　　　　　’
　r上水内

十1
　・北像久

　。小県　　　　　・佐久

　・南佐久

〇　　　　　＋1　　　　＋2　　　　＋3　　X’
松本　小諸騨上田　生産物ポテンシャル

。要1埴

第6－3図　繭の生産額と生産物ポテンシャルの相関関係図
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・畏野上高井

　・更級
松本゜埴科

x幅1．小県

’上田蘇内

　　・南安糞

　　諏訪・

　北安螢・

　　　　　　　　　　　　　　　　　・オ増

　・北佐久　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止

＋2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　額
　　　．南｛k久
　　　　・東筑摩

　・上水内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下伊那・

　　　　　　　　　・下伊那
o　」二伊那・＋：　　　　＋2　　　　　x’

・・ua井騰ポテンシャル @　懲。。根
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－1
－】

@　　　　　　　　　　　　大町謀縫

曙一

2・畏野

　・小県
。上撫那

　　。松本　　　　　　．小諸

伊那　　　　　　　　・佐久
藷佐久脚tkva物Ptfンシャル

搬畿尻＋3h・講x’

饗．

第6－4図　林産物の生産額と生産物ポテンシャルの相関関係図

第・一壊長野県農儲動の標靴回帰式と測縣数（鎧翻ぷテンシ。ル）

＼　　　年次
　＼＼
　　＼・㌧　式・係数…

　　　＼㌦．　　標準化回帰式
生産物　　＼＼＼

昭　　和　　10　年 昭　　和　　48　年

標準化回帰係数標準化回帰式標準化回帰係数

1　　米 y1躍一〇．212κ1 一〇．212 y’ド0．264κ’1 0，264

2ま…　　　類 y2謂0．488晩 0，488 ノ2罧0，506罪’2 0，506

3雑歳・豆類 ッ8＝0．260劣3 0，260 ヅ8＝0．574劣’3 0，574

4い　も　類 ッ4濡一〇．280κ4 一〇．280 ぬ＝0，449ぬ 0，449

5野　菜　類 ッ5瓢一〇．123距5 一〇．123 ツ’5胃0．324渥’5 0，324

6工芸作物 ッ購＝0．641劣6 0，641 ヅ6＝0．422κ’6 0，422

7果　樹　類 ッ7；0．271κ7 0，271 ツ’？累0．617κ’7 0，617

8　　繭 ッ8＝0．071κ8 0，071 ノ8瓢0，478κ’8 0，478

9花き・その他 yg＝0．485κ9 0，485 プ9＝0，371多’9 0，371

10林　産　物 ツ1。質0．224匿10 0，224 y’10＝0．210κ’10 0，210

11畜　産　物 y1FO．144多其 0，144 ツ’1ド0．595犀’11 0，595

12飼料用作物 ッユ2＝・0．716κ12 0，716 ツ’12庸0，679κ’エ2 0，679

第・一・却本麟離物の標靴回帰式・回縣数（縫灘。テソシ。ル）

　　　　式・係数

生産物　　　＼、

昭　　和　　10　年

標準化回帰式標準化回帰係数

1　　米
2麦　　　　類

3雑穀・豆類
4い　も　類
5野　菜　類
6工芸作物
7果　樹　類
8　　繭
9花き・その他

10林　産　物
11畜　産　物
12飼料用作物

ッ1＝＝0．271Xt

y2＝0，530x2

Ys＝＝0．430Xa

Yd　：O．523x4

yfi＝O，460Xs

Y6＝0．635Xa

ッ7＝　O．520x7

ッ8＝0．628Xs

Ptg＝：O。754Xg
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第2節　チュ・一一ネン圏からみた日本全域の農業地域構造

　第5章において，長野県と同様，グラヴィティ・モデルに計測結果から，チューネン

圏を念頭においた日本全域の農業の地域構造を分析した。本節ではこの分析をふまえて，

この結論をまとめ，わが国全域の農業の地域構造の特質を考察することとしよう。まず，

長野県と同様，米，野菜類，繭，林産物について標準化したデータによる農林畜産物の

生産額と生産物ポテンシャルの相関関係図をかかげるとつぎの第6－5図から第6－8

図までのごとくである。また長野県と同様，全国の農林畜産物の標準化した回帰式と回

帰係数を表示すると第6－8表のとおりである。

　米は昭和10年，同48年，ともに．相関係数は小さいが若干異なり戦前は都市消費・生産地
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第6－8図　林産物の生産額と生産物ポテソシャルの相関関係図

消費混合型立地と結論でき，戦後は生産地型立地であり，野菜類は昭和10年の相関係数

は小さいが，同48年のは大きいところから，戦前は都市消費型立地であったが，戦後は

都市消費・生産地消費混合型立地かもしくは生産地型立地に牽引されていることがわか

り，繭の相関係数は昭和10年，同48年ともに大きく，都市消費・生産地消費混合型か生

産地型立地であり，林産物の相関係数は戦前の昭和10年はまったくなく都市消費・生産

地消費混合型立地であり，同48年のそれはかなり大きい相関関係を示し，生産地型立地

といえよう。
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　わが国全域からみるとぎ，戦前の昭和10年では，野菜類，果樹類，花き・その他はほ

とんど都市近郊農産物として，都市消費型立地であったが，今日のように交通手段，と

くに道路交通の便利がよくなり，高速道路を利用してのものも出現して，これらの輸送

農産物も，もはや都市近郊に立地をこだわることなく，生産地においてそのまま，遠路

の消費地へ出荷することが可能となった。また，林産物も戦前は，木炭，薪などとして，

都市へ消費市場を求めたがため，比較的都市に近くに立地した地域もあったが，もはや

戦後においては燃料用としての林産物はほとんどなくなり，木材として建築用，土木用

に使用されるがため，まったく，都市から遠く離れた生産地型立地に変化したといえる。

第3節　長野県農業の地域構造と全国農業の地域構造の比較考察

　日本農業の地域構造を，小さなスケールとして描いた場合を長野県にとり，大きなス

ケールとして把えた場合を全国において考察したところ，かなり異なることが理解でき
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た。いま，一見してスケールの差異により，農林畜産物ごとにおいて，戦前・戦後の昭

和10年，同48年をとらえて，生産額と生産物ポテンシャルの標準化したデータによる傾

向線図を描いて比較してみるとつぎの第6－9図と第6－10図のとおりである。

　昭和10年では，長野県が野菜類，米，いも類が負の相関関係を示すのに対して，全国

では林産物のみが負の相関関係を示している点が異なる。しかしながら，飼料用作物，

工芸作物，麦，果樹類は正の相関関係で，しかも生産額と生産物ポテンシャルの相関関

係が，長野県と全国とも同一一であることがわかる。

　つぎに，昭和48年の長野県と全国の農林畜産物の生産額と生産物ポテソシャルとの相

関の傾向を標準化したデータによって示した第6・－12図から相違点をうかがうと，工芸

作物が正の相関関係において長野県では弱いのに，全国では強い関係を示しており，果

樹類が長野県では強いのに，全国ではあまり強くないという相関関係である。しかし，

畏野県と全国とで同一の点は，繭，麦類，いも類とが生産額と生産物ポテンシャルの関

係がともに強い相関を示していることである。

　このように，グラヴィティ・モデルを援用して，日本農業の地域構造をうかがうと，

年次，地域のスケールの差こそあれ，ほぼ，チューネンが示したチ＝一ネン圏構造をも

って立地形成がなされていることが十分推察できるように思われる。いわゆるチューネ

ン圏の絶対数の市場距離と地代雲純収益（単位当り），その他の関係から農業地域区分

がなされていることとは51），グラヴィティ・モデルを援用した結果とは，ほぼ同じよう

な形ではあるけれども，グラヴィティ・モデルの援用では・前章で述べたように，他地

域の影響力を考慮した点，大いに異なるところであり，この影響力を念頭に入れても，

目本農業の地域構造がチューネソ圏構造を形成していることが明らかになったかと思う。

51）この農業地域区分についての代表的な研究にはつぎのものがある。

　尾留川正平『農業地域形成の研究』二宮書店，1979，pp．262－265．
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Summary

A Study of J. H. VON THUNEN (Part IV); The Regional 

Structure of Japanese Agriculture consideved from 

ThUNEN'S Rings according to the Gravity Model

Masaji MIYASAKA*

（Received　September　10，1981）

　　　　The　author　believed　that　THUNEN’s　rings　can　be　applied　to　the　regional

structure　of　Japanese　ag！暉iculture．　J．　H．　voN　TH廿NEN　stated　in　his　book“The

Isolated　State，1826”as　follows：In　tlle　neighborhood　of　the　city，　the　agricult－

ural　products　which　must　be　cultivated　are　those　which　are　heavier　in　compa－

rison　with　the　market　price，　or　which　are　used　in　fresh　condition，　Farther

from　the　city，　the　ones　to　be　cultivated　are　those　which　are　less　expensive　to

transport．　Furthermore，　farmland　within　the　neighborhood　of　the　city　should

be　used　in　such　a　way　as　to　guarantee　high　returns，　while　thatl　farther　away

from　the　city　can　be　used　for　smaller　returns．　Thus，　several　concentric　circles

of　different　agricultural　methods　can　be　described　around　a　city．

　　　　The　author．　applied　the　so・called　gravity　model　for　this　study．　The　reasons

for　applying　this　model　are　as　follows：On　the　one　hand，　the　author　is　conti－

nually　striving　to　discover　fundamental　relationships　to　help　explain　the　struc－

ture　of　urban　and　city　agriculttlre．　On　the　other　hand，　the　author　is　faced　with

the　necessity　of　quantifying　urban　theories　and　of　providing　specific　answers　to

problems　of　urban　development．

　　　　The　gravity　model　was　generalized　by　J．　Q．　Stewart　and　by　G．　K．　Zipf．

Areturn　was　made　to　the　original　formulation　in　terms　of　Newtonian　physics，

as員rst　set　forth　by　Carey，　namely　that　the“force”of　interaction　between

two　concentrations　of　population，　acting　along　a　line　joining　their　centers，　is

directly　proportional　to　the　product　of　the　populations　of　the　two　centers

and　inversely　proportional　to　the　square　of　the　distance　between　them，

　　　The　author　extended　the　physical　analongy　to　include　the　collcept　of‘‘po－

tential　of　agricultural　product，”which　may　be　thought　of　as　a　measure　indica・

ting　the　imtensity　of　the　possibility　of　interaction。　As　a　given　Iocation　O，　the

potentia】influence，　or　posibility　of　interaction，　with　respect　to　an　agricultura正

＊Professor　of　Industrial　Management，　the　Faculty　of　Textile　Science　and　Techno－

　logy，　Shinshu　UIliversity，



」．H．　vonチ。、一ネソ（」．　H．　von　Thtinen）研究（rv）　　　　　　　　　83

products　of　an　area　at　O，　which　is　generated　by　the　agricultural　products　of

any　given　areas　i，　will　be　greater　as　the　products　of　i　is　larger　and　will　be　less

as　the　distance　between　O　and　i　increases．　As　derived　from　physics，　the　equa・

tioll　which　shows　the　product　potential　at　O　of　the　products　of　area　i　takes　the

form：

v。－P・．＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿．＿＿＿＿＿．＿．．（1）

　　　　7i

where「Vo　＝＝　potential　at　O　of　the　agricultural　product　of　area　i．

　　　The　total　possibility　of　interaction　between　an　area　at　O　and　the　agricultural

products　of　all　other　areas　in　the　paticular　universe　under　consideration　would

be：

v・一V……………・…………一…・……一………（・）　　’

　　　In　application，　the　potentials　of　agricultural　products　lend　themselves　tρ

being　mapped．　In　much　the　same　way　as　a　topographic　map　records　lines　of

equal　physical　height，　a　map　may　be　constructed　t◎show“contours”of　equal

potentiaL　In　a　given　are　under　study，　total　pote敷tial　may　be　calculated　at　a

series　of　points　apd　plotted　on　a　map　of　the　area．　Interpolation　between　these

points　produces　lines　of　equal　potentiai　at　a　desired　intervals．　From　such　maps，

areas　of　different　potential　are　readily　discernible　and　interrelations　between

areas　are　easily　visualized，

　　Combining　the　model　of　THUNEN’S　rings　and　the　gravity　mode1，　the　location

of　agricultural　products　will　be　found　that　farmers　close　to　the　demand　center

select　a　type　of　product　which　needs　a　more　intensive　cultivation　with　relative正y

higher　returns　per　land　area．　The　author　can　show　these　facts　on　many　maps．

Thus，　the　author　finds　that　the　agricultural　regions　in　Japan　center　around

the　two　regions，　consumption　and　production　region，．just　TH廿NEN　explained

the　model　of　his　rings　ill　his　book‘‘The　Isolated　State．”


